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茨城県は，周辺環境との調和を重視し，多様なニーズに対応した住居環境を整

備しつつ，新しいまちの形成を図るために，公共施設の整備改善と宅地の利用増

進を進めております。

その一環として，「伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業→を進めており，

その予定地内に埋蔵文化財包蔵地である前田村遺跡，高野台遺跡，西ノ脇遺跡が

確認されています。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県と開発地城内の埋蔵文化財発掘調査事業に

っいて委託契約を結び，平成4年4月から平成9年3月までの5か年間にわたっ

て発掘調査を実施いたしました。その成果の一部は，既に「伊奈・谷和原丘陵部

特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書1・2・3」として刊行したと

ころであります。「調査報告書4」についても，本書と同時に刊行いたしました。

本書は，平成8年度に行った前田村遺跡の調査成果を収録したものであります。

本書が，学術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴史の理解を深めると共に，

教育・文化の向上の一助として広く活用されることを希望いたします。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたり，委託者である茨城県から賜りまし

た多大なる御協力に対し，厚く御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，伊奈町教育委員会，谷和原村教育委員会をはじめ，

関係各機関及び関係各位からいただいた御指導，御協力に対し，衷心より感謝の

意を表します。

平成11年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本 昌



例 口

1本書は，平成8年度に茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が発掘調査を実施した茨城県筑波郡
まえだむら

谷和原村大字田字鴻巣690番地－1ほかに所在する前田村遺跡J・K区の発掘調査報告書である。

2　前田村遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　 ・長 橋　 本　　 昌 平成 7 年 4 月「

副　 理　 事　 長

中　 島　 弘　 光 平成 7 年 4 月－

斎　 藤　 佳　 郎 平成 8 年 4 月一平成10年 3 月

川　 俣　 勝　 慶 平成10年 4 月－

常　 務　 理　 事
梅　 澤　 秀　 夫 平成 8 年 4 月一平成 9 年 3 月

斎　 藤　 紀　 彦 平成 9 年 4 月－

事　 務　 局　 長
小　 林　 隆　 郎 平成 8 年 4 月一平成 9年 3 月

西　 村　 敏　 一 平成 9年 4 月－

埋 蔵 文 化 財 部 長 沼　 田　 文　 夫 平成 8年 4 月－

埋蔵文化財部長代理 河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月一

企

．議　　　 長‾ 小　 幡　 弘　 明 平成 8 年 4 月一平成 9 年 3 月

課　　　　 寅 鈴　 木　 三　 郎 平成10年 4 月＿一

画 課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月－

管 係　　　　　 長 清　 水　　　 薫 平成 8 年 4 月一平成 9 毎 3 月

理 主 任 調 査 員 小　 高　 五十二 平成 8 年 4 月一平成10年 3 月

課 主 任 調 査 員 池　 田　 晃　 一 一平成10年 4 月－

主　　　　　 任 川　 崎　 敦　 司 平成10年10月－ （平成10年 4 月－9 月主事）

経

理

課

課　　　　　 長 ・河　 崎　 孝　 典 平成 8 年 4 月⊥平成 9年 3 月

課　　　　　 長 佐　 藤　　　 健 平成10年4 月－

主　　　　　 査 田　 所　 多佳男 平成 8 年 4 月－

課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成 7 年 4 月一平成 9 年 3 月

課　 長　 代　 理 清　 水　　　 薫 ＿ 平成10年 4 月－

主　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成 7 年．4 月一平成10年 3 月

主　　　　　 任 宮　 本　　　 勉 平成 9 年 4 月－

主　　　　　 任 木　 下　 光　 保 平成10年 4 月－

主　　　　　 事 柳　 沢　 松　 雄 平成 8 年 4 月一平成 9 年 3 月



調

査

課長（部長兼務） ．沼　 田　 文　 夫 平成 8年 4 月㌢

班　　　　　 長 根　 本　 康　 弘 平成8 年 4 月一平成 9 年 3 月

第 主 任 調 査 員 小　 林　　　 孝 平成8 年 4 月一平成 9 年 3 月　 調査

1

課
主 任 調 査 員 飯　 島　 一　 生 平成8 年 4 月一平成 9年 3 月　‾調査

副主任調査員 吹　 野　 富美夫 平成8 年 4 月一平成 9年 3 月 一調査

整

理

課

課　　　　　 長 川　 井　 正　 一 平成10年 4 月－

首 席 調 査 員 萩野谷　　　 悟 平成10年 4 月～

主 任 調 査 員 飯　 島　 一　 生 平成10年 4 月一平成11年 3 月　 整理 ・執筆 ・編集

主 任 調 査 員 小　 林　　　 孝 平成10年10月一平成11年 3 月　 整理 ・執筆

3　本書は，第3章第3節7，第4節を小林が，それ以外を飯島が執筆し，飯島が編集した。

4　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

5　人骨，獣骨等の鑑定・分析については国立歴史民俗博物館の西本豊弘氏に依頼し，玉稿をいただいた。分

析結果は付章として報告する。

6　本書の作成にあたり，中世の遺構について，笹生衛氏（千葉県教育庁文化課），桃崎祐輔氏（筑波大学大

学院）から御教示をいただいた。

7　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。
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コード 北緯 東経 標高 調査期間 調査面積 調査原因

まえだむら

前 田村 遺跡

いばらきけんつくばぐんやわら

茨城県筑波郡谷和原 08483 36度 140度 20m 950401 36，280mヲ

伊奈 ・谷和

原丘陵部特

むらおおあざたあざこうのす － 0 分 2分 － ．11．．lllt．J′ 定土地区画

村大字田字鴻巣

690番地－1ほか

19 11秒 6秒 22m 960331 整理事業の

事前調査‘

所 収遺跡 名 種　　　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主 な遺 物 特　 記　事 項

前 田村遺 跡 集　 落　 跡 縄文時代 竪穴住居跡　 16軒

土　　　 坑　　 35基

縄文土器，石器 ヰ世の土坑，地下式境，井

戸，溝等が遺構群として存

在し，大きな墓城を形成す

る。

古墳時代 竪穴住居跡　 28畢 土師器，須恵器

平安時代 竪穴住居跡　　 23軒 土師器

墓　　　 跡 中　　 世 土　　 坑　 ‾畢6基

方形竪穴遺構 10軒

地 下 式 墳　 1．6基

井　　 戸　　 5 基

溝　　　　　　 4 条

土師質土器

陶器



凡 例

1地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ⅹ軸＝＋500m，Y軸＝＋17，480mの交点を前田村

遺跡の基準点とした。
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第1図　調査区呼称方法概念図

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北

各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査

区を東西・南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を

設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，

北から南へA，B，C…，西から東へ1，2，3…とし，

「Al区」，「I32区」のように呼称した。大調査区内の

小調査区は，北から南へa，b，C…j，西から東へ1，2，

3…0とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Alal

区」，「B2b2区」のように呼称した。

なお，当遺跡は便宜上，A－Kに分けられており，そ

の位置関係については第2図を参照されたい。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡一SI　土坑－SK　井戸－SE　溝rSD　焼土遺構一F　ピットTP

遺物　土器・陶器rP　土製品－DP　石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本記録土器rTP

土層　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

焼土・赤彩 炭化物・黒色処理 粘土・炉 灰

●土器　　■石器・石製品　　▲土製品　　○鉄　　　□拓本（K区のみ拓本・土器●）

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は250分の1，住居跡や土坑，不明遺構は60分の1に縮尺し掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もある0

（3）「主軸方向」は，炉あるいは竃を持つ住居跡については，それらを通る軸線の方向とし，炉あるいは竃

がない住居跡やその他の遺構については，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているか

を角度で表示した（例　N－100－E，N－100－W）。なお，〔〕を付したものは推定である0

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C一底径　D，高台径　E，高台高　F一体部径とし，単位は

。mである。なお，現存値は（）で，推定値は〔〕を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測番号（P，DP，Q，M等）・出土位置及びその他必要

と思われる事項を記した。



第2図　前田村遺跡地区設定図
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経過

伊奈・谷和原丘陵部における土地区画整理事業は，常磐新線による伊奈町，谷和原村の玄関口として都市性

の高い街を計画的に整備するために，駅を中心とした商業・業務機能や住宅地及び誘致施設などを中心として

計画された。

この事業の実施に先立ち，茨城県常磐新線整備推進課は，茨城県教育委員会（以下，「県教育委員会」とす

る。）に，伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業地内における埋蔵文化財の有無及びその取り扱いについ

て照会した。これに対し県教育委員会は，伊奈町には高野台遺跡が，谷和原村には西ノ脇遺跡，前田村遺跡が

所在することを確認し，常磐新線整備推進課に，開発地城内に埋蔵文化財の包蔵地が所在することを回答した。

平成3年11月，県教育委員会と常磐新線整備推進課は，その取り扱いについて協議を重ねた結果，記録保存の

措置を講ずることとし，県教育委員会は事務手続きが常磐新線整備推進課から移った土浦土木事務所に対し，

調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

平成4年度からは，伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業の取り扱いについては，土浦土木事務所から

今回の開発のために組織された茨城県県南都市建設事務所に移行された○

茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受け，平成4年4月1日から前田

村遺跡の調査を開始した。平成4年度にはA区・B区と西ノ脇遺跡，平成5年度にはC区・D区・E区，平成

6年度にはD区の残りとF区・高野台遺跡，平成7年度にはG区・H区・I区，平成8年度には，J区・K区

の発掘調査を実施することになった。

第2節　調査経過

前田村遺跡J区・K区の発掘調査は，平成8年4月1日から平成9年3月31日までの1年間にわたって実施

した。以下，調査経過について，その概要を記述する。

4月1日から調査のための諸準備を行った。8日に県南都市建設事務所区画整理課と今後の調査についての

打ち合わせを行った。10日から補助員を投入し，J区から試掘調査を開始した。

5月　前月に引き続きJ区の試掘調査をした。降雨により現場作業を中止する日が多く，調査の進行が滞る。

雨天の日は，遺物洗浄を実施した。8日から補助員休憩所と倉庫を移設する準備を開始し，13日には移設

を完了させた。J区に仮のグリッドを設定し，遺構の分布状況の確認を開始した。

6月J区では，北部の台地上に縄文時代の竪穴住居跡，中央部から南部にかけて古墳時代後期から奈良・平

安時代と思われる竪穴住居跡を確認した。下旬から，J区の試掘調査と並行して・K区の試掘を開始した。

下旬から伐開作業及び表土除去作業のための仮設道路を設置し，J区南端部とK区において業者による伐

開作業を開始した。

7月　前月に引き続き伐開作業を続け，同時に防塵ネット設置を業者に委託して実施した。防塵ネット設置作

業上の理由から，J区の事務所前の遺構調査を一部並行して実施した。10日から重機による表土除去と遺

構確認調査を実施した。K区において縄文時代前期の竪穴住居跡，奈良・平安時代の竪穴住居跡，土坑，
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道路状遺構を確認し，遺構確認状況の写真撮影を実施した。

8月　前月に引き続き，重機による表土除去及び遺構確認調査を実施した。J区では，遺構確認調査の結果，

竪穴住居跡，土坑，溝，地下式壕，井戸を確認した。J区北部（第4号遺構群），中央部（第6号遺構

群），西部（第5号遺構群）には方形竪穴状遺構，土坑，地下式壊，井戸，溝等が複雑に絡み合う大きな

遺構群の存在を確認した。28日に同時に遺構確認状況の写真撮影を実施し，J区の遺構確認調査を終了し

た。27日から，基準点の方眼杭打ちを実施した。

9月　2日から，J区北部より遺構調査を開始した。台地上に位置する縄文中期の遺構と谷津に位置する第4

号遺構群を並行して調査した。第4号遺構群の調査において中世の土坑から埋葬人骨を確認した。調査が

進むにつれ，地下式壕や土坑，ピット群が複雑に重複していることがわかった。

10月　前月に引き続き，第4号遺構群の調査をした。遺構が広範囲にわたり重複しているため，土層観察用の

ベルトを縦横に設定して調査した。遺物は人骨片，内耳鍋，陶器片等を少量確認した。29日には，第4号

遺構群の完掘写真撮影を行い遺構調査を終了した。

11月　J区西部の第5号遺構群を中心に遺構調査をした。調査が進むにつれ，第5号遺構群は第4号遺構群以

上に重複が多いこと，第4号遺構群と同様な性格を持つことがわかってきた。調査の進捗状況をふまえ，

第6号遺構群も並行して調査を開始した。また，古墳時代前期・後期，奈良・平安時代の竪穴住居跡の調

査を行った。

12月　前月に引き続き，第5号遺構群と第6号遺構群の遺構調査を進めた。第6号遺構群も第4号遺構群・第

5号遺構群と同様な性格を持つこと，何軒かの方形竪穴状遺構を持つことがわかってきた。13日には，第

5号遺構群の完掘全景写真を撮影し，調査を終了した。

1月　第6号遺構群の調査と並行して，南部の住居跡の調査を開始した。28日には，第6号遺構群の完掘写真

を撮影し，調査を終了した。降雪や強風のために現場作業を中止しなければならない日が続いた。

2月　J区南部の遺構調査と並行して，K区の遺構調査を開始した。縄文時代前期の竪穴住居跡と土坑，地下

式壕を確認した。20日に遺跡全景写真撮影と航空写真撮影を実施し，28日にはK区の完掘写真撮影を行い

調査を終了した。なお，18日に委託者に対する報告会を行い，22日には現地説明会を開催して今年度の調

査成果を公開した。

3月　3日から17日まで遺構群を中心に補足調査を実施した。12日から撤収準備を始め，安全対策を含め，31

日には現地調査を終了した。これにより，当遺跡ほか2遺跡についての一連の調査が終了した。
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第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境

前田村遺跡J・K区は，茨城県筑波郡谷和原村大字田字鴻巣690番地－1ほかに所在している。

茨城県の地形は，北部の八溝山塊と南部の常総台地に大区分され，常総台地はさらに中央部に連なる筑波山

塊を境に東部台地と南部台地と西部台地とに区分することができる。筑波山塊の南に広がる南部台地には，北

東部に新治台地，中央部に筑波・稲敷台地，南西部に北相馬台地が展開している。南部台地の標高は，筑波山

麓から南東方向へ40mから20m前後まで徐々に低下している。筑波山麓西側を南流してきた桜川は，新治台地

と筑波・稲敷台地の間に入るとその流れを南から南東に変え，霞ケ浦に注いでいる。茨城県西部を南流してき

た小月川は，筑波・稲敷台地西側付近で最大幅8kmに達する鬼怒川・小月川低地を発達させ，北相馬台地に接

しながら東流している。なお，鬼怒川は，江戸時代まで北相馬台地北端の小絹北側で東流して小月川と合流し

ていたため洪水の原因となっていた。江戸時代初期に治水事業が行われ，猿島・北相馬台地の一部を開削し小

月川と分流させたことにより，利根川に注ぎ込むようになった。

前田村遺跡が所在する谷和原村は，茨城県の南西部に位置し，東部は伊奈町，西部は水海道市，南部は守谷

町，北部はつくば市に接している。当村の中央部には鬼怒川と小貝川によって形成された沖積低地があり，北

東側に筑波・稲敷台地が広がり，南西側に北相馬台地が，南東側には結城台地が連なっている。筑波・稲敷台

地は，標高は30－20mで，北から南へ傾斜している。小月川低地沿いの台地西側縁辺部では，西へ開口する樹

枝状の小支谷が発達している。台地南部では西谷田川と東谷田川の開析谷が南南東方向に発達し，台地は併走

する谷によって短冊状に分断されそいる。これらの谷を流れる川は，牛久沼に流入している。北相馬台地は，

標高20m前後の細長い台地である。この台地は，周辺の台地に比べ開折が進んでおり，谷の長さに対して谷幅

が広いことが特徴である。谷和原村における多くの遺跡は，低地に面した両台地上の縁辺部に立地している。

筑波・稲敷台地の地層は，貝化石を産する見和層（成田層）を基盤層として，その上に砂まじりのロームか

ら，クロスラミナの顕著な砂あるいは砂礫層である竜ヶ崎砂礫層へ漸移する。そして，その上層は所によって

さまざまに変化するが，総じてローム層下に火山灰質粘土層である常総粘土層がみられる。その上は褐色の関

東ローム層におおわれており，ローム層中の下位に厚さ10－20cmの黄色軽石層が観察される。

前田村遺跡は小月川低地沿いの筑波・稲敷台地縁辺部に位置し，遺跡の周辺は樹枝状の小支谷が発達してい

る。前田村遺跡は，小支谷に挟まれた標高20－22mの舌状台地中央部に立地している。台地と低地の比高は10

mである。

参考文献

・茨城県農地部農地計画課　『土地分類基本調査　土浦』1983年12月

・茨城県農地部農地計画課　『土地分類基本調査　龍ヶ崎』1987年12月
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第2節　歴史的環境

（1J

前田村遺跡　〈1〉　周辺には，多くの遺跡が確認されている。『茨城県遺跡地図』によれば，谷和原村には17

遺跡が周知されており，今後の調査でさらに多くの遺跡が発見されることが考えられる。遺跡の分布をみると，

小月川低地では今のところ皆無に近く，筑波・稲敷台地と北相馬台地の縁辺部及び結城台地の先端部に集中し

ている。
どうざかばた

谷和原村周辺では近年開発が進み，それに伴う埋蔵文化財の発掘調査が増加している。今までに，洞坂畑遺
（2）ひがしならど　（3）　おおやつ　　　　（4）　つつど　　　　　　　　（5）　おおやつ　　　　（6）　にしのわき　　（7）　はら　　　　　ぬまさき　（8）　まえはら

跡，東櫓戸古墳，大谷津B遺跡，筒戸A・B遺跡，大谷津A遺跡，西ノ脇遺跡，原遺跡・沼崎遺跡，前原遺跡
だいもんどおり　　さんぽんまつ　（9）こうやだい　仕①

・大門通遺跡・三本松遺跡，高野台遺跡等が調査され，報告書が刊行されている。ここでは，前田村遺跡と密

接な関係が窺われる周辺の遺跡等を中心に，各時代ごとに概観していきたい。

旧石器時代の遺跡は確認例が少なく，前田村遺跡〈1〉　と伊奈町の高野台遺跡〈2〉　とで調査されたにすぎ
（11）

ない。前田村遺跡からは平成4年度に調査したB区でメノウの剥片等が出土している。高野台遺跡からは平成
D‖耳

6年度の調査で旧石器の集中地点が2か所確認されている。
にししも

縄文時代は，谷和原村周辺で遺跡数が多く，早期から晩期まで確認されている。早期の遺跡としては，西下
じゆく　（1功

宿遺跡〈3〉　がある。西下宿遺跡からは，主として早期中葉の沈線文系土器群と早期後葉の条痕文系土器群が
（14）

出土している。伊奈町の高野台遺跡からも早期の土器片が出土している。前期の遺跡は，前田村遺跡に隣接す
たむら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんげんやま　　　　　　　　　ごうしゆうはら（15）

る開山式期の田村貝塚〈4〉，北相馬台地に立地する谷和原村の浅間山貝塚〈5〉　と守谷町の郷州原遺跡〈6〉

が知られている。原遺跡　〈7〉　と高野台遺跡からも前期の遺構が確認され，今回調査した前田村遺跡K区でも

浮島Ⅱ式期の住居跡が確認されている。中期になると遺跡数は増加し，前田村遺跡〈1〉　をはじめ大谷津A遺
ふくおかしんじゅく

跡〈8〉，大谷津B遺跡〈9〉，筒戸A遺跡　〈10〉，筒戸B遺跡〈11〉，福岡新宿遺跡〈12〉　がある。大谷津

A遺跡は，阿玉台I b式期から加曽利EⅢ式期の集落跡である。大谷津B遺跡は，加曽利EⅢ・Ⅳ式期の集落

跡である。また，大谷津B遺跡の南側に隣接する筒戸A・B遺跡もほぼ同時期の集落跡である。これらの4遺

跡は，いずれも鬼怒川左岸にある北相馬台地上の平坦地に立地しており，隣接することから同一遺跡の可能性

がある。筑波・稲敷台地西部の縄文時代中期集落をみると，大規模でかつ長期に渡り存続する遺跡は当前田村

遺跡以外になく，前田村遺跡が縄文時代中期の拠点的集落であることが考えられる。後・晩期の遺跡としては，

北相馬台地に立地する谷和原村の洞坂畑遺跡　〈13〉，筑波・稲敷台地に立地する百代山A遺跡　〈14〉　と百代山

B遺跡〈15〉　がある。洞坂畑遺跡では，B地区から竪穴住居跡1軒が調査され，遺物の主体は安行I～Ⅲd式
（16）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かしまじんじゃ　　　　　　かみかいどう　　　　　　ませしんでんや

期である。その他，伊奈町西部の筑波・稲敷台地では，鹿島神社遺跡〈16〉，上街道遺跡〈17〉，真瀬新田谷
つ　　　　　　おばり　　　　　　みなみおおた

津遺跡〈18〉，小張貝塚〈19〉，南太田貝塚〈20〉　が確認されている。水海道市東部の結城台地先端部では，
よこそね　　　　　　にしつぼ　　　　　　なかつぼ　　　　　たて

横曽根貝塚〈21〉，西坪貝塚〈22〉，中坪遺跡〈23〉，館遺跡〈24〉　が確認されている。守谷町北部の北相馬
どうち

台地では，同地貝塚〈25〉　が確認されている。

弥生時代の遺跡は，現在のところ谷和原村では確認されていない。伊奈町では高野台遺跡から中期の土器片

が数点出土している。

古墳時代の遺跡は古墳及び古墳群が多く，台地縁辺で確認されている。小月川左岸の筑波・稲敷台地では，
ふくおか　　　　　　　なみき　　　　　　ひがしならど　　　　　みやあと

福岡古墳群〈26〉，並木古墳〈27〉，東櫓戸古墳〈28〉，宮後古墳〈29〉が確認されている。鬼怒川左岸の結
いいぬま　　　　　　　ごんげんつか　　　　　　ななつつか　　　　　　　とよおか　　　　　　しべ

城台地先端部では，飯沼古墳群〈31〉，権現塚古墳〈32〉，七ツ塚古墳群〈33〉，豊岡古墳〈34〉，志部古墳

〈35〉　が確認されている。小則り右岸の北相馬台地では，原遺跡〈7〉　と同地古墳群〈36〉　が確認されている。
（17）

東檎戸古墳は円墳で，1978年に調査されている。埋葬施設は，長軸8m，短軸2．35mの粘土榔である。原遺跡
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は1995年に調査され，墳長26．20mの前方後円墳1基が確認されている。埋葬施設は，雲母片岩を用いた箱式石
（18）

棺である。集落跡は，近年の調査で増加している。前期の遺跡は，水海道市の前原遺跡〈38〉があり，前田村

遺跡H区・J区からも竪穴住居跡が確認されている。中期の遺跡は，大谷津A遺跡〈8〉　と大門通遺跡〈39〉

がある。大谷津A遺跡では竪穴住居跡3軒が，大門通遺跡では竪穴住居跡6軒が調査されている。後期の遺跡

は，守谷町の郷州原遺跡〈6〉，水海道市の三本松遺跡〈40〉，谷和原村の西ノ脇遺跡〈41〉がある。三本松

遺跡では竪穴住居跡1軒が調査され，西ノ脇遺跡では竪穴住居跡5軒が調査されている。前田村遺跡F・H・J

区からも竪穴住居跡が確認されており，近接して立地する西ノ脇遺跡との関連が窺われる。

奈良・平安時代の遺跡は少なく，谷和原村の大谷津A遺跡と筒戸A・B遺跡から数軒の竪穴住居跡が調査さ

れているにすぎない。前田村遺跡では，F・I・J区から平安時代の住居跡が確認されている。また，谷和原
（1功

村福岡の大楽寺には，定朝様とされる平安時代末期の阿弥陀如来像及び脇侍像が安置されている。

中世の遺跡は，集落跡と墓地と城館跡がある。集落跡と墓地の調査例は少なく，三本松遺跡〈40〉　と西ノ脇

遺跡〈41〉だけである。三本松遺跡では，方形竪穴状遺構5軒，土坑墓43基，火葬土坑墓1基，井戸3基等が調
c姻

査され，土坑墓と火葬土坑墓と井戸は傾斜したくぼ地にまとまって確認されている。西ノ脇遺跡では，掘立柱建
位1）

物跡2棟，土坑55基，地下式墳7基，井戸2基，溝14条が調査され，それらが溝によって区画されている。前

田村遺跡においても，掘立柱建物跡や方形竪穴状遺構，地下式填，土坑等が確認されている。特に，平成6年度

に調査したD区と今回調査したJ区の低地部では，区画された溝の内部に土坑と地下式壕が配置された墓城が

形成されていた。前田村遺跡に隣接する田の集落では，田の古屋敷は前田村遺跡内にある八幡神社付近にあっ

たという古くからの伝承があり，これらの遺構との関係が考えられる。城館跡としては，筑波・稲敷台地には
ぉぼり　　　　　　　　　いたばし　　　　　　　　さんじょういん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もり

小張城跡〈42〉，板橋城跡〈43〉，三傑院城跡〈44〉等があり，北相馬台地には相馬氏系の城跡といわれる守
や　　　　　　つつど

谷城跡〈45〉，筒戸城跡〈46〉等がある。

※　本文中の〈〉内の番号は，表1・第2図中の該当番号と同じである。

註

（1）茨城県教育委員会　　『茨城県遺跡地図（2版）』1990年3月

（2）洞坂畑遺跡発掘調査会　『洞坂畑遺跡』1979年9月
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（4）茨城県教育財団　　　『水海道都市計画事業・小絹土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書1大谷津

B遺跡』「茨城県教育財団文化財調査報告第18集」1981年3月

（5）茨城県教育財団　　『水海道都市計画事業・小絹土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書2　筒戸A・

B遺跡』　「茨城県教育財団文化財調査報告第24集」1984年3月

（6）茨城県教育財団　　　『水海道都市計画事業・小絹土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書3　大谷津

A遺跡』「茨城県教育財団文化財調査報告第28集」1985年3月

（7）茨城県教育財団　　　『伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書1西ノ脇遺

跡　前田村遺跡』　「茨城県教育財団文化財調査報告第87集」1994年3月

（8）茨城県教育財団　　　『常磐新線建設工事地内埋蔵文化財調査報告書1原遺跡　沼崎遺跡』「茨城県教

育財団文化財調査報告第112集」1996年3月

（9）茨城県教育財団　　　『一般国道354号（水海道バイパス）道路改良工事内埋蔵文化財調査報告書　前原遺跡大
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門通遺跡　三本松遺跡』　「茨城県教育財団文化財調査報告第114集」1996年6月

㈹　茨城県教育財団　　　　　『伊奈・谷和原丘陵部特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書3

高野台遺跡　前田村遺跡D区・F区』　「茨城県教育財団文化財調査報告第127集」1997年9月

山）註7文献に同じ

（均　註9文献に同じ

個　茨城県教育財団

㈹　斉藤弘道

『年報1』1982年3月

「茨城の縄文時代草創期・早期の土器群について（一）」　『年報3』

茨城県教育財団1984年3月

個　守谷町教育委員会

㈹　註2文献に同じ

仕の　註3文献に同じ

㈹　註8文献に同じ

（拍　茨城県歴史館

幽　註9文献に同じ

釦　註7文献に同じ

『郷州原遺跡』1981年

『茨城の仏教美術一鎌倉・室町時代の仏像と仏画－』1996年10月

表1　前田村遺跡周辺遺跡一覧表
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（丑 前　 田　 村　 遺　 跡 － ○ ○ ○ ○ ○ 24 館　　 遺　　 跡 6044 ○

2 高　 野　 台　 遺　 跡 － ○ ○ ○ 25 同　 地　 貝　 塚 2576 ○

3 西　 下　 宿　 遺　 跡 5854 ○ 26 福　 岡　 古　 墳　 群 2137 ○

4 由　 村　 一貝　 塚 2135 ○ 27 並　 木＿　古　 墳 2136 ○

5 浅　 間　 山　 貝　 塚 2140 ○ 28 東　 檎　 戸　 古　 墳 4092 ○

6 郷　 州　 原　 遺　 跡 － ○ ○ 云9 宮　 後　 古　 墳 2124 ○

7 原　　 遺　　 跡 6041 ○ 30 大　 房　 地　 遺　 跡 2129 ○

8 大 谷 津 A 遺 跡 ・5852 ○ ○ 31 飯　 沼　 古　 墳　 群 6047 ○

9 大 谷 津 B 遺 跡 5853 ○ 32 権　 現　 塚　 古　 墳 2356 ○

10 筒　 戸　 A　 遺　 跡 5855 ○ ○ 33 七 ツ 塚 古 墳 群 2358 ○

11 筒　 戸　 B　 遺　 跡 5856 ○ ○ 34 豊　 岡　 古　 墳 2359 ○

12 福 ・岡 新 宿 遺 跡 5850 ○ 35 志　 部　 古　 墳 6045 ○

13 洞　 坂　 畑　 遺 ‘跡 213ら ○ 36 同　 地　 古　 墳　 群 2575 ○

14 百 代 山 A 遺 跡 4090 ○ 37 庚　 塚　 遺　 跡 2580 ○

15 百 代 山 B 遺 跡 4091 ○ 38 前　 原　 遺　 跡
－ ○

16 鹿 島 神 社 遺 跡 2122 ○ 39 大　 門　 通　 遺　 跡 － ○

17 上　 街　 道　 遺　 跡 2123 ○ 40 三 °本　 松・遺　 跡 － ○ ○

18 真瀬新田谷津遺跡 ‘2916 ○ 41 西　 ノ　 脇　 遺　 跡 － ○ ○

19 小　 張　 貝　 塚 2130 ○ 42 小　 張　 城　 跡 5848 ○

20 南　 太　 田　 貝　 塚 2131 ○ 43 ．板　 橋　 城　 跡 5847 ○

21 横　 曽　 根　 貝　 塚 2364 ○’ 44 三　 傑　 院　 城　 跡 4014 ○

22 西　 坪　 一貝　 塚 6050 ○ 45 守　 谷　 城　 跡 2578 ○

23 中　 坪　 遺　 跡 6048 ○ 46 筒　 戸　 城 ．跡 5851 ○
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第3章　前田村遺跡

第1節　遺跡の概要

前田村遺跡は，茨城県筑波郡谷和原村大字田に所在し，小貝川左岸にある標高約20－22mの筑波・稲敷台地

上に立地している。当遺跡の総面積は約130，000m戸であり，現況は畑地と山林である。

当遺跡は，これまでの調査の過程で便宜上A－K区に分けている。これは，道路等の現況と調査年度の順に

従って呼称してきたものである。平成4年度から平成7年度にかけてはA－I区を調査してきた。今回の調査

区はJ・K区で，調査面積はJ区が17，496I琉　K区が11，715nfである。

今回の調査区からは，縄文時代，古墳時代，平安時代，中世の遺構を確認した。調査した遺構は，竪穴住居

跡68軒，土坑496基，方形竪穴状遺構10軒，地下式墳16基，井戸5基，溝55条である。縄文時代の遺構は，竪

穴住居跡16軒，土坑35基を確認した。当遺跡が立地する丘陵地の西端部に位置するK区からは，前期の住居跡

を7軒確認した。古墳時代においては竪穴住居跡28軒（前期16軒，後期12軒）を確認した。後期の竪穴住居跡

は大形のものが多く，軸線を同じくして存在する。平安時代の遺構は調査区内に散在し，竪穴住居跡23軒を確

認した。中世の遺構は，地下式墳16基，方形竪穴状遺構10軒，土坑約400基，井戸5基，溝4条を確認した。
／ノー

土坑の中には人骨を伴う墓軋　または墓境と思われるものが多く存在し，地下式墳・井戸！溝等とともに遺構

群として確認した。
卜＼、

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に100箱出土している。縄文時代の遺物は，縄文時代中期の土器

がほとんどである。古墳時代前期の遺物も土師器が主体で，装飾壷，壷，嚢，甑，高杯，相，ミニチュア土器等

が出土している。古墳時代後期の遺物は土師器が主体で，嚢，甑，杯等が出土している。平安時代後期の遺物は，

嚢，杯等が出土している。中世の遺物は，土師質土器の小皿，内耳鍋，瀬戸美濃系の陶器片等が出土している。

第4図　K区基本土層図

第2節　基本層序

前田村遺跡J・K区の基本土層については，K区H4b区付近に

テストピットを設定し，観察を行った。遺構は第2層上面で確認し

ている。

第1層　黒褐色。厚さ23－36cmの耕作土である。

第2層　暗褐色。厚さ28－30cmの均質なソフトローム層である。

第3層　にぷい褐色。厚さ7－32cmの火山ガラス粒子を微量含む

層である。姶良恥火山灰（AT）を含む層と考えられる。

第4層　暗褐色。厚さ20－28cmの粘性の強いノ＼－ドローム層であ

る。赤褐色スコリアを微量に含む。

第5層　褐色。厚さ30－34cm。第4層より締まりのある均質なハ

ードローム層である。
．

第6層　褐色。厚さは30cm以上あり，未掘のため本来の厚さは不

明である。締まりは第5層より強い。

－8－



第3節　J区の遺構と遺物

J区は，当遺跡の西部の台地上に立地し，南端部は谷津に面する傾斜地となっている。当区からは竪穴住居

跡56軒，土坑496基，地下式墳15基，方形竪穴状遺構10軒，井戸5基，溝10条，火葬土坑13基，焼土遺構1基

を検出した。ここでは，これらの遺構について記述する。

なお，J区の遺構番号はI区からの続きとし，住居跡は第503号から，土坑は第2986号から，方形竪穴状遺

構は第14号から，地下式壕は第32号から，井戸は第34号から，溝は第145号からそれぞれ付した。

1　縄文時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

第503号住居跡（第5図）

位置　調査区の北部，DlOio区。

規模と平面形　遺存状況が悪かったが，炉と柱穴と思われるピットを検出したことにより，住居跡とした。規

模や平面形は不明である。

炉　長径60。m，短径50。mの楕円形で，ロームを15cmほど掘り込み，2個体以上の深鉢の胴部片，口縁部片を巡

らした土器片囲い炉である。炉床はわずかに赤変し，硬化している。

炉土屑解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
3　時赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

ピット　Plは炉の南西に位置し，径62cmの円形，深さ42cmで柱穴と思われる。

遺物　炉を囲むように縄文土器片が出土している。第6図1は探鉢の胴部から口縁部の破片である。2は深鉢

の胴部から口縁部の破片で，無節縄文を地文に，上位に沈線が施されている。3・4は深鉢の口縁部片であ

る。3は単節縄文LRを地文に，上位に沈線が施されている。4は単節縄文RLを地文に，垂下する沈線間

に磨り消しが施されている。5・6は探鉢の胴部片で同一個体である。単節縄文RLを地文に，垂下する沈

一忘。l。

第5図　第503号住居跡（炉）実測図

21’芸二＿
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第6図　第503号住居跡出土遺物実測図
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に磨り消しが施されている。7・8は探鉢の胴部片で同一個体である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅡ－Ⅲ式期）と考えられる。

第503号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（印） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第　 6　図 深　　　 鉢 B （2 9．1） 胴部 一口緑部片。胴 部は外傾 して立ち上 が り，口綾部 は内攣 する。 砂粒 ・雲母 P l ，P L 4 ，10％

1 縄 文 土 器 単節縄文 R L を地 文に，ロ縁部 は隆帯に より楕 円形 に区画 される。 にぷ い褐色 炉埋設土 器

胴部 には，垂下 する沈線 間に磨 り消 しが施 されている。 普通 加曽利 E Ⅲ式

第506号住居跡（第7図）

位置　調査区の北西部，Elle3区。

重複関係　東部において第2997号土坑と重複する。土坑の覆土上に貼床しており，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3．50mの隅丸方形である。

主軸方向　N－550－W

壁　壁高は5－7cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦で，第2997号土坑と重複する部分は貼床である。

1m

炉

第7図　第506号住居跡実測図

2m

！　　　；…　」

ー11－

旦21．4m

一一一＼＼、ノ／・′‾‾‾

1　－l　一一　1



炉　中央部に位置し，長径70。m，短径56cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。炉の中央

にはピット状のくぼみがあり，周りは赤変硬化している。

ピット　3か所（P1－P3）。Plは径45cmの円形で深さ84cm，P2は径40cmの円形で深さ43cmである。いずれも

主柱穴と思われる。P3は径25cmの円形，深さ10cmで，性格は不明である。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積を示していることから自然堆積と思われる。4層は貼床の部分である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，締まり有

遺物　縄文土器片が少量出土しているが，小片のため図示できるものはない。

所見　本跡の時期は，出土遺物や覆土の状況，住居跡の形状から縄文時代中期と考えられるが，詳細な時期は

特定できない。

第507号住居跡（第8－11図）

位置　調査区の北部，Elld7区。

重複関係　本跡の北東部において，第508号住居跡に掘り込まれているため，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸5．96m，短軸4．64mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－400－E

壁　壁高は18－25cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦で，特に踏み締められた面は確認できない。

炉　中央部やや北寄りに位置し，長径97cm，短径58cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。

火床面は赤変硬化している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化物微量

ピット　8か所（P1－P8）。Plは径62cm，深さ82cm，P2は径82cm，深さ70cmで，ともに円形である。P3－

P7は長径45～90cm，短径35－60cmの楕円形，深さ45～75cmである。Pl～P7は主柱穴と思われる。P8は径43

cmの円形，深さ72cmで補助柱穴と思われる。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積を示していることから自然堆積と思われる○

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第10・11図1・2は深鉢の胴部から口縁部の破片，3は胴部片である。

4は浅鉢片である。いずれもP6東側の床面から覆土中層にかけて出土している。5は底部片で，南西部コー

ナー壁際の覆土中層から出土している。6－16は深鉢の胴部片である。6・7は単節縄文RLを地文に，垂

下する波状沈線が施されている。8は単節縄文RLを地文に，2本の隆帯が貼付されている。9・10は単節

縄文RLを地文に，3本一組の垂下する沈線が施されている。11は文様帯を，幅広の沈線をともなう隆帯に

より区画している。12－15は単節縄文RLが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物や覆土の状況から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。
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第8図　第507号住居跡実測図（1）
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第9図　第約7号住居跡実測図（2）

第507号住居跡出土遺物観察表

上21．0m

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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斑版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第10園探　　　 鉢 A〔23．6〕胴部一口縁部片。口縁部はわずかに内攣する。口唇部に小突起を 砂粒・雲母 PlO，PL7，10％

1 縄文土器 B（14．3）有し，□緑部はクランク文により区画された後，沈線が施される。にぷい橙色 覆土中層

胴部は単節縄文RLが施されている。 普通 加曽利E I式

2

深　　　 鉢 A〔21．6〕胴部一口緑部片。ロ緑部はわずかに内攣する。口緑部は地文を施 砂粒・雲母・石英 P12，PL7．25％

縄文土器 B（26．5）した後，クランク文により区画される。ロ縁部直下には沈線をと にぷい褐色 覆土中層

もなう隆帯が巡る。単節縄文RLが施されている。 普通 加曽利E I式

3

深　　　 鉢 B（26．5）胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。単節縄文R Lを地文とし， 砂粒・雲母 P13，PL6，20％

縄文土器 胴部上端に沈線が巡る。胴部には垂下する2本の沈線とコの字状 褐色 覆土中層

の沈線が施されている。 普通 加曽利E I式

4

浅　　　 鉢A〔38．0〕胴部一口緑部片。胴部・口縁部ともに外傾する。口唇部は下方に 砂粒・石英・長石・ P15，PL7，5％

縄文土器 B（16．4）つまみ出されたようになる。無文である。外面に一部赤彩痕が認 スコリア 覆土中層

められる。 にぷい褐色，普通 加曽利E I式

5

探　　　 鉢 B〔11．4〕底部一胴部片。底部は平底。胴部は外傾して立ち上がる。無文で 砂粒・雲母・石英 P14，PL7，5％

縄文土器 C（4．1）ある。 褐色

普通

覆土中層

－14－
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第10図　第507号住居跡出土遺物実測図（1）

ー15－

10cm

】　　－l　一一一」



illIi ！T ．：：．，

第11図　第507号住居跡出土遺物実測図（2）
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第508号住居跡（第12－14図）

位置　調査区の北部，Ellc8区。

重複関係　南西部において第507号住居跡と重複する。本跡が第507号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方

が新しい。

規模と平面形　現存部の最大径は6．13mである。台地の縁辺部に位置するため，東部の床は流出しており，形

状は確認できなかったが，径約6mほどの円形と思われる。

壁　壁高は10cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。

炉　中央部やや北寄りに位置し，径105cmの円形で，床面を10cmほど掘りくぼめた地床炉である。火床面は，

わずかに赤変している。
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第12図　508号住居跡実測図
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第13図　第508号住居跡炉実測図

炉土居解説
1　極暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
焼土小ブロック・焼土粒子中量

二丁二：＿＿子Il二二：＿＿千千：－：

第14図　第508号住居跡出土遺物実測図

：鯖
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ピット　5か所（P1－P5）。Pl～P3・P5は長径45－75cm，短径40～50cmの楕円形で深さ42－61cm，P4は径

51cmの円形で深さ42cmである。いずれも主柱穴と思われる。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積を示していることから自然堆積と思われる○

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子中量，占－ム小ブロック少量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第14図1は深鉢の胴部から口縁部の破片で，P3西側の床面から出土

している。2－4は深鉢の口縁部片である。3は沈線の下に単節縄文RLが施されている。4は単節縄文R

Lを地文に，把手部は隆帯により楕円区画され，胴部は沈線間に磨り消しが施されている。5－8は胴部片

である。5・6は単節縄文RLを地文に，垂下する沈線間に磨り消しが施されている。7は無節縄文が施さ

れ，8は磨り消しが見られる。

所見　本跡の時期は，出土遺物や覆土の状況から縄文時代中期（加曽利EⅢ式期）の住居跡と考えられる。

第508号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　及　 び　文　 様　の　特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 14 図 深　　　 鉢 A 18．0 胴部一口縁部片。胴部から口縁部にかけて直線的に立ち上がる。 砂粒 ・雲母 P ll，P L 7，10％

1 縄文 土器 B （9．1） 口唇部には沈線が巡る。キザミを有するL字状の隆帯が貼付され 明赤褐色 床面

ている。胴部には垂下する沈線が施されている。 普通 加曽利E Ⅲ式

第524号住居跡（第15・16図）

位置　調査区の西部，GlOhl区。

重複関係　北部を第3149号土坑に，東部を第3150・3151号土坑に，南部を第3171・3176・3177号土坑に，西部

を第3146号土坑に掘り込まれており，いずれよりも本跡の方が古い。

規模と平面形　現存部の最大径は5．47mである。東部は土坑群に掘り込まれているために残存しないが，柱穴

の位置等から径約5．5mの円形と思われる。

壁　壁高は17cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。炉から南壁にかけて硬化面が認められる。

炉　中央部やや北寄りに位置し，長径50cm，短径44cmの楕円形で，床面を掘りくぼめた地床炉である。火床面

はわずかに赤変している。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P7は長径29－50cm，短径18－44cmの楕円形または円形で，深さ21－71cmで

ある。いずれも主柱穴と思われる。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積を示していることから自然堆積と思われる○

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子微量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第16図1は浅鉢片，2は探鉢の把手である。3は深鉢の胴部片で，隆

帯による区画文の中に半裁竹管による沈線が施され，沈線状に刻みが施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物や覆土の状況から縄文時代中期と考えられるが，詳細な時期は特定できない。
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第15図　第524号住居跡実測図
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第16図　第524号住居跡出土遺物実測図

第524号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第16園浅　　　鉢A〔39．4〕胴部一口縁部片。口縁部には沈線が巡る。口緑部と胴部の間には，砂粒・雲母・石英・P88，PLlO，5％

1 縄文土器B（8．0）キザミを持つ隆帯が巡る。無文である。 長石

にぷい褐色，普通

覆土

2

深　　　鉢B（8．5）□綾部および把手。口緑部は，沈線をともなう隆帯により区画さ砂粒・雲母・石英・P89，PLlO，5％

縄文土器 れる。隆帯上にはキザミ，区画内には沈線が施されている。 長石

明赤褐色，普通

覆土

第535号住居跡（第17図）

位置　調査区の西部，G12b3区。

重複関係　第3305号土坑及び第177号溝と重複している。それらに本跡が掘り込まれていることから，本跡の

方が古い。

規模と平面形　傾斜地に位置し，掘り込みも浅いために壁や床は検出できなかったが，炉と柱穴の位置関係か

ら住居跡とした。規模・平面形ともに不明である。

炉　長径82C。，短径48C。の楕円形で，探鉢の上半部を埋設する土器埋設炉である。埋設位置は中心よりもやや

南寄りである。土器周辺にはわずかに赤変した面があるが，土器内に焼土は確認できない。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl－P3は長径42－56cm，短径44－49cmの楕円形または円形，深さ40－56cmで，

主柱穴と思われる。

遺物　縄文土器片がわずかに出土している。第17図1は広口壷の胴部片で，隆帯上に棒状工具による刺突が巡

らされている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期と考えられるが，詳細な時期は特定できない。
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第1殖l　第535号住居跡（炉）・出土遺物実測図
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第536号住居跡（第18・19図）

位置　調査区の東部，F12il区。

規模と平面形　長径5．63m，短径4．63mの楕円形である。

長径方向　N－250－E

壁　壁高は12～18cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　ほぼ平坦である。

炉　中央部やや北西寄りに位置している。長径95cm，短径85cmの楕円形で，床面を15cmほど掘りくぼめ，深鉢

の上半部を埋設した土器埋設炉である。

炉土居解説
1　時赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗赤褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

ピット　7か所（Pl－P7）。Pl～P5は長径43－65cm，短径40～55cmの楕円形，深さ58－76cmで主柱穴と思わ

れる。P6・P7は東壁際に位置し，径45cmの円形，深さ51－60cmであり性格は不明であるが，柱穴の可能性

もある。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積を示していることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量
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第18図　第536号住居跡実測図
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遺物　縄文土器片少量と石器（磨製石斧）が出土している。第19図1は器台である。2－5は探鉢の口縁部片

である。2－4は同一個体と思われ，単節縄文RLを地文に，渦巻き状の沈線をともなう隆帯により区画さ

れている。5は上位に連続コの字文が施されている。6－8は胴部片で，いずれも単節縄文RLを地文とし

ている。6・7は沈線をともなう隆帯が施されている。8は波状沈線が施されている。9は把手である。9

は隆帯上にキザミ，10は端部に渦巻状の隆帯，口縁部文様帯には沈線が施されている。11は磨製石斧である。

所見　本跡の時期は，出土遺物や覆土の状況，住居の形状から縄文時代中期（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第536号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 19 図 器　　　 台 A　 20 ．6 底部か ら内傾 して立 ち上が る。台部 は平坦であ る。胴部上端 と下 砂粒 ・ス コリア ・ P 1 32 ，P L 8，2 0％

1 縄 文 土 器 B　 7 ．3 端 には洗練が巡 り， さらに沈線間 は沈線 により楕円形に区画 され 長石 ，にぷ い褐色 覆土

C　 24 ．0 る。楕円形 区画内 は，大 き く穿孔 されてい る。 普通

図版 番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm ） 帽 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第 19区は1 磨 製 石 斧 8．0 2．4 1．5 4 4．0 フォルン7ェルス Q 5 ，P L 9，覆土

第550号住居跡（第20・21図）

位置　調査区の中央部，Hlli3区。

重複関係　南部を第3352号土坑に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　径5．43mの円形である。

壁　壁高は4－10cmで緩やかに立ち上がる。耕作による撹乱のため，壁の一部は確認できない。

床　平坦で，硬化面は確認できない。

炉　中央部に位置し，径が47cmの円形である。火床面はわずかに赤変している。

－25－
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覆土　4層からなる。レンズ状の堆積を示していることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　褐　　色　ローム粒子中量
4　赤褐色　ローム粒子微量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第21図1・2は深鉢の口縁部片で同一個体と思われる。単節縄文RL

を地文に，洗練をともなう隆帯が施されている。3・4は胴部片である。3は単節縄文RLを地文にし，洗

練が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第21図　第550号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第553号住居跡（第22・23図）

位置　調査区の中央部，Gllj4区。

重複関係　第179号溝に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

－26－

第22図　第553号住居跡（炉）実測図



規模と平面形　壁や床面は削平により遣存していないが，炉と柱穴と思われるピットが検出されたことから住

居跡とした。規模や平面形は不明である。

炉　炉1・炉2を検出した。炉1は長径20cm，短径17cmの楕円形，炉2は径25cmの円形であり，わずかに焼土

が認められる。

ピット　Plは炉1の西側に位置し，長径22cm，短径16cmの楕円形，深さ45cmであり，柱穴の可能性がある。

‘「－．γ’

第23回　第553号住居跡出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片が少量出土している。第23図1－3，5・6・8は深鉢の口縁部片である。1・2は同一個

体と思われ，単節縄文RLを地文に，3は単節縄文LRを地文に沈線をともなう隆帯が施されている。5・

6はともに隆帯の端部が渦巻文であり，5は洗練を垂下させている。7は沈線による楕円区画文の中に棒状工

具による押圧がみられる。8は半裁竹管による結節沈線文が施されている。9・10は胴部片，11は凹石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第553号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）．重量（g）

第23図11 凹　　 ・石 19．3 12．0 5．1 1780．0 砂　　　 岩 Q ll，P L ll，覆土

表2　縄文時代住居跡一覧表

住居跡

番　 号

位置 主軸方向 平 面 形

規　　 模 （m ）

（径，長径×短径）

壁高

（cm ）

床面

内　　 部　　 施　　 設

覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　　　 考

新旧関係 （古→新）壁溝 柱穴 貯蔵穴 ピット 入口 炉

503 DlO io －
不　　　 明 － － － － 1 － － － 1 － 縄文土器片，深鉢 加曽利 E Ⅲ式期

506
7

Elle3 N－550－W 隅 丸 方 形 3 ．80 ×　3 ．50 5 － 7 平坦 － 2 － 1 － 1 自然 縄文土器片 SK2997→本跡，縄文中期

507 ＿ Elld7 N－400－E 隅丸長方形 5 ．96 ×　4 ．64 18－25 平坦 － 7 － 1 － 1 自然 縄文土器片，深鉢，浅鉢 本跡・・＋SI508，加曽利 E I 式期

508 Ellc9 － 〔円　　 形〕 6 ．13 ×（3 ．41） 10 平坦 － 5 － － － 1 自然 縄文土器片，深鉢 SI507→本跡，加曽利 E Ⅲ式期

524 GlOhl －
‘〔円　　 形〕 5 ．47 ×（4 ．70） 17

平由
－ 7 － － － 1 自然 縄文土器片，探鉢，浅鉢 本跡→SK3146 ，縄文中期

535 G12b3 －
不　　　 明 － － － － 3 － － － 1 －

縄文土器片，広口壷 本跡→SK3305 ，SD177 ，縄文 中期

536 F12 il N －250－E 楕　 円　 形 5 ．63 ×　4 ．63 12－18 平坦 － 5 － 2 － 1 自然 縄文土器片，深鉢，器台 加曽利 E Ⅱ式期

550 Hll i3 － 円　　　 形 5 ．43 4 －10
平由

－ － － － － 1 自然 縄文土器片，探鉢 本跡→SK3352，加曽利 E Ⅱ式期

553 Gllj4 － 不　　　 明 － － － － － － 1 － 2 －
縄文土器片，探鉢 本跡→SD179，加曽利 E Ⅱ式期
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（2）土坑

ここでは，時期や性格の分かるものについて解説を加え，その他の土坑については，一覧表に記載する。

また，出土遺物については実測図でその一部を掲載する。

第2986号土坑（第24・25図）

位置　調査区の北部，Dllbl区。

規模と平面形　径〔2．25〕mの円形で，深さ95cmである。

壁面　壁面は，内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。上位は，一部崩壊している。

底面　平坦である。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土居解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・粒子微量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子多量

1‾‾　－　＼　＼
／′

五、．、／／／＿一
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＼
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第24図　第2986号土坑実測図

第25図　第2986号土坑出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片が少量出土している。第25図1・2は同一個体と思われる探鉢の胴部片で，上位には単節縄

文RLが施され，下位は無文である。3の胴部片は，単節縄文LRが施されている。

所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遺物から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

第2989号土坑（第26・27図）

位置　調査区の北部，DlOeo区。

規模と平面形　長径1．75m，短径1．45mの楕円形で，深さ57cIlrごある。

長径方向　N－540－W

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　4層からなる。不規則な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第27図1・2は探鉢の口縁部片である。1は単節縄文RLが施され，

2は単節縄文RLを地文に，2本の沈線を垂下させている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期と考えられるが，詳細な時期は特定できない。

こ「：

第26回　第2989号土坑実測図

七．，．

第27回　第2989号土坑出土遺物実測図
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第2990号土坑（第28・29図）

位置　調査区の北部，ElOe8区。

規模と平面形　西部は調査区外のため不明であるが，径3．07mの円形と思われ，深さ64cmである。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは中央に位置し，長径42cm，短径32cmの楕円形で深さ66cm，P2は北壁寄りに位

置し，径32cmの円形で深さ36cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　6層からなる。不規則な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　褐　　色　ロームノ」、ブロック中量，炭化物少量
2　褐　　色　ローム小ブロック中呈，炭化物少量，締まり有
3　明褐色　ローム粒子多量，炭化物少量
4　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化物少量
5　褐　　色　ローム粒子中量，炭化物少量
6　褐　　色　ローム粒子中量，炭化物少量，締まり有

遺物　縄文土器片が出土している。第29図1は探鉢の胴部からロ縁部の破片である。Pl－P2付近の覆土中層

から出土している。2・3は探鉢の口縁部片，4は浅鉢の把手である。5の深鉢のロ縁部片は，隆帯により

区画された中に沈線が施されている。6－10は胴部片である。6は単節縄文RLが施されている。7は単節

縄文RLを地文に，端部が渦巻状となる洗練が施されている。8は7と同一個体と思われる。9は撚糸文を

地文に，頭部には沈線を有する隆帯を巡らせ，胴部には沈線を垂下させている。10は単節縄文RLを地文に，

隆帯が貼付されている。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

第28図　第2990号土坑実測図
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第29図　第2990号土坑出土遺物実測図
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第2990号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備 ・　 考

第 29 図 深　　　 鉢 B （17 ．2） 胴部か ら直線的に立ち上 がる。口縁部 は，沈線 を ともな う隆帯 に 砂粒・長石・スコリア＿・ P 2 29 ，P L 16 ，10％

1 縄 文 土 器 よ り長方形に区画 されている。胴部 は単節縄 文R L を地 文 とし， 橙色 覆土 中層 ，

垂下す る洗練間に波状 文が施 さ－れている。 普通 加 曽利 E I 式

2

深　　　 鉢 B （7 ．4） 口縁部片。ロ縁部はわずかに内攣 し，波状 口縁である。波状 部は 砂粒 ・雲母・長石 ・ P 2 30 ，P L 16 ，5％

縄 文 土 器 無文であ る。 口縁部は単節縄 文R L を地文に， 3 本の隆帯が貼 付 明褐色 覆土

されている。 普通 加 曽利 E I 式

3

深　　　 鉢 A 〔2 1．8〕 胴部 一口縁部片。胴部は直線的に立 ち上が り， 口縁部は外傾する。砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 23 1，P L 16 ，5％

縄 文 土 器 B （1 0．0） 口縁部上端 には隆帯が貼付 され，直下 に 2 本の沈線 と刺突が施 さ 長石 ，にぷい褐色 覆土 、

れる。胴部 は単節縄文 を地文 に縦横 に 2 本の沈線が施 されてい る。普通 加曽利 E I 式

4

浅　　　 鉢 ．B （5．4） 口縁部 および把手。波状部 に 「C 」字状の洗練 をともなう隆帯が 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P．23 3，P L 16 ，5％

縄 文 土 器 貼付 されている。上端 にはキザ ミが施 され てい る。 長石 ・ス コリア

にぷい褐色，普 通

覆土

第2991号土坑（第30・31図）

位置　調査区の北部，ElOc9区。

規模と平面形　長径1．86m，短径1．60mの楕円形で，深さ46cmである。

長径方向　N－00

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。堆積状況から，自然堆積と思われる。

土層解説
1褐　　色　ローム中ブロック・粒子中華
2　褐　　色　ローム粒子多量
3明褐色ローム粒子多量

遺物　縄文土器細片が少量出土している。第31図1は深鉢の底部から胴部の破片である。2－7は胴部片であ

る。2は単節縄文RLを地文に，沈線を垂下させている0　3・4は単節縄文RL，5は無節縄文が施されて

いる。7は単節縄文RLを地文に，上位には沈線を有する隆帯が巡らされている。

所見　本跡の時期は，出土遺物や覆土の状況から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。
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第31回　第2991号土坑出土遺物実測図

第2991号土坑出土遺物観察表

iH国
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図版番号券　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第31寓深　　　鉢B（6．1）底部一胴部片。底部から外傾して立ち上がる。単節縄文RLが施砂粒・石英・長石P234，PL15，5％

1縄文土器C〔10．2〕されている。 橙色

普通

覆土

第2992号土坑（第32・33図）

位置　調査区の北部，Dllj4区。

重複関係　南東部において第2993号土坑と重複しており，本跡が掘り込んでいることから本跡の方が新しい0

規模と平面形　長軸2．30m，短軸2．00mの不定形で，深さ11cmである。

長軸方向　N－100－E

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。北壁寄りに長径100cm，短径80cmの楕円形をした，赤変硬化している面がある。

ベ、、ヽ－

Å

‾竺海綽
1

3

SK2992　　　　　sK2993

第32図　第2992・2993号土坑実測図
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覆土　3層からなる。堆積状況から自然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　縄文土器片が出土している。第33図1は，深鉢の口緑部片で，単節縄文LRを地文に，太い沈線が施さ

れている。2－4の探鉢の胴部片は，単節縄文RLを地文としている。2は，垂下する洗練間に磨り消しが

施されている。5・6は，条線文が施されている。

所見　出土遺物は，加曽利EⅢ式期から堀之内式期までのものが混在しており，出土量も少量である。詳細な

時期の特定は困難である。

削。
0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第33図　第2992号土坑出土遺物実測図

第2993号土坑（第32・34図）

位置　調査区の北部，Dllj4区。

重複関係　北西部において第2992号土坑と重複しており，本跡が掘り込まれていることから本跡の方が古い0

規模と平面形　長径1．68m，短径（1．40）m，深さ10cmである。平面形は楕円形と思われる。

也鮮‘⊥：．耶さ、

執
第34図　第2993号土坑出土遺物実測図
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長径方向　N－450－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。堆積状況から自然堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片が出土している。第34図1－3は探鉢の口縁部片で，1は沈線をともなう隆帯，2は半裁竹

管による刺突，3は円形刺突が施されている04－8の深鉢の胴部片は，単節縄文を地文に，沈線間は磨り

消しが施されている。

所見　出土遺物は，加曽利EⅡ式期から堀之内式期までのものが混在しており，出土量も少量である。詳細な

時期の特定は困難である。

第2994号土坑（第35図）

位置　調査区の北部，Elld2区。

規模と平面形　径1．74mの円形で，深さ57cmである。

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

底面　平坦である。

ピット　Plは，中央やや西寄りに位置し，長径27cm，短径20cmの楕円形で深さ78cmである。性格は，不明であ

る。

覆土　7層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
6　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器細片が少量出土しているが，小片のため図示できるものはない。

一一一．－　一一一一．
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第35図　第2994号土坑実測図
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所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遺物，覆土の状況から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考え

られる。

第2997号土坑（第36・37図）

位置　調査区の北部，Elle3区。

重複関係　第506号住居跡が本跡の上に構築されていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　径1．97mの円形で，深さ70cmである。

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

底面　凹凸がある。全体に硬化面が広がっている。

覆土　5層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と思われる。

土居解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム′トブロック微量，締まり有
3　褐　　色　ローム粒子中量，ロームノトブロック少量
4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第36図　第2997号土坑実測図

遺物　縄文土器片が少量出土している。第37図1は深鉢の頚部片で，単

節縄文RLを地文に，隆帯が貼付されている。

所見　本跡は袋状土坑で，時期は出土遣物から縄文時代中期（加曽利E

I式期）と考えられる。
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第37図　第2997号土坑

出土遺物実測図



第2998号土坑（第38・39図）

位置　調査区の北部，Dllj7区。

規模と平面形　長径3．32m，短径2．89mの楕円形で，深さ64cmである。

長径方向　N－360－W

壁面　壁面はほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

ピット　4か所（Pl－P4）。Plは中央部に位置し，径30cmの円形で深さ72cm，P2は東部に位置し，長径74cm，

短径58cmの楕円形で深さ55cm，P3は西壁際に位置し，長径104cm，短径94cmの楕円形で深さ76cm，P4は北部

に位置し，長径73cm，短径43cmの楕円形で深さ33cmである。いずれも性格は不明である。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ロームノトブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

遺物　縄文土器片が出土している。第39図1は，探鉢の胴部から底部で，中央部の覆土上層から出土している。

2・3は探鉢のロ縁部片である。2は単節縄文LRを地文に沈線が施され，3は沈線をともなう隆帯により

口緑部が区画されている。4－9は探鉢の胴部片である。4・5は単節縄文LR，6・7は単節縄文RLを

地文としている。4－6は垂下する沈線間に磨り消しが施されている。8・9は条線文が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

七け

第38図　第2998号土坑実測図

第2998号土坑出土遺物観察表
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第39図深　　　鉢B（8．1）底部一胴部片。底部から外傾して立ち上がる。単節縄文RLが施砂粒・長石 P235，PL15、5％

1 縄文土器C〔6．8〕されている。 にぷい黄橙色

普通

覆土上層

普通
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第39図　第2998号土坑出土遺物実測図
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第3000号土坑（第40－42図）

位置　調査区の北部，Ellb8区。

規模と平面形　長径2．10m，短径1．82mの楕円形で，深さ50cmである。

七，。。⑥

第40図　第3000号土坑実測図
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長径方向　N－880－W

壁面　壁面は緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなる。

土層解説
1　暗褐色　焼土粒子微量
2　褐　色　ローム中ブロック・小ブロック少量，焼土粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
5　暗褐色　黒色粒子微量

遺物　縄文土器片が出土している。第41・42図1は探鉢の口縁部片で，中央部の覆土上層から出土している0

2は探鉢の口縁部から胴部である。3－8は深鉢の口縁部から胴部の破片である。3の口縁部には端部が渦

巻状となる沈線，頚部には垂下する沈線が施されている。4－8は口縁部片で，いずれも単節縄文RLを地

文としている。4－7は，口縁部が隆帯により楕円，または円形に区画されている08は口縁部上位に半裁

竹管による刺突が巡らされている。9－13は胴部片で，いずれも単節縄文RLを地文に，垂下する沈線間に

磨り消しが施されている。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

、j－

野亀紺
第42図　第3000号土坑出土遺物実測図（2）

第3000号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　＿」

図版番号器　　種計測値（蝕） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第41回探　　　鉢A〔24．2〕内攣する。上位は無文帯が巡る。その他は単節縄文RLが施され砂粒・石英・長石P236，PL17，5％

1 縄文土器B（6．5）ている。 にぷい橙色

普通

覆土上層

2

深　　　鉢B（12．7）ロ緑部一胴部片。ロ緑部は沈線をともなう隆帯により，楕円形に砂粒・長石 P237，PL17，5％

縄文土器 区画される。区画内および胴部には複節縄文LRLが施されていにぷい橙色 覆土

る。 普通

－41－



第3001号土坑（第43・44図）

位置　調査区の北部，Dlljl区。

重複関係　西部を第143号溝に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　径1．31mの円形で，深さ85cmである。

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

底面　平坦である。

ピット　2か所（Pl・PZ）。Plはほぼ中央部に位置し，径20cmの円形で深さ48cm，P2は東壁際に位置し，径

52cmの円形で深さ40cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　4層からなる。ブロック状の堆積状況をしていることから人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
2　褐・色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第44図1の探鉢の□綾部から胴部の破片，2の口縁部片は，いずれも

中央部の覆土上層から出土している。3・4は深鉢の口緑部片で，3は波状口縁である。6・7は探鉢の胴

部片で単節縄文RLを地文に，沈線が施されている。

所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遺物から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

ll　　　㊨

第43図　第3001号土坑実測図

第3001号土境出土遺物観察表

広2m
！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第44区l探　　　鉢A〔18．6〕底部一口縁部。胴部・口緑部は内攣して立ち上がる。全面無文で砂粒・雲母・石英P238，PL18，25％

1 縄文土器B　28．7

C〔9．4〕

ある。 赤褐色

普通

覆土上層

2

深　　　鉢B（9．6）ロ縁部一胴部片。口縁部は沈線をともなう隆帯により，4等分に砂粒・雲母・石英P239，PL18，5％

縄文土器 楕円区画される。区画内無文，胴部には単節縄文RLが施されて長石 覆土上層

いる。 明赤褐色，普通
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第44図　第3001号土坑出土遺物実測図

10cm

l　　－－I　　－　1

第3130号土坑（第45・46図）

位置　調査区の西部，ElOh4区。

規模と平面形　長径2．01m，短径1．22mの楕円形で，深さ89cmである。

長径方向　N－710－E

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

底面　平坦である。中央部にくぼみがある。

ピット　Plは北壁際にあり，長径42。m，短径32cmの楕円形で，深さ47cmである。性格は不明である。

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積状況をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量・

ー43－



遺物　縄文土器片が少量出土している。第46図1は探鉢の□縁部から胴部の破片，2は浅鉢の口縁部片である。

いずれも細片を接合したものである。3は頚部片で，単節縄文RLを地文に，隆帯が貼付されている。

所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遺物から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

第45図　第3130号土坑実測図

第46図　第3130号土坑出土遺物実測図

ー44－
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第3130号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形　 及　 び 文 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 46 図 探　　　 鉢 A 〔24．0〕 口縁部一胴部片。 口縁部は波状 を呈する。単節縄文 R L を地文 と 砂粒 ＿・石英 ・長 石 P 26 1，P L 18 ，10 ％

1 縄 文 土 器 B （16．7） する。 口縁部は沈線 をともな う隆帯に より楕 円形に区画 されてい 赤褐 色 覆土

る。胴部は 2 本一組の沈線 と波状沈線が垂下 している。 普通 加曽利 E I 式

2

浅　　　 鉢

縄 文 土 器

A 〔35．6〕

B （8．4）

口・縁部一胴部片。 口縁部は直線的である。無文である。 砂粒 ・雲母 ・石英 ・

スコ リア

にぷい赤褐色，普通

P 26 2，P L 18 ，5％

覆土

第3131号土坑（第47・48図）

位置　調査区の西部，ElOi5区。

重複関係　第152号溝に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長径2．30m，短径1．91mの楕円形で，深さは61cmである。

長径方向　N－430－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

ピット　Plは，長径44cm，短径36cmの楕円形で，深さ37cmである。性格は不明である。

覆土　7層からなる。不規則な堆積状況や覆土中にロームブロックが多く含まれることから人為堆積と思われ

る。

土層解説
1　2　3　4　5　6　7

黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，粘土ブロック微量
黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・粘土ブロック少量

黒
暗

褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土ブロック少量
暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
褐　　色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第48図1は深鉢の口縁部片で，2本の隆帯間は無文である。2は深鉢

の頚部から胴部の破片で，単節縄文RLを地文に，隆帯が貼付され，棒状工具による沈線と押庄文が施され

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

第47図　第3131号土坑実測図

ー45－
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第48図　第3131号土坑出土遺物実測図

第3133号土坑（第49・50図）

位置　調査区の西部，ElOi5区。

規模と平面形　長径1．78m，短径1．20mの楕円形で，深さ42cn曹ある。

長径方向　N－110－W

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

盲！

第49図　第3133号土坑実測図

2　7　；10fm

0　　　　　　　　　　　　　2m

［　　；　　一一」

第50図　第3133号土坑出土遺物実測図
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底面　平坦である。

覆土　4層からなる。自然堆積と思われる。

土屑解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量
4　暗褐色　ローム′トブロック・粒子少量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第50図1は深鉢の口縁部から胴部で，覆土上層から出土している。

所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遺物から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

第3133号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 50 図 深　　　 鉢 A　24．5 ロ縁部 一胴部片。単節縄文 R L を地文 とす る。 □縁部 は沈線 をと 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 263，P L 18 ，30％

1 縄 文 土 器 B （22．1） もな う端部が渦巻 き状 となる隆帯 によ り， 4 分割 されて いる。胴 ス コリア 覆土上層

部 は，波状沈線 が垂 下 している。 にぷい橙色，普通 加 曽利 E I 式

第3135号土坑（第51図）

位置　調査区の西部，ElOj7区。

規模と平面形　東部は調査区外のため不明であるが，径1．95mの円形と思われ，深さ74cmである。

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

底面　平坦である。

ピット　Plは中央に位置するものと思われ，径40cmの円形で，深さ24cmである。

覆土　4層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム大ブロック・中ブロック・粒子少量
4　暗褐色　ローム中ブロック・粒子少量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第51図1は深鉢の胴部片で，単節縄文RLを地文に，洗練が施されて

いる。

所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遺物から縄文時代中期と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

】　　　i　　　　！

第51図　第3135号土坑・出土遺物実測図
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第3237号土坑（第52・53図）

位置　調査区の中央部，FlOho区。

規模と平面形　径1．81mの円形で，深さ51cmである。

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

底面　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは北寄りに位置し，長径42cm，短径36cmの楕円形で，深さ53cm，P2は東壁際に

位置し，長径36cm，短径20cmの楕円形で，深さ20cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　4層からなる。堆積状況から自然堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量
3　黒褐色　ローム小ブロック中量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片が少量出土している〇第53図1の探鉢の口縁部から底部の破片，2の浅鉢片は，Pl南側の

覆土上層から出土している。3は深鉢の胴部片で，単節縄文RLを地文に，沈線が施されている。

所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遺物から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

第52図　第3237号土坑実測図

第3237号土坑出土遺物観察表

図版番号

第 53 図

器　　 種

探　　　 鉢

計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

A 〔22．1〕 口縁部 一底部 片。口縁部 は無文 である。頚部 には沈線 を ともな う 砂粒 ・石英 ・長石 P 26 5，P L 19 ，30％

1 縄 文 土 器 B　33．3 隆帯 が巡る。胴部 は単節縄文 L R を地文 に，垂下 する 3 本一組 の 褐色 覆土上層 ．

C 〔8．4〕 沈線 が施 されている。 普通 加曽利 E I 式

P 26 6，P L 19 ，15 ％

2

浅　　　 鉢 B （16．5） 胴部一底部片。胴部は外傾 して立ち上が り，上位 で内傾 する。無 砂粒 ・雲母 ・石英 ・

縄 文 土 器 C lO ．2 文。 長石 ・ス コリア

にぷい褐色，普通

覆土上層

－48－
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第53図　第3237号土坑出土遺物実測図
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第3248号土坑（第54・55図）

位置　調査区の中央部，FlOi9区。

重複関係　北部を第159号溝に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長径1．81m，短径1．67mのほぼ円形で，深さ49cmである。

長径方向　N－380－W

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第55図1・2は探鉢の口綾部から頸部の破片で，同一個体と思われる。

単節縄文RLを地文に，沈線をともなう隆帯により区画されている。3は探鉢の頚部から胴部の破片である。

所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第54図　第3248号土坑実測図

第55図　第3248号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　　；　　　！

0　　　　　　　5cm

！　i　！

第3250号土坑（第56・57図）

位置　調査区の中央部，FlOh8区。

重複関係　東西に第3239号土坑に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長径2．22m，短径1．75mの楕円形で，深さ94cmである。

長径方向　N－340－E

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

底面　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは東壁際に位置し，長径64cm，短径41cmの楕円形で，深さ22cm，PZは西壁際に

位置し，径40cmの円形で，深さ34cmである。いずれも性格は不明である。
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第56図　第3250号土坑実測図

覆土　5層からなる。堆積状況から自然堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

：＿：：：

0　　　　　　　5cm

L⊥　」

遺物　縄文土器片が少量出土している。第57図1は探鉢の頸吾折で，半裁竹管によ　第57図　第3250号土坑

る連続刺突が施されている。

所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遣物から縄文時代中期と考えられる0

出土遺物実測図

第3269号土坑（第58・59図）

位置　調査区の中央部，Fllf8区。

重複関係　西部を第3284号土坑に，東部を第3299号土坑に掘り込まれていることから，両者より本跡の方が古

い。

規模と平面形　他の土坑に掘り込まれ，一部不明であるが，径2・05mの円形と思われ，深さ43cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

くl叫

第58図　第3269号土坑実測図

jI二I‾一二
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底面　平坦である。

覆土　3層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片が出土している。第59図1は深鉢で北西壁際の覆土下層から，2の口縁部片，3の胴部から

底部の破片は，中央部の覆土下層から出土している。4は深鉢の頚部片で，沈線をともなう2本の隆帯が貼

付されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

一都′。歩
第59図　第3269号土坑出土遺物実測図
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第3269号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 59 図 探　　　 鉢 A 18 ．2 □綾部一部欠損 。ロ縁部は無文で胴部 との境 に隆帯 と沈線が巡る。砂粒 ・石英 ・長石 P 26 8，P L 20 ．85 ％

1 縄 文 土 器 B　 25 ．2 胴部は単節縄 文 R L を地文 に，垂下す る波状沈線 と2 本一組の沈 赤褐 色 覆土下層

C　 7 ．5 線 による曲線的なモチー フが描かれてい る。 普通 加曽利 E I 式

2

深　　　 鉢 A 〔3 5．6〕 口縁部一胴部片。双頭の波状 口緑 を呈す る。 口緑部上位には左右 砂粒 ・スコ リア P 26 9，P L 20 ，5％

縄 文 土 器 B （8 ．4） か ら交互に刺突 された隆帯が巡 る。 口緑部下位 にはキザ ミを有す にぷい赤褐色 覆土下層

る隆帯が貼付 されて いる。胴部 は無文。 普通 中峠式

3

探　　　 鉢 B （2 1．0） 頸部一底部。頚部は沈線 をともなう 2 本の隆帯が巡る。隆帯の端 砂粒 ・雲母 ・長石 ・ P 27 0，P L 20 ．40 ％

縄 文 土 器 C　 9 ．5 部 は渦巻 き状 とな り，突出す る。胴部 は単節縄文 R L を地文 に， スコ リア 覆土下層

楕円形 に区画す る沈線 と波状沈線が施 されてい る。 橙色 ，普通

第3273号土坑（第60・61図）

位置　調査区の中央部，Fllgo区。

規模と平面形　長径1．52m，短径1．36mの楕円形で，深さ41cmである。

主軸方向　N－00

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

底面　平坦である。

①　l

0　　　　　　　　　　　　　　　　21¶

！　　　；　　　！

第60図　第3273号土坑実測図
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第61図　第3273号土坑出土遺物実測図



覆土　2層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム中ブロック・粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　縄文土器片が少量出土している。第61図1は探鉢の口縁部から胴部であり，北部の覆土下層から出土し

ている。

所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遺物から縄文時代中期（加曽利EI式期）と考えられる。

第3273号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 ・形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 61 図 深　　　 鉢 A　29．7 口縁部 一胴部 。波状 口縁 上部には刺 突が施 され，波状 に より口縁 砂粒 ・雲 母・石英 ・ P 27 1，P L 19 ，65 ％

1 縄 文 土 器 B （20．1） 部 は 4 分割 される。口縁 部には 2 本の洗練 とキザ ミが施 される。 長石 ・スコリア 覆土下層

頸部 は無文 ，胴部 は単節縄 文 R L が施 されている。 にぷい褐色，普通 加曽利‾E 工式

第3323号土坑（第62・63図）

位置　調査区の中央部，Glld2区。

規模と平面形　長径3．55m，短径2．24mの楕円形で，深さ65cmである。

長径方向　N－840－W

壁面　壁面は内傾して立ち上がり，土坑内部は袋状を呈する。

底面　平坦である。

ピット　4か所（P1－P4）。Plは中央に位置し，長径40cm，短径32cmの楕円形で深さ55cm，P2は東壁際に位置

し，長径110cm，短径75cmの楕円形で深さ70cm，P3は南壁際に位置し，長径120cm，短径76cmの楕円形で深

さ70。m，P4は北壁際に位置し，長径170cm，短径70cmの楕円形で深さ104cmである。いずれも性格は不明で

ある。

第62図　第3323号土坑実測図
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第63図　第3323号土坑出土遺物実測図
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覆土　8層からなる。不規則な堆積状況，締まりのある層が検出されたことから人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量，締まり有
2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，炭化物極少量，締まり有
3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量
4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量，締まり有
5　褐　　色　ローム中ブロック・粒子少量，締まり有
6　褐　　色　ローム粒子少量
7　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
8　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片が出土している。第63図1は探鉢の口縁部から胴部，2は浅鉢の口縁部から胴部，3は胴部

から底部で，いずれも覆土中の破片を接合したものである。4－7は探鉢の口縁部片で，4・6は波状口縁

である。4は上位に円形刺突が施され，6は単節縄文RLを地文に，太い沈線が施されている。7は上位に

半裁竹管による連続文が施されている。8・9は深鉢の胴部片である。8は条線文が隆帯により上下に区画

されている。9は単節縄文RLを地文に，沈線間に磨り消しが施されている。

所見　本跡は形状から袋状土坑で，時期は出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅡ式期）と思われる。

第3323号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器 形　 及　 び 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 63 図 探　　 彿 A 〔26．2〕 口縁部 一胴部片。 口縁部 は無文 で， 2 列 の円形刺突文が巡 る。頸 砂粒 ・石英 ・長石 P 272 ，P L 21，20％

1 縄 文 土 器 B （18．4） 部 一胴部 は撚糸文 を地文 とする。頸部 は磨 り消 しをともなう沈線 樺色 覆土

が巡 る。胴部 は沈線 によ り 「n 」状 の区画 を形成 している。 普通 ． 加 曽利 E Ⅱ式

2

浅　　　 鉢 A 〔30．2〕 口縁部 一胴部片。胴部 か ら内傾 しなが ら立 ち上が る。 口縁部 と胴 砂粒 ・ス コリア P 273 ，P L 20 ，10％

縄 文 土 器 B （14．．6） 部 の間には明確 な稜線 を持つ。無文で ある。 褐色

普通

覆土

3

深　　　 鉢 B （6．8） 胴部 一底部片。胸部 から外傾 しなが ら立 ち上が る。胴部 は単節縄 砂粒 ・雲母 ・石英・ P 274，P L 21，10 ％

縄 文 土 器 C　 9．6 文 R L を地文 と し，下位 には磨 り消 しが みられ る。 長石

赤褐 色，普通

覆土

第3325号土坑（第64・65図）

位置　調査区の中央部，Gllal区。

規模と平面形　長径1．90m，短径1．65mの楕円形で，深さ52cmである。

長径方向　N－110－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

第64図　第3325号土坑実測図
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ピット　3か所（Pl－P3）。Plは中央に位置し，

長径21cm，短径14cmの楕円形で深さ43cm，P2は

北東寄りに位置し，長径50cm，短径43cmの楕円形

で深さ48cm，P3は南壁際に位置し，長径33cm，短

径26cmの楕円形で深さ39cmである。いずれも性格

は不明である。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況から自然

堆積と思われる。

土居解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム中ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム中ブロック・粒子少量 0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　　！

遺物　縄文土器細片がわずかに出土している0第65　第65図　第3325号土坑出土遺物実測図

図1は探鉢の胴部片で，単節縄文RLを地文とし

ている。

所見　本跡の時期は，形状や覆土の状況から縄文時代と考えられる。

第3326号土坑（第66－68図）

位置　調査区の中央部，Gllgl区。

第66図　第3326号土坑実測図
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重複関係　北部の覆土上部を第545号住居跡に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長径4．08m，短径2．83mの楕円形で，深さ97cmである。

長径方向　N－700－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

ピット　4か所（P1－P4）。Plは中央に位置し，長径45cm，短径36cmの楕円形で深さ103cm，P2は北東壁際に

位置し，長径75cm，短径53cmの楕円形で深さ109cm，P3は南壁際に位置し，長径124cm，短径100cmの楕円形

で深さ130cm，P4は西壁際に位置し，長径72cm，短径58cmの楕円形で深さ130cmである。いずれも性格は不明

である。

覆土　9層からなる。不規則な堆積状況やロームがブロック状に含まれることから人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　褐　　色

6　褐　　色

7　褐　　色

8　褐　　色

9　褐　　色

ローム粒子少量，炭化物微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化物微量
ローム粒子・炭化物少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム大ブロック微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック微量
ローム粒子少量，炭化物微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子・大ブロック微量

遺物　縄文土器片が出土している。第67・68図1は深鉢の口縁部から胴部で，北東壁際の覆土下層から，2の

深鉢の口縁部から胴部の破片は，中央部の覆土中層から出土している。3は有孔鍔付土器の口縁部片である。

4－7は深鉢の口縁部片である。4－6は単節縄文RLを地文に，沈線をともなう隆帯が貼付され，垂下す

る沈線間は磨り消しが施されている。7は口縁部から胴部の破片で，単節縄文RLを地文に沈線が施されて

おり，上位には棒状工具による円形刺突が施されている。8・9は探鉢の胴部片である。8・9は単節縄文

LRを地文に，垂下する洗練間は磨り消しが施されている。10は3と同一個体と思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第3326号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 67 図 探　　　 鉢 A　30 ．9 口縁部 一胴部。 口縁部 は，隆帯 によ り円形 ・楕円形 を 1 単位区画 砂粒・石英 ・スコリア P 275，P L 21，10 ％

1 縄 文 土 器 B （23．6） にされ， 6 分割 されている。胴部 は単節縄文 L R を地文 に，垂下 褐色 覆土

す る沈線 間に磨 り消 しが施 されている。 普通 加 曽利 E Ⅲ式

2

深　　　 鉢 A 〔46．0〕 口縁部 一胴部 片。．口縁部 は，沈線 と隆帯 によ り楕 円形 に区画 され， 砂粒 ・ス コリア P 276 ，P L 22，10 ％

縄 文 土 器 B （16．1） 区画 内には単節縄文 R L が施 されている。胴部 は単節縄文 R L を 橙色 覆土

地文 に，垂下 する沈線 間に磨 り消 しが施 されている。 普通 加 曽利 E Ⅱ式

3

有孔鍔付 A 〔50．4〕 口縁部 片。口縁部は外傾 し，無 文である。鍔部 には穿孔が 1 か所 砂粒 ・石英・スコリア P 277 ，P L 22，5 ％・

縄 文 土 器 B （7．8） 認 め られる。赤彩痕が認 め られる。 にぷ い褐色

普通

痩土

加 曽利 E Ⅱ式

－58－
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第67図　第3326号土坑出土遺物実測図（1）



第68図　第3326号土坑出土遺物実測図（2）
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第3389号土坑（第69・70図）

位置　調査区の南部，Illb2区。

重複関係　東部覆土上を第554号住居跡に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長径2．27m，短径1．74mの楕円形で言深さ54cmである。

長径方向　N－14。－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　5層からなる。1・2層は混貝土層である。覆土中の含有物から人為堆積と思われる。

七，。。

＼

第69図　第3389号土坑実測図

第70図　第3389号土坑出土遺物実測図
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土層解説
1混貝土層　ローム粒子中量，ヤマトシジミ少量
2　混貝土層　炭化物少量，ローム粒子微量，ヤマトシジミ少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子中量
5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

遺物　覆土中から，縄文土器片が少量出土している。第70図1は深鉢の口縁部から胴部の破片で，単節縄文L

Rを地文に，口縁部は隆帯により楕円区画され，胴部に垂下する沈線間は磨り消しが施されている。2は壷

の口縁部から頚部の破片で，口縁部は無文，頚部は単節縄文RLが施されている。3・4は探鉢の胴部片で，

3は単節縄文LR，4は単節縄文RLを地文にし，それぞれ垂下する沈線間は磨り消しが施されている。1

・2層にヤマトシジミが少量含まれていた。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期（加曽利EⅡ式期）と考えられる。埋没の過程で貝が捨てら

れ，地点貝塚が形成された。貝についての分析結果は，付章を参照されたい。

その他の土坑

第2988号土坑土層解説
1明赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量
4　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
6　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量
7　褐　　色　ローム小ブロック

第2995号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック
2　暗褐色　ローム粒子中量，
3　暗褐色　ローム粒子多量，

第2996号土坑土層解説
1　暗赤褐色　ローム小ブロック
2　暗赤褐色　ローム小ブロック
3　暗赤褐色　ローム粒子中量，

焼土粒子微量

・粒子少量

・粒子少量
ローム小ブロック少量
ローム小ブロック少量

・粒子・焼土粒子少量
・粒子・焼土粒子少量
ローム小ブロック少量，

4　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

第3272号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　焼土粒子中量，ローム粒子極少量
3　褐　　色　ローム粒子少量
4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック極少量

第3289号土坑土層解説
1褐　　色　ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子極少量

第3316号土坑土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化物少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量
3　暗褐色　ローム中ブロック・粒子中量

ー62－



ふoA完山Ih
A21．6m

④　　忘4

1＋
SK3289

第71図　その他土坑実測図

－63－

七．2　　　（か

旦21．4m

／二三二二二

SK2995

SK3316

0 2m」



表3　縄文時代土坑一覧表

土坑

番号

位置

長径方向

（長軸方向）

平面形

i 規　 模

径，長径×短径

（m ）

深 さ

（cm）

壁面 底面 ・覆土 時　　 期 出　 土　 遺　 物

備　　　　　　 考

新旧関係 （古→新 ）

2986 Dllb l － 円　　　 形 〔2．25〕 95 袋状 平坦 自然 加曽利 E I 式期 縄文土器片 袋状土坑

2988 DlOfo N－210－E 楕　 円　 形 1．24 × 1 ．06 63 外傾 平坦 人為 縄文 中期 縄文土器片

2989 DlOeo N－540－W 楕　 円　 形 1．75 × 1．45 57
外彿

皿状 人為 縄文 中期 縄文土器片

2990 ElOe8 － （円　　 形） （3 ．07） 64 垂直 平坦 人為 加 曽利 E I 式期 縄文土器片 ，探鉢 ，浅鉢 ピッ ト有

2991 ElOc9 N－0 0 楕　 円　 形 1．86× 1．60 46 外傾 平坦 自然 加 曽利 E I 式期 縄文土 器片，探鉢

2992 Dllj4 N－100－E 不　 定　 形 2 ．30×　2．00 11 外傾 平坦 自然 縄文 中期 縄文土 器片 SK2993－→本跡

2993 Dllj4 N－450－W （楕 円 形）1 ．68×（1．40） 10 緩斜 平 坦 自然 縄文 中期 縄文土器片 本跡→SK29．92

2994 Elld2 － 円　　　 形 工74 57 袋状 平坦 人為 加曽利 E I 式期 袋状土坑 ， ピッ ト有

2995 Elle2 N－630－W 柏 ．円　 形 1．61× 1．36 47 袋状 平坦 自然 縄文 縄文土器片 袋状土坑

2996 Elle2 N－4 0－E 楕　 円　 形 1．24 × 1．10 45 垂 直 皿状 人為 縄 文 縄文土器片

2997 Elle3 － 円　　　 形 1．97 70 袋状 凹凸 人為 加 曽利 E I 式期 縄文土器片 袋状土坑，本跡→SI506

2998 Dllj7 N－360－W 楕　 円　 形 3．32 ×　2 ．89 64 袋状 平坦 不明 加 曽利 E Ⅱ式知 縄文土器片，探鉢 ピ ット有

3000 Ellb8 N－800－W 楕　 円　 形 2．10 × 1．82 40 緩斜 平坦 自然 加 曽利 E Ⅲ式期 縄文土器片，探鉢

3001 Dllj l － 円　　　 形 1．31 85 袋状 平坦 人為 加 曽利 E I 式期 縄文土器片 ，探鉢 ，浅鉢 袋状土坑， ピッ斗 有，本跡→SD143

3130 ElOh4 N－710－E 楕　 円　 形 2 ．01× 1．22 89 袋状 平坦 自然 加 曽利 E I 式期 縄文土器 片 袋状土坑， ピッ ト有

3131 ElO i5 N－430－E 楕　 円　 形 2 ．30× 1．91 61 外傾 皿状 ．人為 加 曽利 E I 式期 縄文土器片 ，．探鉢 本跡→SD152， ピ ット有

3133 ElOi5 N－110－W 楕　 円　 形 1 ．78× 1．20 42 袋状 平坦 自然 加曽利 E I 式期 縄文土器片 袋状土坑

3135 ElOj7 － （円　　 形）1．95×（1．08） 74．袋状 平坦 自然 縄 文中期 縄文土器片，探鉢 袋状土坑 ， ピッ ト有

3237 FlOh（） － 円　　　 形 1．81 51 袋状 平坦 自然 加 曽利 E I 式期 縄文土器片 袋状土坑， ピッ ト有

3248 FlOi9 N－380－W ．楕　 円　 形 1．81× 1．67 49 袋状 平坦 自然 加 曽利 E Ⅱ式期 縄文土器片 袋状土坑，本跡→SD159

3250 FlOh8 N－340－E 楕 ‾　円　 形 2．22 × 1 ．75 94 袋状 平坦 自然 縄文 中期 縄文土器片，探鉢 本跡→SK3239，ピッ ト有

3269 Fllf8 － （円　　 形） （2．05） 43 外傾 平坦 自然 加 曽利 E I 式期 縄文土器片 本跡→SK3284 ，3299

3272 F12gl － 円　　　 形 1．58× 1．54 41 緩斜 凹凸 自然 縄文 中期 縄文土器片，探鉢

3273 Fllio N－0 0 楕　 円　 形 1 ．52× 1．36 41 袋状 平坦 自然 加曽利 E I 式期 縄文土 器片 袋状土坑

3289 Flldo N－1 0－E 〔楕 円 形〕1 ．79×（0．89） 39 外傾 平坦 自然 縄文 縄文土器片

3316 Glla3 N－120－E 楕　 円　 形 1．64 × 1．37 70 袋状 平坦 人為 縄文 縄文土器片 ，探鉢 ，浅鉢

3323 Glld2 N－840－W 楕　 円　 形 3．55×　2 ．24 65 袋状 平坦 人為 加曽利 E Ⅱ式期 縄文土器片 袋状土坑 ， ピッ ト有

3325 Glla l N－110－E 楕　 円　 形 1．90 × 1．65 52 畢直 平坦 自然 縄 文 縄文土器片 袋状土坑， ピッ ト有

3326 Gllgl N－700－W 楕　 円　 形 4．08 ×　2 ．83 97 垂直 平坦 人為 加 曽利 E Ⅲ式期 縄文土器片，探鉢 ピット有，・本跡→S工545

3389 Illb2 N－140－E 楕　 円　 形 2．27 × 1．74 54 外傾 皿状 人為 加 曽利 E Ⅱ式期 縄文土器片，貝 本跡→SI554，地点貝塚
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2　古墳時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

第505号住居跡（第72－74図）

位置　調査区の北部，Elld4区。

規模と平面形　長軸6．09m，短軸6．07mの方形である。

主軸方向　N－470－W

壁　壁高は36－46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁溝は仝周し，上幅写0－35cm，下幅3－9cm，深さ6－15cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，南壁から竃，貯蔵穴にかけて，踏み固められている。

竃　北西壁の中央部を壁外に20cmほど掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。袖の補強材として土師器

嚢片が出土している。竃上部と煙道部の一部は耕作により撹乱され，下半部のみが遺存している。規模は長

さ125cm，幅115cmで，火床部は浅く皿状に掘り込まれており，赤変硬化している。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子少量，粘土粒子・礫微量
2　暗赤褐色　粘土粒子・ローム粒子中量，炭化物少量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量，炭化物少量
4　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子少量，炭化物微量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子中量
6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量
7　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量
8　灰褐色　灰白色粘土粒子中量

ピット　6か所（Pl～P6）。P1－P4は径23－28cmの円形で，深さはP1－P3が82－86cm，P4が39cmで，いず

れも柱穴と思われる。P5は南東壁際にあり，径35cmの円形，深さ24cmで，出入り口施設に伴うものと思われ

る。P6は北西コーナー部にあり，径42cmの円形，深さ19cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　竃の東側にあり，長軸98cm，短軸65cmの隅丸長方形で，深さは63cmである。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，砂礫微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量
3　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

覆土　耕作による撹乱が一部床面に達している。5層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積

と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化物少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化物少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物微量

遺物　土師器片約50点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第74図1－5は土師器である。1の杯，

5の嚢は竃東側の覆土下層から，2の杯は貯蔵穴東側の覆土下層から出土している。3の杯はP5南側の床

面から，4の嚢は竃南側の床面から出土している。

所見　本跡は，覆土中の含有物や床面から炭化材・焼土が多量に出土していることから，焼失家屋と考えられ

る。時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀末葉－7世紀初頭）と考えられる。
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第73図　第505号住居跡竃実測図

第505号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

I　・－　I・　l

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第74　回 杯 A（12．3）ロ縁部一部欠損。平底。休部は休部外面へラ削り後，一部ナデ，石英・スコリアP5，PL24

1 土　師　器B　4．6 内攣して立ち上がり，口綾部は内面ナデ。ロ緑部内・外面横ナ黒色 80％

C　5．2 やや内傾する。 デ。内・外面黒色処理。 普通 竃東側覆土下層

2

杯 A（12．7）一部欠損。平底。休部は内攣し休部外面へラ削り後，一部ナデ，石英・スコリアP6．PL24

土　師　器B　4．8 て立ち上がり，口緑部はやや内内面ナデ。口縁部内・外面横ナ黒色 60％

C　5．6 傾する。 デ。内・外面黒色処理。 普通 貯蔵穴東側覆土下層

3

杯 A〔14．2〕一部欠損。丸底。休部は内攣し休部外面へラ削り後，ナデ，内長石・スコリアP7，PL25

土　師　器B　4．6 て立ち上がり，□縁部はやや内面ナデ。ロ縁部内・外面横ナデ。にぷい橙色 40％

傾する。 普通 P5南側床面

4

禁 A〔23．2〕底部欠損。休部は内攣して立ち口縁部内・外両横ナデ。体部外長石・雲母 P8．PL25

土　師　器B（25．3）上がる。頚部でくびれ，口縁部面へラ削り後，ヘラ磨き，内面にぷい橙色 40％

は外反する。 ナデ。 普通 竃南側床面

5

要 A〔37．8〕休部から口縁部にかけての破片。ロ縁部内・外面横ナデ。体部外長石・石英・雲母・P9，PL25

土　師　器B（29．8）休部は緩やかに内攣して立ち上画へラ削り後，ヘラ磨き，内面スコリア 30％，外面煤付着

がを），口緑部は外反する。 ナデ。 明褐色，普通 刃跡有，竃東側壁際

ー67－



＼

第74図　第505号住居跡出土遺物実測図
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第511号住居跡（第75－77図）

位置　調査区の西部，ElOh2区。

重複関係　北部を第152号溝に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸6．42m，短軸6．22mの方形である。

主軸方向　N－480－W

壁　壁高は40－46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　仝周し，上幅15－36cm，下幅5－8cm，深さ5－10cmで，断面形はU字状である。

床　平坦である。

竜　北西軍の中央部を壁外に15cmほど掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。竃上部と煙道部の一部は

耕作による撹乱を受け，下半部のみ遺存している。規模は長さ145cm，幅114cmで，火床部は浅い皿状になっ

ており，少量の焼土が残っている。

竜土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量

ピット　5か所（P1－P5）。P1－P4は長径40～56cm，短径38－47cmの円形または楕円形，深さ46－58cmで，

柱穴と思われる。P5は南東壁際にあり，径75cmの円形，深さ20cmで出入り口施設に伴うものと思われる。

貯蔵穴　竃の東側にあり，長径123cm，短径96cmの楕円形で深さは55cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子，炭化物少量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　褐　　色　ローム粒子多量
5　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片約110点，混入した縄文土器細片少量，陶器片少量，石器1点（石斧）が出土している。第77

図1から7は，いずれも土師器である。1の杯は竃東側の覆土上層から，2のミニチュア土器はP5東側の

覆土下層から出土している。3・4の杯，5の嚢，6のミニチュア土器，7の土製鏡は，それぞれ覆土中か

ら出土している。

所見　本跡は，覆土中の含有物や床面から炭化材・焼土が多量に出土していることから，焼失家屋と考えられ

る。時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀末葉－7世紀初頭）と考えられる。
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第76図　第511号住居跡竃実測図
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第511号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測．値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 ．77 図 杯 A 〔1 8．4〕 底部か ら口縁にかけての破片。 休部外面 へラ削 り後，一部 ナデ， 長石．・雲母 P 2 5，P L 2‾3

1 土　 師　 器 B　 8 ．5 丸底。体部は内攣 して立ち上 が 内面 ナデ。 口緑部 内 ・外面横 ナ にぷい橙色 20 ％

り，口縁部はやや内傾 する。 デ。 内面黒色処理。 普通 竃東側覆土上層

2

ミニチュア土器 A　 2 ．9 体部は直線的に立ち上 がる。 指頭 による調整。体部上位か ら 砂粒 ・雲母 P 30 ，P L 23

土　 師　 器 B　 2 ．．1 口縁部 にかけて，つ まみ上 げら 1こぶい橙色 10 0％

C　 2‘．6 れている。 普通 P 5東 側覆土 下層

3

杯 A 〔14 ．6〕 底部か ら口縁 にかけての破 片。 体部 内 ・外面 ナデ，一部へ ラ削 長石 ・ス コリア P 26 ，P L 23

土　 師　 器 B　 4 ．8 丸底。休部は内攣 して立 ち上 が り痕有 り。 口縁部 内 ・外面横 ナ にぷい褐色 30 ％

り，口縁部はやや外 反する。 デ。 普通 覆土

4

杯 A 〔15 ．7〕 休部か ら口縁部 にかけての破 片。 体部外面へ ラ削 り後，一部 ナデ， 長石 ・石英・スコリア P 27

土　 師　 器 B （4 ．3） 休部は内攣 して立ち上 が り，口 内面へ ラ磨 き。 口縁部内 ・外面 にぷい褐色 5％

縁部はほぼ直立する。 横 ナデ。 普通 琴土

5

座
元

B （12 ．7） 底部か ら休部にかけての破 片。 休部外面へ ラ削 り。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 28 ，P L 23

土　 師　 器 C　 8 ．4 休部は内攣 して立ち上 が り，上 ス コリア 20 ％

位は直立する。平底。 にぷい赤褐色，普通 覆土

6

ミニチュア土器 B （3 ．2） 口縁部欠損。休部は内攣 して立 休部外面 へラ削 り後，上位 はへ 長石 ・石英・スコリア P 3 1，P L 23

土　 師　 器 C 〔3 ．0〕 ち上がる。平底。 ラ磨 き。内面 へラ削 り。 にぷい褐色

普通

40 ％

覆土

図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

残存率

（‾％）

形状及び文様の特 徴 備　　　　　 考

最 大径 最小径 厚　 さ

第77図 7 土　 製　 鏡 5．2 （3．6） 1．0 （3 0．00） 60 紐が わず かに残 る。 D P 2，P L 2 3、覆土

第513号住居跡（第78図）

位置　調査区の北西部，FlOd4区。

規模と平面形　長軸3．84m，短軸3．71mの隅丸方形をしている。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は25－27cmで，外傾して立ち上がる。

床　貼床で，ほぼ平坦である。中央部は踏み締められている。

炉　床面中央部よりやや北側に位置し，長径40cm，短径25cmの楕円形で，掘り込みはみられないが，わずかに

赤変硬化している。

ピット　Plは，掘り方の中から検出された。南西コーナー部に位置する。長径28cm，短径18cmの楕円形，深

さは40cmである。性格は不明である。

掘り方　壁際を巡るように，溝状の掘り方を確認した。幅約35－85cm，深さ約40cmである。

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量
3　褐　　色　ローム粒子中量・小ブロック微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
6　暗褐色　ローム粒子・炭化材少量
7　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

遺物　土師器細片約30点，混入した縄文土器細片少量が出土している。床全面に炭化材が散在する。

所見　本跡は，床面の炭化材から焼失家屋と思われる。時期は，出土遺物，住居の形状から，古墳時代前期の

住居跡と考えられる。
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第514号住居跡（第79－82図）

位置　調査区の西部，FlOi3区。

規模と平面形　長軸7．66m，短軸7．63mの方形である。

主軸方向　N－250－W

壁　壁高は36－52cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　仝周する。上幅20－36cm，下幅8－14cm，深さ5－8cmで，断面形はU字状である。

床　平坦で，中央部から竃にかけて，若干踏み固められている。

竃　北西壁の中央部を壁外に30cmほど掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。竃上部と煙道部の一部は

耕作により撹乱され，下半部のみが遺存している。規模は長さ125cm，幅134cmで，火床部は浅く皿状に掘り

込まれており，焼土がわずかに残る。

竃土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子微量

2　暗赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子微量

3　暗赤褐色　焼土中ブロック・粘土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量

6　暗赤褐色　粘土中ブロック少量，焼土粒子極少量
7　暗赤褐色　粘土小ブロック少量・焼土粒子極少量

8　暗赤褐色　焼土中ブロック極少量

9　暗赤褐色　焼土粒子中量

10　暗褐色　ローム粒子小量・焼土粒子・炭化粒子微量

ピット13か所（Pl－P13）。P1－P6は長径30～45cm，短径30～35cmの円形または楕円形で，深さはPlが82

。m，P2が37cm，P3が104cm，P4が96cm，P5が24cm，P6が92cmで，柱穴と思われる。P7は南東壁際にあり，

長径56。m，短径46cmの楕円形，深さ35cmである。出入り口施設に伴うものと思われる。P8は竃の南側にあり，

径30cmの円形で，深さ46cm，P13は北西コーナーにあり，径46cmの円形で深さは27cmである。P9－P12は中

央部にあり，径24－40cmの円形または楕円形で，深さは16－24cmである。いずれも性格は不明である。

貯蔵穴　竃の西側にあり，長径105cm，短径60cmの楕円形で，深さは51cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子中量
4　褐　　色　ローム粒子中量

覆土　7層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量

6　暗褐色　焼土・炭化粒子中量，ローム粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片約560点，須恵器1点，土製品2点（支脚），混入した縄文土器細片少量が出土している。東

コーナーおよび西コーナー付近を中心に，壁面から床面にかけて，多量の炭化材が出土している。第81・82

図1の杯は東コーナー付近から正位で，2の杯は北コーナー部から出土している。3の杯と8の甑は逆位で，

4・5の棄とともに竃東側の覆土下層から出土している。7と9の甑は貯蔵穴の西側の床面から出土してい

る。7の甑は炭化材の下になっていた。10の高杯は，P7西側の床面から横位で出土している。11は土製支

脚で，竃内から出土している。また，同様の支脚が竃東側の壁に立てかけられたような状況で出土している。

所見　本跡は，覆土中の含有物，床面の炭化材・焼土から焼失家屋と思われる。時期は，出土遺物から古墳時

代後期後半（6世紀末葉－7世紀初頭）と考えられる。
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第80図　第514号住居跡実測図（2）

第514号住居跡出土遺物観察表

1m
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吋庭　！　　；　　i

図版番号器　　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第81図 杯 A 12．8 口縁部一部欠損。丸底。休部は休部外面へラ削り，内面ナデ。砂粒・雲母 P33、PL27

1 土　師　器B　3．9 内攣して立ち上がり，口縁部はロ縁部内・外面横ナデ。内・外褐色 95％

ほぼ直立する。 面黒色処理。 普通 束コーナー部

2

杯 A 13．0 体部は内攣して立ち上がり，口休部外面へラ削り，内面ナデ。砂粒・長石・石英・P34．PL27

土　師　器B　4．4 縁部はほぼ直立する。丸底。 口縁部内・外面横ナデ。 雲母・スコリア

にぷい橙色，普通

95％

北コーナー部

3

杯 A 13．6 口緑部一都欠損。丸底。休部は休部外面へラ削り，内面ナデ。砂粒・長石・石英・P35，PL27

土　師　器B　4．8 内攣して立ち上がり，ロ緑部は口緑部内・外面棟ナデ。 雲母・スコリア 95％

ほぼ直立する。 明赤褐色，普通 竃東側覆土下層

4

棄 A〔12．8〕□縁部一部欠損。平底。休部は休部外面へラ削り，下位はヘラ砂粒・長石・スコリアP36，PL27

土　師　器B　20．0 球状で，中位に最大径をもつ。削り後，ヘラ磨き。内面ナデ。にぷい橙色 60％

C　8．1 頚部でくびれ，口縁部は外反する。口縁部内・外面横ナデ。 普通 竃東側覆土下層

5

棄 A〔16．0〕休部半分欠損。休部は棒形をし休部外面へラ削り後，ナデ。内砂粒・スコリア P37，PL28

土　師　器B（17．0）ており，下位に最大径をもつ。面ナデ。ロ縁部内・外面樟ナデ。明赤褐色 30％

ロ縁部はやや外反する。 普通 竃東側覆土下層

6

禁 A〔17．4〕休部から口縁部にかけての破片。休部外面へラ削り，内面へラ削砂粒・雲母・長石・P38

土　師　器B（8．5）休部は直線的に立ち上がり，口り後，ナデ。ロ緑部横ナデ。 スコリア 5％

緑部で外反する。 にぷい橙色，普通覆土

7

i甑 A　23．8 休部は緩やかに外傾して立ち上口縁部内・外面横ナデ。体部外長石・雲母・スコリアP39，PL28

土　師　器B　25．0

C　9．3

がる。口緑部は外反する。 面へラナデ，内面ナデ。 にぷい橙色

普通

70％

貯蔵穴西側床面

第82図 甑 A　27．6 休部下位欠損。休部は外傾して口縁部内・外面横ナデ。体部外長石・石英・スコリアP40，PL28

8 土　師　器B（22．5）立ち上がる。頸部でくびれ，口面へラ削り，内面ナデ。 橙色 75％外面煤付着

緑部は外反する。 普通 竃東側覆土下層

－76－



第81図　第514号住居跡出土遺物実測図（1）
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第82図　第514号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第81回甑A　22．5体部から□縁部にかけての破片。休部外面へラ削り後，縦方向の長石・スコリアP41，PL28

9 土　師　器B（15．9）体部は外傾して立ち上がり，口ヘラ磨き。内面へラ削り。口緑褐色 40％

縁部は，外反する。 部内・外面横ナデ。 普通 貯蔵穴西側床面

10

高　　　杯A（12．5）脚部は円錐形で強く開く。杯部全面ロクロナデ。脚部一方に透長石・石英・スコリアP42，PL28

須　恵　器B16．3は内攣気味で，ロ緑部はほぼ直かしを有し，横位に2条の沈線灰色 80％

Dll．4立する。 が巡る。口緑部の一部に自然粕。良好 P7西側床面

図版番号器　　種
計　測　値（cm） 重　量

（g）

残存率

（％）

形状及び文様の特徴 備　　　　　考

長　さ径厚　さ

第82図11土製支脚（14．8）8．8 －1．030．0 －スサを含む。砂粒，雲母 D＿P3．竃内

第519号住居跡（第83－85図）

位置　調査区の中央部，GlOf5区。

重複関係　中央部において第23号方形竪穴状遺構と，北西コーナー部において第22号方形竪穴状遺構と，西壁

において第3142号土坑と重複している。いずれも本跡を掘り込んでおり，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸4．33mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　北部は耕作による撹乱が床面に達しており，北壁は残存しない。壁高は32－39cmで，ほぼ垂直に立ち上が

る。

壁溝　仝属すると思われる。上幅15－25cm，下幅5－12cm，深さ3cmである。
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第83図　第519号住居跡実測図
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第84回　第519号住居跡出土遺物実測図（1）
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第85図　第519号住居跡出土遺物実測図（2）
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床　平坦である。硬化面は確認できない。中央部を第23号方形竪穴状遺構に掘り込まれており，一部焼土が見

られることから炉が付設されていたと考えられるが，遺存しない。

ピット　9か所（Pl～P9）。Pl～P4は各コーナー寄りに位置し，径30～45cmの円形で，深さ41－56cnlである。

P5は南壁際中央部にあり長径70。m，短径56cmの楕円形，深さ61cmで，出入り口施設に伴うものと思われる。

P。～P8は南壁際にあり長径45cm，短径40cmの楕円形で，深さはP6が35cm，P7が50cm，P8が38cmである。

P9は径35cmの円形で，深さ62cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒了少量

3　暗褐色　ローム拉了少量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム′トブロック・拉了一少量

6　褐　　色　ローム拉了サ呈，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片約200点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第84・85図1の杯，10の相は南東コー

ナー付近から，3の高杯，6の器台は北部から出土している。それぞれ覆土下層からの出土である。4の高

年，14・16の嚢は中央部から南西コーナー付近にかけて，覆土下層から出土している。15の襲，21の甑は東

部の，17の嚢は西部の覆土下層から出土している。2の杯，5の高杯，7・9の札13の装飾壷，18－20の

嚢は覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

－81－



第519号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 ‾法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 84 図 杯 A 15 ．・1 休 部は内攣 しそ立ち上 が り， 中 体部外面へ ラ磨 き。内面上位へ 長石 ・スコ リア P 53 ，P L 3 0

1 土　 師　 器 B　 5 ．4 位 に稜 を持 つ。口縁部 は外傾 し ラ磨 き，下位ナデ。 明赤 褐色 10 0％

C　 2 ．8 て立ち上 がる。 良好 南東コーナー覆土下層

2

高　　　 杯 A 〔14．5〕 杯 部破 片。一杯部 は内攣 して立 ち 体部内 ・外面へ ラ磨 き。内 ・外 ‾石英 ・ス コリア P 54

土　 師　 器 B （5 ．7） 上 がる。 面赤彩。 赤 色

普 通

5％

覆土

3

高　　　 士不 B （5 ．8） 杯部欠損 。脚部 はラ ッパ状 に大 脚部外面へ ラ磨 き，裾部下端横 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 5 5，P L 3 0

土　 師　 器 D 11 ．9 きく開 く。脚部 に 4 孔 。 ナデ。内面 ナデ。 ス コリア

赤色，普通

45％

北部覆土下層

4

高　　　 杯 B （4 ．2） 杯部欠損 。脚部 はハの字状 に開 脚部外面パ ケ目調整後， ナデ。 長石 ・石英・スコリア P 5 6

土　 師　 器 D　 7 ．3 く。 内面 ナデ。 にぷい赤褐色

普通

45％

中央部覆土下層

5

高　　　 杯 B （7 ．9） 脚部片。脚部は中空の円筒次 で， 脚部外面 パケ目調整後，ヘ ラ磨 石英 ・ス コリア P 5 7

土　 師　 器 中位 にわずか な膨 らみ を持つ。 き。 赤褐色

普通

20％

覆土

6

器　　　 台 A　 7．2 裾部欠損。脚部はハの字状に開 脚部外面 へラ磨 き，内面 パケ 目 長石 ・石英・スコリア P 5 8，P L 30

土　 師　 器 B （8．2） く。脚部 3 孔。器受部は外傾 し 調整痕有 り。器受部 内 ・外面 へ 声褐色 70％

て立 ち上が る。 ラ磨 き。内 ・外面赤彩痕 有 り。 普通 北部 覆土下 層

7

柑 A l O．1 底部欠損。体部 は扁平な球形 を 体 部外面調 整痕 有 り。口縁部外 長石 ・スコリア P 5 9，P L 3 0

土　 師　 器 B （5．4） 呈す る。 口緑部 け内攣気味 に立 面磨 き，内面 パケ 目調 整。 にぷい橙色 40％

ち上が る。 普通 覆土

8

棄 A 〔9．8〕 体部か ら口縁部 にか けての破片。 口緑部 下端 パケ 目調整。口緑部 長石 ・雲母 P 60 ，P L 3 1

土　 師　 器 B　 4．2 体部か ら口縁部下端で くびれ， はヘラナデ。 にぷ い橙色 10牢

口緑部 はやや外反す る。 普通 覆土

9

柑 A 〔9．8〕 口縁部片。 口縁部 は内攣気味 に 口縁 部内 ・外面へラ磨 き。 長石 ・雲母 P 61

土　 師　 器 B （3．6） 立 ち上が る。 褐色

普通

5％

覆土

10

柑 B （2．5） 休部片。平底。体部 は扁平 なそ 体部内 ・外面へ ラ磨 き。 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 62

土　 師　 器 C　 3．0 ろばん玉状 である。 スコ リア

にぷい褐色，普通

30 ％

南東コーナー覆土下層

11

棄 B （3．0） 休部片。平底。休部 は外傾 して 体部内 ・外面ナデ。 長石 ・スコ リア P 63

土　 師　 器 C 〔4．・2〕 立 ち上 がる。 にぷい黄褐色

普通

10 ％

覆土

12

装　 飾　 牽 A　 2 2．4 頸部 か ら口縁部 にかけての破片。 頚部 ・口緑部外面パ ケ目調整後 長石 ・ス コリア P 64 ，P L 31

土　 師　 器 B （9．8） 頚部 と口縁部 の境 に明瞭 な稜 を ナデ。頚部 ・口緑部外面パ ケ目 明赤褐色 10 ％

持 つ。口唇部 はキザ ミ。 調整。 普通 覆土

13

装　 飾　 壷 A 〔9．0〕 体部 か ら口縁部 にかけての破片。 休部外面パ ケ目調整後， ナデ。 長石 ‘・ス コリア P 6 5，P L 31

土　 師　 器 B （5．2） 体部 は内攣 して立 ち上が る。 口 上位は まばらな磨 き。 口縁部横 にぶ．い褐色・ 10％

縁部 は，ほぼ直立する。 ナデ後，棒状浮文の貼付。 普通 覆土

14

襲 B （8．白） 底部 か ら体部 にかけての破片。 底部木葉痕。休部外面パ ケ目調 長石 ・雲母・スコリア P 6 6，P L 31

土　 師　 器 C ‘7．0 平 底でやや突出する。休部 は内 整後，ヘ ラ磨 き。 にぷい褐色 10％，二次焼 成痕

攣 しなが ら立ち上がる。 普通 中央部覆土 下層

15

棄 B （4．5） 底部 か ら体部 にかけての破 片。 底部へ ラ削 り。休部外面パ ケ目 長石 ・石英 ・雲母 P 6 7

土　 師　 器 C　 6．0 平 底でやや突出する。体部 は内 調整。 黒褐色 20％

攣 しなが ら立ち上がる。 普通 東部 覆土下層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 84 図 棄 B （3．8） 底部か ら体部 にかけての破片。 底部 へラ削 り。体部外面 パケ 目 スコリア P 68

16 土　 師　 器 C　 5．2． 平底。＿体部 は内攣 しなが ら立ち 調整 。 にぷい樺色 10％

上が る。 普通 中央部 覆土下層

第 85 図 棄 B （4 ．5） 底部か ら休部 にかけての破片。 底部 へラ削 り。体部外面上位 ハ 長石 ・石英・スコリア P 69

17 土　 師　 器 C　 5．0 平底。体部 は内攣 しなが ら立ち ケ 目調整 ，下位 へラナデ。 内面 にぷい黄橙色 10％

上が る云 ヘ ラ削 り。 普通 西部覆土下層

18

棄 B （2 ．0） 底部か ら体部にかけての破片。 底部へ ラ削 り。体部外面 パケ目 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 70

土　 師　 器 C　 6 ．4 平底。休部は外傾 して立ち上が 調整。 内面へ ラ削 り。 ス コリア 10％

る。 にぷい赤褐色，普通 覆土

．19

棄 B （2 ．2） 底部か ら体部にかけてめ破 片。 体部外面パ ケ目調整， 内面 ナデ。 ス コリア P 71

土　 師　 器 C　 3 ．6 平底。休部はやや内攣気 味に立 にぷい橙色 10％

ち上がる。 普通　 ＿ 覆土

20

棄 B （4 ．7） 底部か ら体部にかけての破 片。 休部外面パ ケ目調整。 長石 ・石英 P 72

土　 師　 器 C 〔9 ．4〕 平底。体部は外傾 して立 ち上が 橙色 10 ％

る。 普通 覆土

21

甑 A 〔22 ．0〕 休部か ら口縁 部にかけての破片。 体部外面パ ケ目調整後， ナデ。 砂粒 ・ス コリア P 73 ，P L 31

土　 師　 器 一B （6．5） 下位 はやや内攣 し，上位 は直線 褐．色 10 ％

的に立ち上 がる。 普通 東部覆土下層

第520号住居跡（第86－88図）

位置　調査区の西部，G9h9区。

規模と平面形　南北3．98m，東西（2．66）mである。西部は調査区域外のために，平面形は不明である。

壁　壁高は31－43cmで，媛やかに立ち上がる。

壁溝　調査した部分では仝周しており，上幅20－25cm，下幅4－14cm，深さ5－12cmである。

床　平坦で，中央部から南部にかけて踏み固められている。

炉　2か所確認された。炉1は，PlとP3間にあり，長径56cm，短径48cmの楕円形である。床面を浅く掘りく

ぼめており，全面が赤変硬化している。炉2は，P3の南側にあり，長径30cm，短径22cmの楕円形で，わずか

に焼土が認められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

炉1土層解説
1　黒褐色　焼土粒子少量
2　暗赤褐色　粘土粒子中量

ピット　4か所（P1－P4）。Plは長径50cm，短径35cmの楕円形で，深さ38cm，P2は長径43cm，短径38cmの楕

円形，深さ62cmである。それぞれ北東コーナー，南東コーナーに寄った位置にあり，柱穴と思われる。P3

は長径54cm，短径48cmの楕円形で，深さ90cm，P4は長径56cm，短径48cmの楕円形，深さ38cmで，性格は不

明である。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物微量

ー83－



遺物　土師器片約50点，土製品1点（管状土錘），石製品1点（砥石），混入した縄文土器細片少量が出土し

ている。第87・88図1の杯，11の嚢は東側の壁溝付近から，3・4の高杯・8の相は炉1東側の床面から出

土している。2の高杯，10の賓はP4内から，12の嚢，13の管状土錘はP2西側の床面から出土している0　5

の高杯は東コーナー部の床面から出土している。6・7の高杯，9の相は覆土中からの出土である0

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

第86図　第520号住居跡実測図

第520号住居跡出土遺物観察表

旦20．6m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

LIl一一一一一一一十－一一一」

0　　　　　　　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成

長石・スコリア

備　　　考

P74，PL32

95％

第87　図 杯 A13．2 口縁部一部欠損。底部は平底で，休部外面パケ目調整，内面ナデ。

1 土　師　器B　4．9 やや突出する。杯部は内攣気味口緑部内・外面横ナデ。

杯部内・外面へラ磨き。

にぷい黄橙色

C　5．1 に立ち上がる。 普通

長石・石英・スコリア

東壁溝

P75，PL32

2

高　　　林A14．8 脚部欠損。杯部下端に稜を持ち，

土　師　器B（5．3）内攣気味に外傾しながら立ち上 橙色 50％

がる。
普通 P4内
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第87図　第520号住居跡出土遺物実測図（1）
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図版番号

第 87 図

器　　 種

高　　　 杯

計測値（cm）

A 15 ．8

器　 形　 の　 特　 徹 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　　 考

脚部欠損。杯部下端 にわずかに 杯部 内 ・外面 へラ磨 き。内 ・外 スコリア P 76，P L 33

3 土　 師　 器 B （6．0） 稜 を持 ち，内攣気味に外傾 しな 面赤彩 。 暗赤色 40％

が ら立 ち上が る。 普通 炉 1 東側床面

4

高　　　 杯 A 15．2 脚部欠損。杯部下端 にわずか に 杯部内 ・外面へ ラ磨 き。内 」外 スコリア P 77 ，P L 3 3

・土　 師　 器 B （．5．3） 稜 を持 ち，内攣気味 に外傾 しな 面赤彩。 暗赤色 40 ％

が ら立 ち上が る。 普通 1炉 1 東側床面

5

高　　　 杯 B （12．7） 裾廓 ・口縁部欠損。脚部 は中実 杯部内 ・外面へ ラ磨 き。‾脚部外 スコ リア P 78

土　 師　 器 柱状 である。杯部下位 に稜 を持 面へ ラ磨 き。内 ・外面赤彩。 暗赤色 45％

ち，口縁部 は外傾す る。 普通 東 コーナー床面

6

高　　　 杯 B （3 ．2） 杯部片。杯部 下位 にわず かに稜 杯部内 ・外面へ ラ磨 き。内 ・外 ス コリア P 79

土　 師　 器 を持ち，口縁部は外傾 する。 面赤彩。 暗赤色

普通

10％

覆土

7

高　　　 杯 B （11．3） 杯部欠損。裾部は内攣する。脚 脚部 ・裾部外面 へラ磨 き。裾部 石英 ・ス コリア P 80 ，P L 3 3

土　 師　 器 D 11．8 部 は中実柱状で，中位 にやや膨 内面ナデ。外 面赤彩 。 にぷい褐色 50％

らみ を持つ。 普通 覆土

8

柑 A l1．4 口縁部一部欠損。平底。体部 は □縁部外面パケ 目調整後，横ナ 長石・石英 ・スコリア P 81 ，P L 3 3

土　 師　 器 B　 6．6 扁平 な球形状で ある。 口縁融 は デ，内面磨 き。体部外面へ ラナ 橙色 90 ％

C　 3．2 外傾 して立 ち上が る。 デ，内面ナデ。 普通 炉 1 東側床面

P 82 ，P L 33

9

柑 A 12 ．8 ′体 部か ら口縁部 にかけての破片 。 口縁部内 ・外面パ ケ目調整後， 長石 ・スコ リア

土　 師　 器 B （5 ．7） 体部は内攣 して立ち上 が り，口 横 ナデ。体部外面パ ケ目調後， にぷい赤褐 色 50．％

縁部は外傾する。 ヘ ラナデ， 内面 ナデ。 普通 覆土

10

棄 A 18 ．2 体部一部欠損。休 部は球形 を呈 口縁部 内 ・外面 パケ目調整後， 砂粒 ・ス コリア P 83‘P L 33

土　 師　 器 B　20．3 し，最大径 を中位に持つ。□縁 横 ナデ。体部 内 ・外面 パケ 目調 褐色 90％，外面煤付着

C　 6．6 部 は外反す る。 整，下位 へラ磨 き。底部 木葉痕 。普通 P4内

11

棄 A 〔14．6〕 体部 ・口縁部一部欠損。体部 は 口縁 部内 ・外面パケ 目調 整後， 長石 ・石英 P 84 ，P L 3 3

土　 師　 器 B　21．5 球形 を呈 し，最大径 を中位 に持 横 ナデ。体部内 ・外面パケ 目調 にぷ い褐色 80 ％，外面煤付着

C　 5．6 つ。口縁部 は外反す る。 整，下位へ ラナデ。 普通 東壁溝

12

棄 B （2．4） 底部 か ら体部 にかけての破片。 体部外面パ ケ目調整，内面削 り。砂粒・長石 ・スコリア P 85

土　 師　 器 C lO ．0 平 底。底部 は突 出す る。体部 は にぷい褐色 10 ％，二次焼成痕

外傾 して立ち上 がる。 普通 P 2西側床面

図版番号 器　　 種

計　 測　 値 （cm） 重　 量

（＿g ）

残存率

（％）

形状及び文様の特徴 備　　　　　 考

D P 4 ，P L 3 2，PZ西側床面

長 さ 径 孔　 径

第88図13 管 状 土 錘 ’5．9 3．9 0．3 10 5．0 1 00 円筒形 ，中空 。
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第521号住居跡（第89・90図）

位置　調査区の西部，H9a8区。

規模と平面形　南北〔3．15〕m，東西（2．76）mである。西部は調査区城外であるため平面形は不明である。

南北の規模は，壁溝により推定した。

第89図　第521号住居跡実測図

（り

l i　　！

第88図　第520号住居跡
出土遺物実測図（2）
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第90図　第521号住居跡

出土遺物実測図



壁　耕作による撹乱のために南北の壁は確認できない。東壁の壁高は25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁際と北側，南側の一部で確認できた○上幅20～36cm，下幅5－10cm，深さ5cmほどである。

床　耕作による撹乱が全面にみられるが，残存部分から平坦と考えられる。

ピット　5か所（P1－P5）。Plは径35cmの円形で深さ58cm，P2は径30cmの円形，深さ35cmで柱穴と思われる。

p3は径40cm，深さ23cm，P4は径40cm，深さ17cm，P5は径55cm，深さ49cmで，形状はそれぞれ円形である。

いずれも性格は不明である。

覆土　単一層である。堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

遺物　土師器片約10点が出土している。第90図1の高杯は，覆土中から出土した細片を接合したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

第521号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 1・色調 ・焼成 備　　　 考

第 90 図 高　　　 杯 B （8 ．9） 杯 部欠損 。裾部 は大 き く開 く。 脚部 ・裾部外面へ ラ磨 き。外面 長石 ・スコ リア P 86

1 土　 師　 器 D lO ．5 脚部は中空 の円筒状 で中位 にわ 赤彩。 赤褐色 50 ％

ずかな膨 らみを持 つ。 良好 覆土

第525号住居跡（第91－94図）

位置　調査区の中央部，GlOg4区。

重複関係　北コーナー部を第3197号土坑に，南東壁を第3203－3207号土坑に，南西壁を第3194・3195・3219号

土坑に，北西壁を第3196号土坑に掘り込まれていることから，いずれよりも本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸5．43m，短軸5．36mの方形である。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は46－48cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　仝周すると思われ，上幅14－30cm，下幅5－16cm，深さ5－8cmである。

床　平坦である。

竃　北西壁の中央部を壁外に15cmほど掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。規模は長さ120cm，幅103

cmで，火床部は浅く皿状になっている。

竃土層解説
1黒褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子・粘土粒子・焼土粒子少量
3　灰黄褐色　砂粒・粘土粒子多量，焼土粒子少量
4　暗赤褐色　砂粒・粘土粒子・焼土粒子中量

5　暗赤褐色　砂粒・粘土粒子中量，焼土粒子少量

ピット　4か所（Pl－P。）。P1－P4は長径32－46cm，短径26－37cmの楕円形で，深さはPlが66cm，P2が42

cm，P3が36cm，P4が56cmで，柱穴と思われる。

貯蔵穴　竃の東側にあり，長軸85cm，短軸46cmの長方形で，深さは30cmである。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・焼土粒子微量
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第91図　第525号住居跡実測図
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第92回　第525号住居跡竃実測図

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　暗褐色
4　灰褐色
5　暗褐色
6　黒褐色

ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
ローム′トブロック・ローム粒子・炭化物中量
砂質粘土多量，焼土粒子少量
ローム′トブロック・粒子中量
ロームノトブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

ト1－－－－－－－－1－－l・一一一」

遺物　土師器片約80点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第93・94図1，4－9，12，13は竃東側

から出土している。1の杯は4の杯の上に正位で重ねられた状態で，8の杯は6の上に正位で重ねられた状

態で出土している。12・13の嚢はともに横位で，5・9の杯はつぶれた状態で出土している。2・3の杯は，

2が3の上に重ねられた状態で，14の嚢とともにPl南側から出土している。10の杯はPl東側の覆土上層か

ら，11の杯は西部の覆土下層から出土している。15の甑は貯蔵穴へ落ち込んだような状態で出土している。

所見　本跡の遣物は，竃東部に集中する傾向にある。時期は，古墳時代後期（6世紀末葉～7世紀初頭）と考

えられる。

第525号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 9 3 区l 杯 A 14 ．5 休部 は内攣 して立 ち上が り， 口 休 部外面へ ラ削 り後，一部ナデ， スコリア P 91 ．P L 3 5

1 土　 師　 器 B　 4 ．3 緑部 はやや内傾す る。 内面ナデ。口緑部内 ・外面横 ナ 黒色 100 ％

デ。内 ・外面黒色処理。 普通 竃東側

2

士不 A 13 ．2 ロ縁部一部欠損。体部は内攣 し 体 部内 ・外面へ ラ削 り後，一部 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 9 2 ，P L 3 5

土　 師　 器 B　 5 ．1 て立 ち上が り， 口緑部はほぼ直 ナデ。ロ緑 部内 ・外面横 ナデ。 スコ リア 95％

立す る。丸底。 内面黒 色処理 。 橙色，普通 P l南側床面

－90－



第93図　第525号住居跡出土遺物実測図（1）
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第94図　第525号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備 ‾　 ＿考

第 93 図 杯 A 13 ．5 口縁部一部欠損 。休部は内攣 し 体部外面へ ラ削 り後， ナデ。 口 長石 P 93，P L 35

3 土　 師　 器 B　 4 ．5 ・て立ち上が り，口縁部 はやや内 縁部 内 ・外面横 ナデ。内 ・外面 黒色 80％

傾 する。 黒色処理。 普通 P l南側床面

4

杯 A 〔13．8〕 口縁部一部欠損。体部 は内攣 し 体部内 ・外面へ ラ削 り後，ヘラ 砂嘘 ・長石 ・雲母 ・ P 94 ，P L 3 5

土　 師　 器 B　 4．9 て立 ち上が り， 口縁部 はほぼ直 磨 き。口縁部内 ・外 面横 ナデ。 スコ リア 90％

立す る。丸底。 内面黒 色処理 。 黒褐色，普通 竃東側

5

杯 A 15 ．0 口縁部一部欠損。体部は外傾 し 体部外面 へラ削 り後， ナデ， 内 ス コリア P 95，P L 35

土　 師　 器 B　 4 ．0 て立ち上が り，口縁 部はやや内 面 ナデ。＿口縁部 内 ・外面横 ナデ。 黒褐色 90％

傾 す‘る。 内 ・外面黒色処理。 普通 竃東側

6

杯 A 〔15．6〕 口縁部一部欠損。体部 は外傾 し 体部外面ベ ラ削 り後 ，ナデ，内面 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 96 ，P L 3 5

土　 師　 器 B　 3．7 て立 ち上が り， 口縁部 はやや内 ナデ後， まば らな磨 き。口縁部 スコリア 75 ％

傾す る。‘平底。 内 ・外面横 ナデ。内面黒色処理 。褐色，普通 竃東側

7

杯 B （4 ．0） 口縁部一部欠損。体部は外傾 し 体部外面 へラ削 り後， ナデ， 内 ス コリア P 97，P L 35

土　 師　 器 C　 6 ．0 て立ち上が り，口縁 部はやや内 面 ナデ。 口緑部 内 ・外面横ナ デ。 黒褐色 75％

傾 する。 内 ・外面黒色処理。 普通 竃東側

8

杯 B （3‘．8） 口縁部 欠損。丸底。体部 は内攣 休部外面へ ラ削 り。口縁 部内 ・ ・長石・石英 ・ス．コリア P 98 ，P L 3 5

土 ・師　 器 して立 ち上が る。 外面横ナデ。内 ・外 面黒 色処理 。黒褐色

普通

75％

竃東側

9

杯 A 〔12 ．8〕 口縁部一部欠損 。丸底。体部は 体部外面へ ラ削 り。 口縁部 内 ・ 長石 ・石英・スコリア P 99，P L 36

土　 師＿　器 白　 4 ．5 内攣 して立ち上 が り，口縁部 は 外面横 ナデ。 にぷい橙 色 70％

ほぼ直立 する。 普通 竃東側

10

杯 A 14．6 口縁部一部欠損。丸底。体部 か 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。 長石・雲母 ・スコリア P lO O，P L 36

土　 師　 器 B ‘ 5．4 ら口縁部 まで内攣 しなが ら立 ち 口縁部内 ・外 面横 ナデ。内面黒 橙色 60％

上が る。 色処理 。 普通 Pl東側産土上層 ・

11

杯 B （4 ．1） 口縁部欠損 。丸底。体部は内攣 体部外面 へラ削 り。 口縁部内 ・ 長石 ・石英・スコリア P lOl

土　 師　 器 ． して立ち上 がる。 外面横 ナデ。 にぷい橙 色

普通

40 ％

西部覆土下層

第 94 図 嚢 A 1 4．9 口縁部一部欠損。体部 は倒卵形 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外 長石 ・石英 ・雲母 P lO 2，P L 36

12 土　 師　 器 B　33．0 で，最大径 を中位 に持つ。 口縁 面へラ削 り後，へラ磨 き，内面 にぷい赤褐色 95％外面煤付 着

C　 7．7 部 は外反 し，端部はつ まみ上げ。 ナデ。 普 通 竃東側

13

棄 A　25 ．0 口緑部一部欠損 。体 部はわずか 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外 長石 ・石英 ・雲母 P lO3 ，P L 3 6

土　 師　 器 B　24 ．1 に内攣 して立 ち上 がる。口縁 部 面へ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き，内面 にぷい黄橙 色 95 ％＼内面 剥離多

C　 8．6 ．は外反 し，端部 はつ まみ上 げ。 ナデ。 普通 竃東側

第 93 図 嚢 B （8．6） 底部 から休部 にか けての破片。 休部外面へ ラ削 り後，ヘラ磨 き。砂粒・石英 ・スコリア P lO4

14 土　 師　 器 C　 7．8 体部 は内攣気味 に立 ち上げてい にぷい橙色 10％，二次焼成痕

る。底部平底。 普通 Pl南側床面

15

甑 A　22 ．2 口縁部一部 欠損 。休部 は外傾 し 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外 長石 ・石英 ・雲母 ・ P lO 5 ，P L 3 6

土　 師　 器 B　36．5 て立ち上 がる。 口縁部 は外傾 し＿， 面へ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き，内面 スコ リア 90 ％，外面煤付 着

C　 8．5 端部 はつ まみ上 げてる。 ナデ。 にぷい黄橙色，普通 貯蔵穴
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第526号住居跡（第95－97図）

位置　調査区の中央部，FlOe9区。

重複関係　北東壁を第40号地下式壕に，南東壁を第41号地下式壕に掘り込まれていることから，本跡の方が古

い。

規模と平面形　長軸7．71m，短軸7．66mの方形である。

主軸方向　N－270－W　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

壁　壁高は50－58cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　仝周すると思われ，上幅18－35cm，下幅5－18cm，深さ5－8cmである。

床　平坦である。特に踏み固められた面は確認できない。

竃　北西壁の中央部を壁外に20。mほど掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。規模は長さ130cm，幅130

cmで，火床部にはわずかに焼土が認められる。

竃土層解説

1黒褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
2　灰褐色　粘土ブロック中量，焼土粒子微量
3　褐　　色　粘土ブロック・焼土粒子少量
4　黒褐色　粘土粒子少量，焼土粒子微量
5　暗赤褐色　粘土粒子・焼土粒子少量

ピット　4か所（P1－P4）。P1－P4は長径50～72cm，短径48－55cmの円形または楕円形で，深さはPlが70

cm，P2が73cm，P3が58cm，P4が56cmである。いずれも柱穴と思われる。

貯蔵穴　竃の東側にあり，長軸102cm，短軸82cmの長方形で，深さは54cmである。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子中量
3．褐　　色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子中量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量
4　褐　色　ローム粒子多量，炭化物微量
5　褐　　色　ローム粒子多量
6　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片約200点，土製品1点（支脚），石製品2点（砥石），混入した縄文土器細片少量が出土して

いる。第97図1の杯は竃付近の床面から，5の土製支脚は竃内から出土している。2・3の吼　4の甑，6

の砥石は，覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀末葉－7世紀初頭）と考えられる。
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第95図　第526号住居跡実測図（1）
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第96図　第526号住居跡実測図（2）

第526号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 97 園 杯 A 13．4 休部 は内攣 して立 ち上 が り，□ 休部外面へ ラ削 り，内面ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 ・ P lO 6，P L 29

1 土　 師　 器 B　 4．5 緑部 はやや内傾す る。 丸底。 ロ縁部内 ・外面横ナデ。 スコ リア

にぷい赤褐色，普通

10 0％

竃付近床面

2

坤こ A 14 ．0 □縁部一部欠損。丸底。体部は 体部外面へラ削 り後， ナデ，内 スコ リア P lO 7．P L 29

土　 師　 器 B　 3 ．8 内攣 して立 ち上が り， 口緑部は 面ナデ。 口縁部 内 ・外面横 ナデ。 にぷ い赤褐色 85％

ほほ直立す る。 普通 覆土

3

杯 A 〔12 ．9〕 口緑部一部欠損。丸底。休部は 体部外面へ ラ削 り，内面 ナデ。 石英 ・雲母・スコリア P lO8

土　 師　 器 B　 4 ．2 内攣 して立ち上が り，口緑部は ロ縁部内 ・外面横 ナデ。内 ・外 にぷい赤褐色 40％

やや内傾 する。 面黒色処理。 普通 覆土
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第97図 甑 A〔26．8〕休部から口縁部にかけての破片。休部外面へラ削り，内面ナデ。長石・石英・スコリアPlO9

4 土　師　器B（10．8）休部は内攣気味に立ち上がり，口緑部内・外面梼ナデ。 褐色 10％

口縁部は外反する。 普通 覆土

図版番号器・種
計　測　値（cm） 重　量

（g）

残存率

（％）

形状及び文様の特徴 備　　　　　 考

長　さ 径 厚　さ

第97図5土製支脚（18．7） 9．5 － 1、160．0 80 円筒状。砂粒，雲母を含む DP6，PL29．竃内

図版番号器　　種

計　　　測　　　 値
石　　質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（clu）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第97図6砥　　　石（6．8） 4．3 2．4 116．0 安　山　岩Q2、PL29，覆土

第527号住居跡（第98－101図）

位置　調査区の中央部，Flle2区。

重複関係　北コーナー部を第3263号土坑に，東コーナー部を第15号方形竪穴状遺構に，中央部を第14号方形竪

穴状遺構に掘り込まれていることから，いずれよりも本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸5．31m，短軸5．12mの方形である。
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第14号方形竪穴状遺構

第98回　第527号住居跡実測図
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第99図　第527号住居跡寵実測図
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主軸方向　N－190－W

壁　壁高は33－43cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南壁際を除き確認され，上幅10－34cm，下幅5－13cm，深さ5－7cmである。

床　平坦である。

寵　両袖部端と火床部前面は，第14号方形竪穴状遺構に掘り込まれている。北西壁の中央部を壁外に20cmほど

掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。規模は長さ85cm，幅75cmである。

薗土層解説
1　暗褐色　粘土粒子中量
2　灰黄褐色　粘土粒子多量，焼土粒子微量
3　灰褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量
4　暗赤褐色　粘土粒子・焼土粒子少量

5　暗赤褐色　焼土粒子少量，粘土粒子微量

ピット　4か所（Pl－P4）。P1－P4は径34cmの円形で，深さはPlが34cm，P2が46cm，P3が42cm，P4が42cm

である。いずれも柱穴と思われる。

貯蔵穴　竃の東側にあり，長軸82cm，短軸58cmの長方形で，深さは35cmである。

土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから，自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子・小ブロック中量

3　暗褐色　ローム粒子・小ブロック微量

遺物　土師器片約60点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第100・101図1の杯はP4北側から，6の

椀はP。西側から，それぞれ床面から正位で出土している。2・3の杯，5・7の椀は，貯蔵穴の南側床面か

ら出土しており，5の椀は，2と3の杯の上に正位で重なって出土している。4の杯は，南コーナー部床面

から，8の嚢は竃西側からそれぞれ出土している。10の土玉は，覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀末葉－7世紀初頭）と思われる。
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第100図　第527号住居跡出土遺物実測図（1）
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第101図　第527号住居跡出土遺物実測図（2）

第527号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 100 図 杯 A 13．5 口縁 部一部 欠損 。丸底 。休部 は 休部外面へ ラ削 り，内面ナデ。 長石 ・雲母 P l lO，P L 38

1． 土　 師　 器 B　 5．0 内攣 気味に立ち上 が り，口縁部 口縁部内 ・外面横ナデ。内 ・外 黒褐色 90 ％

はやや内傾 する。 面黒色処理。 普通 P 4北側床 面

2

杯 A 14．7 口縁 部一部 欠損 。丸底 。体部 は 体部外面へ ラ削 り，．内面ナデ。 不コ リア P l ll，P L 38

土　 師　 器 B　 4．0 内攣気 味に立ち上 が り，口緑部 口縁部内 ・外面横ナデ。内 ・外 黒色 90 ％

はほぼ直立 する。 面黒色処理。 普通 貯蔵穴南側床面

3

杯 A ＿13．0 口縁部 か ら休部一部 欠損 。丸底。 体部外面へ ラ削 り，内面ナデ。 長石 ・雲母 P 11 2，P L 38

土　 師　 ‾器 B　 4．7 体部 は内攣気味 に立 ち上 が り， 口縁部内 ・外面横ナデ。内 ・外 黒褐色 45 ％

口縁部 はやや内傾 する。 面黒色処理。 普通 貯蔵穴南側床面

4

杯 A 〔13．6〕 体部 か ら口縁部 に如 ナての破片。 体部外面へラ削 り，内面ナデ。 スコ リア P 11 3

土　 師　 器 B （4．0） 体部 は内攣気味 に立 ち上が り， 口縁部内 ・外面横 ナデ。内 ・外 黒色 10 ％

口縁部 はほぼ直立す る。 面黒色処理。 普通 南 コーナー床面

5

椀 A　 9．6 体部 は内攣気味 に立 ち上が り， 休部外面へラ削 り後，ヘ ラ磨 き。 長石 ・スコ リア P 11 4，P L 39

土　 師　 器 B　 5．2 口縁部 は外反す る。 口縁部下端 口縁部外面横 ナデ，内面磨 き。 橙色 10 0％

C　 4．0 に くびれを持つ。 普通 貯蔵穴南側床面

6

椀 A　 9．3 体部 は外傾 して立 ち上が り， 口 体部外面へラ削 り後，ヘ ラ磨 き， 長石 ・スコ リア ． P l1 5，P L 39

土　 師　 器 B　 4．9 縁部 はわず かに外反す る。 内面ナデ。口縁 部外両横 ナデ， 橙色 10 0％

内面磨 き。 普通 P 4西側床面

7

椀 A 〔11．0〕 体部 は内攣気味 に立 ち上が り， 休部外面へラ削 り後；ナデ，内 長石 ・スコ リア P l1 6

土　 師　 器 B （4．2） 口縁部 はわずか に外反す る。 面ナデ。口縁部 外面横 ナデ，内 橙色 10 ％

面磨 き。 普通 貯蔵穴南側床面
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 100 図 棄 A　22．2 口縁部一部欠損。体部 は倒卵形 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 11 7，P L 39

8 土　 師　 器 B　36．5 を呈 し，最大径 を上位 に持つ。 面へラ削 り後，ヘ ラ磨 き，内面 スコ リア 90 ％

C　 8．5 口縁部 は外反す る。 ナデ。 にぷい黄橙色，普通 竃西側

第 101 図 棄 B　32．7 口縁部 と体部 の一部欠損。休部 体部外面へ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き， 長石 ・石英 ・雲母 P 11 8，P L 39

9 土　 師　 器 C　 7．1 は倒卵形 を呈 し，最大径 を中位 内面ナデ。 にぷい黄橙色 45 ％

に持 つ。 普通 覆土

図版番号 器　　 種

計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

残存率

（％）

形状 及び文様の特 徴 備　　　　　 考

長 ＿　さ 径 孔　 径 ・

第100図10 土　　　 玉 2 ．1 2．4 0．6 7 ．65 80 球形。外面煤付着 D P 7 ，P L 3 9，覆土

第531号住居跡（第102－105図）

位置　調査区の中央部，Fllc4区。

重複関係　中央部を第3234号土坑に，東部を第3227号土坑に，北コーナー部を第3230－3232号土坑に・南壁を

第3221号土坑に，西壁を第3235号土坑に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。第3227・3234号土坑

の掘り込みは，床面まで達している。

規模と平面形　長軸6．63m，短軸6．59mの方形である。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は25－36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

竃　北壁の中央部を壁外に12cmほど掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。規模は長さ130cm，幅115cm

で，火床部は浅く皿状に掘り込まれており，わずかに焼土が確認できる。

寵土層解説
1暗赤褐色　ローム粒子多量，粘土粒子中量，焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，粘土粒子少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

ピット　4か所（P1－P4）。P1－P4は長径65－82cm，短径55－71cmの楕円形で，深さはPlが45cm，P2が66

。m，P3が43cm，P4が49cmである。いずれも柱穴と思われる。

貯蔵穴　竃の東側にあり，長軸148cm，短軸90cmの長方形で，深さは60cmである○

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・粒子・焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子中量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量
3　暗褐色　炭化物中量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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第103図　第531号住居跡竃実測図

遺物　土師器片約200点，土製品1点（支脚），混入した縄文土器細片少量が出土している。第104・105図1

の杯は二つに割れた状態で，3・4の嚢，6の甑は横位で，土製支脚とともに，竃東側の壁際の床面から出

土している。5の嚢は，東壁際覆土中層から出土している。2の杯，7の甑はいずれも覆土中からの出土で

ある。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀末葉－7世紀初頭）と考えられる。

第531号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（印） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 10 4 図 杯 A 14 ．2 ロ縁部一部欠損。体部 は内攣気 体部外面 へラ削 り後， ナデ。 内 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 11 9．P L 4 1

1 土　 師　 器 B　 4 ．7 味 に立 ち上が り， 口緑部 はほぼ 面ナデ。ロ緑部 内 ・外面横 ナデ。 スコリア 95％

直立する。丸底。 内 ・外面黒 色処 理。 黒色，普通 竃東側床 面

2

杯 A 〔14 ．6〕 休部か ら口縁部 にかけての破片。 休部外面 へラ削 り後， ナデ。 内 長石 ・スコリア P 12 0

土　 師　 器 B （3 ．6） 体部は内攣気味 に立 ち上が り， 面ナデ。ロ縁 部内 ・外面横 ナデ。黒色 20％

口縁部は大 きく内傾す る。 内 ・外面黒 色処 理。 普通 覆土

3

棄 A 19 ．4 口縁部一部欠損。体部 は倒卵形 ロ縁部内 ・外面横 ナデ。体部外 長石 ・石英 P 12 1，P L 41

土　 師　 器 B　 3 1．6 を呈 し，最大径 を中位 に持つ。 面へラ削 り後，ヘラ磨 き。 内面 にぷ い黄橙色 75 ％，外面煤付着

C　 8 ．2 口縁部は外反す る。 ナデ。 普通 寵東側床面

4

碧 A 〔2 1．6〕 口緑部一部欠損。休部 は倒卵形 □縁部内 ・外面横 ナデ。体部外 長石 ・石英 ・雲母 P 12 2，P L 41

土　 師　 器 B　 33 ．9 で最大径 を中位 に持つ。 口緑部 面へラ削 り後，ヘラ磨 き。 内面 褐色 45 ％

C　 8 ．2 は外反 し，端部はつ まみ上 げ。 ナデ。 普通 寵東側床面

第 10 5 斑 襲 A 〔24 ．3〕 休部か らロ縁部 にか けての破片。 休部外面へラ削 り。口縁部 内 ・ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 12 3

5 土　 師　 器 B （12 ．8） 休部は内攣 しなが ら立 ち上が り， 外面横ナデ。 スコ リア 20 ％

□縁部は外反す る。 にぷい黄橙色，普通 東壁際覆土中層

6

甑 A　 28 ．7 口縁部一部欠損。休部 は外傾 し 口縁部外 面横 ナデ。休部外面 へ 長石 ・石英 ・雲母 P 12 4．P L 41 ，85 ％

土　 師　 器 B　 28 ．9 なが ら立 ち上が り， 口緑部 は外 ラ削 り後，へラ磨 き。 内面 ナデ。 にぷ い橙色 外面上位煤 付着

C　 9 ．5 反する。無底式。 普通 竃東側床面

7

甑 A 〔27 遁〕 体部か ら口緑部 にかけての破片。 休部外面へラ削 り。口緑部 内 ・ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 12 5

土　 師　 器 B （9 ．8） 休部は外傾 しなが ら立 ち上が り， 外面横ナデ。 スコ リア 85 ％

口縁部は外反する。 にぷい黄橙色，普通 覆土
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第104図　第531号住居跡出土遺物実測図（1）
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第105図　第531号住居跡出土遺物実測図（2）
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第532号住居跡（第106・107図）

位置　調査区の東部，F12C2区。

重複関係　西部を第168号溝に，東部を第161号溝に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸（5．36）m，短軸5．24mの方形と思われる。

主軸方向　N－130－W

壁　傾斜地に位置するために，北壁から東壁にかけて覆土は流出している。壁高は15－22cmで，緩やかに立ち

上がる。

床　平坦である。床面中央部は，踏み固められている。

竃　北壁の中央部に位置する。上部を耕作により掘り込まれており，火床部のみ検出された0規模・形状とも

不明である。火床部は，浅く皿状に掘り込まれており，焼土がブロック状に確認できる。

寵土層解説
1黒褐色　焼土中ブロック少量，ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック多量，ローム粒子微量

ピット　5か所（P1－P5）。Pl－P4は径33－46cmの円形で，深さはPlが100cm，P2が67cm，P3が83cm，P4

が83cmである。いずれも柱穴と思われる。西部に位置するP5は，径30cmの円形，深さ32cmで性格は不明で

ある。

覆土　2層からなる。堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　炭化物少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物少量

遺物　土師器片，混入した縄文土器細片少量が出土している〇第107図1の嚢は竃東側の床面から，2の甑は

中央部の床面からつぶれた状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀末葉－7世紀初頭）と考えられる。

第532号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 10 7 図 棄 A 〔1 6．4〕 体部か ら口縁部 にか けて一部欠 休部外面へラ削 り。口縁部 内 ・ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 126 ，P L 4 2

1 土　 師　 器 B 1 8．6 損。平底。体部 は内攣 して立 ち 外面横 ナデ。 スコ リア 65％，二次焼成痕

C　 7．5 上が り， 口縁部 は外反す る。 橙色，普通 竃東側床 面

2

甑 A　 2 6．7 休部 から口縁部 にか けての破片。 口縁部内 ・外面横 ナデ。体 部外 長石 ・スコ リア P 12 7，P L 4 2

土　 師　 器 B　2 7．0 休部 は外傾 しなが ら立 ち上が り， 面へラ削 り，．内面へラ削 り後， にぷい赤褐色 50％

C　 9．4 口縁部 は外反す る。 ナデ。 普通 中央部床 面
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第107図　第532号住居跡出土遺物実測図

2

0　　　　　　　　　　　　　10cm」

第537号住居跡（第108－110図）

位置　調査区の東部，Flleo区。

重複関係　東部を第3286・3287号土坑に，南壁を第3301・3302号土坑に掘り込まれていることから，いずれよ

り本跡の方が古い。第3286・3287号土坑の掘り込みは，床面まで達している。

規模と平面形　長軸6．59m，短軸5．80mの長方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は5－20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周すると思われ，上幅15－25cm，下幅5－14cm，深さ5－7cmである。

床　平坦である。

竃　耕作による撹乱のために遺存状態は不良で，西袖部は検出できない。北壁の中央部を壁外に15cmほど掘り

込み，砂混じりの粘土で構築されている。規模は長さ125cm，幅（85）cmほどと思われ，火床部はわずかに

くぼんでいる。
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第109図　第537号住居跡竃実測図

寵土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土′トブロック・炭化粒子・粘土粒子極少量
2　赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化粒子極少量
3　暗褐色　焼土粒子少量，炭化粒子極少量

ピット　7か所（Pl－P7）。Pl～P4は長径52－60cm，短径50cmの楕円形で，深さはPlが58cm，P2が43cm，P3

が66cm，P。が48cmである。いずれも柱穴と思われる。P5は長径54cm，短径46cmの楕円形で深さ18cm，P6は

径20cmの円形で深さ25C。，P7は径30cmの円形で深さ22cmである。いずれも性格は不明である。

貯蔵穴　竃の東側の北壁際にあり，長軸96cm，短軸60cmの長方形で，深さは20cmである。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

覆土　3層からなる。自然堆積と思われる。

土居解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土′トブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片10点，石製品1点（砥石），混入した縄文土器細片少量が出土している。第110図1の杯，3

の嚢は南壁際の覆土下層から，2の椀は南西コーナー際の覆土下層から，4の砥石は西壁際の覆土下層から，

それぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀末葉－7世紀初頭）と考えられる。
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第110図　第537号住居跡出土遺物実測図

第537号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第110図 杯 A13．5ロ緑部一部欠損。丸底。体部は休部外面へラ削り後，ナデ。内長石・雲母 P138，PL37

1

2

土　師　器B　5．3内攣して立ち上がり，ロ縁郡は面ナデ。ロ縁部内・外面横ナデ。黒褐色 85％

ほぼ直立する。 内・外面黒色処理。 普通 南壁際覆土下層

椀 A〔9．6〕底部からロ緑部にかけての破片。休部外面へラ削り。口緑部内・長石・スコリアP139，PL37

土　師　器B　9．2休部は内攣しながら立ち上がり，外面横ナデ。 橙色 30％，二次焼成痕

C〔6．2〕口緑部は大きく内傾する。 普通 南西コーナー覆土下層

3

襲 A〔16．0〕体部から□縁部にかけての破片。休部外面へラ削り。ロ縁部内・長石・石英・雲母・P140

土　師　器B（7．9）休部は内攣気味に立ち上がり，外面横ナデ。 スコリア 10％，二次焼成痕

ロ縁部は外反する。 暗赤褐色，普通南壁際覆土下層

図版番号

第110図4

器　　種

計　　　測　　　値
石　　質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

砥　　　石9．6 3．8 1．9 107．0凝　灰　岩Q6，PL37，西壁際覆土下層

第538号住居跡（第111・112図）

位置　調査区の中央部，Fllj7区。

重複関係　床面北部を第159・171号溝に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸5．84m，短軸5．73mの隅丸方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　確認面に床が露出するような状況で検出されたことから，覆土・壁は遺存していない。

床　平坦である。中央部は，踏み固められている。床面に焼土が薄く堆積している。
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第111図　第538号住居跡実測図
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第112図　第538号住居跡

出土遺物実測図

ピット　4か所（P1－P4）。Pl・TP4は長径35「46cm，短径30～45cmの

．円形または楕円形で，深さはPlが61cm，P2が52cm，P3が43cm，P4

が45cmである。いずれも柱穴と思われる。

掘り方　壁際を巡るように，溝状の掘り方を確認した。幅50－80cm，深

さ約25cmである。

掘り方土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量
2　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片約20点，混入した縄文土器細片少量が出土している。また，床面から多量の炭化物が出土した。

第112図1の高杯は，床面から出土した細片が接合したものである。

所見　本跡は，床面上から多量の炭化物が出土し，焼土が薄く堆積していることから焼失家屋と考えられる。

時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

第538号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 ・法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 112 図 高　　　 杯 B （5．7） 杯部片は内攣 しなが ら大 きく外 杯部 内 ・外面パ ケ目調整後， ナ 砂粒，ス コリア P・1 41 ，P L 4 2

1 土　 師　 器 傾 して立ち上がる。．．． デ。 にぷい樫色

普通

15％

床面

第539号住居跡（第113－115図）

位置　調査区の中央部，Gllb4区云

重複関係　東壁を第3320号土坑に，南部を第154号溝に掘り込まれていることから＿，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸8．33m，短軸8．28mの方形である。

主軸方向　N－260－W

壁　壁高は42－45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　仝周すると思われ，上幅13－38cm，下幅4－9cm，深さ5－6cmである。

床　平坦である。

竃　上部は耕作による撹乱を受け，下部のみ遺存している。北壁の中央部を壁外に26cmほど掘り込み，砂混じ

りの粘土で構築されている。規模は長さ122cm，幅170cmで，火床部はわずかに掘り込まれている。

竃土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子微量
2　黒　　　色　焼土粒子少量，粘土粒子微量
3　黒　褐　色　粘土粒子少量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子少量
5　にぷい褐色　粘土粒子多量
6　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量

ピット　8か所（P1－P8）。Pl－P4は長径86－97cm，短径73－86cmの楕円形で，深さはPlが73cm，P2が82cm，

P3が64cm，P4が90cmである。P5－P7は径45－55cmの円形で，深さはP5が30cm，P6が52cm，P7が32cmであ

る。Pl～P4はコーナー寄りに位置し，P5－P7はPl～P4の間に位置することから，いずれも柱穴と思われ

る。P8は長径80cm，短径58cmの楕円形で，深さ42cmで南壁寄りに位置しており，出入り口施設に伴うものと

思われる。
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第114図　第539号住居跡寵実測図

貯蔵穴　竃の東側にあり，長軸122cm，短軸87cmの長方形で，深さは77cmである。

貯蔵穴土居解説
1　黒褐色　ローム粒子中量
2　黒　　色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土居解説

1　黒　　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量

遺物　土師器片約300点，石製品2点（臼玉），混入した縄文土器細片約100点，石器1点（磨石）が出土して

いる。第115図1・2の杯は東壁付近の床面から，6の嚢は貯蔵穴の底面から出土している。7の臼玉は，

竃東側の覆土中層から出土している。3－5の杯，8の臼玉，9の磨石は覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀末葉－7世紀初頭）と考えられる。
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第115図　第539号住居跡出土遺物実測図

第539号住居跡出土遺物観察表

⊂⊃

膠炒

0　　　　　　　　　　　　10cm

L　　　；　　！

図版番号器　　種計測値（印）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第115図杯A14．1休部は内攣しながら立ち上がり，休部およびロ緑部外面へラ削り雲母 P142，PL43

1 土　師　器B　4．8口縁部はほぼ直立する。 後，磨き，内面ナデ。 明赤褐色

普通

100％

東壁付近床面

2

杯A13．4□縁部一部欠損。体部は内攣気体部外面へラ削り後，ナデ。内石英・雲母 P143，PL43

土　師　器B　5．3味に立ち上がり，口緑部は内傾面ナデ。口緑部内・外面横ナデ。黒色 75％

する。丸底。 内・外面黒色処理。 普通 東壁付近床面

3

杯A〔14．4〕休部からロ緑部にかけての破片。体部外面へラ削り後，ナデ。内石英・雲母 P144

土　師　器B（4．0）休部は内攣気味に立ち上がり，面ナデ。ロ縁部内・外面横ナデ。黒色 30％

ロ緑部はほぼ直立する。 内・外面黒色処理。 普通 覆土
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図版番号

第 115 図

‘器　　 種

杯

計測値（cm） 器　 形　 の　 特 ‘徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

A 〔14 ．4〕 底部 か ら口縁部 にかけての破片。 体 部外面 ベラ削 り後， ナデ。 内 長石 ・石英 ・雲母 P 14 5

4 土　 一師　 器 ．B （3 ．4） 体部か ら口縁部は内攣気味 に立 面磨 き。白線部外面横 ナデ。内 黒色 20 ％

ち上がる。 ・外面黒 色処 理。 普通 覆土

5

杯 A 〔1白．4〕 休部か ら口縁部 にか けての破片。 体部外面へ ラ削 り後，ナデ。内 長石 ・雲母 P 14 6

土　 師　 器 B （7．0） 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， 面磨 き。口緑部内 ・外面横 ナデ。 にぷい赤褐 色 20 ％

口縁部 は内傾す る。 普通 覆土

　 6

棄 B （11．4） 底部か ら体部 にかけての破片。 体部外面へ ラ削 り後，下位磨 き，砂粒 ・長石 ・石英 P 14 7

土　 師　 器 C　 7．0 平底。体部 は外傾 しなが ら立 ち 内面ナデ。 ．橙色 35％，二次焼 成痕

上が る。 普通 貯蔵穴底面

図版番号 器　　 種

計　　　 測　　　 値
石　 筆 備　　　　　　　　　 考

径 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第115図7 臼　　　 玉 － 1．5 0．6 0．3 2 ．02 滑　　　 石 Q 8，P L 43，竃東側覆土 中層

8 臼　　　 玉 I・2 0．6 0．3 2 ．02 滑　　　 石 Q 39，P L 4 3，覆土

図版番号 器　　 種

計　　 ・測　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第115図9 磨　　　 石 8．9 6 J9 3 ．8 39 3．0 安　 山 ・岩 Q 7 ，P －L 4 3，覆土 ・

第540号住居跡（第116・117図）　　　　　　　　　　　　　　　’

位置　調査区の中央部，Glle4区。

重複関係　北西壁から南西壁にかけて第179号溝に，中央部を東西に横断して第155号溝に掘り込まれているこ

とから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸6．03m，短軸5．82mの隅丸方形である。

主軸方向　N－290－W

壁　壁高は16－23cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　Plは北コーナー部にあり，長径97cm，

覆土　3層からなる。撹乱が入っているため，

短径56cmの楕円形，深さ14cmで，性格は不明である。

堆積状況は不明である。

土層解説
1黒　　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片約60点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第117図1の札　2の甑は南部の覆土上

層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。
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第540号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値－（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 117 図 柑 B （8．6） 体部片。休部 は扁平 な球形 を呈 体部外面へラ削‾り後 ，ナデ。外 長石・雲母 ・スコリア P 148 ，P L 4 2

1 土　 師　 器 し，最大径 を中位 に持つ。 面赤彩 。 赤色

普通

50％

南部 覆土上層

2

甑 B （13．0） 体部片。休部 は直線的 に立 ち上 休部外 面へラ削 り後， ナデ。内 砂粒 ・．スコリア P 149 ．

土　 師　 器 が り，上位で外反す る。 面へラ削 り。 橙色

普通

5％，二次焼成痕

南部 覆土上層

第544号住居跡（第118－122図）

位置　調査区の中央部，Hlla4区。

重複関係　北コーナー部を第179号溝に，南壁を第180号溝に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸8．04m，宜軸7．71mの方形である。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は68－74cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　全周し，上幅30－45cm，下幅5－14cm，深さ6cmほどである。

床　平坦である。

竃　上部は，耕作による撹乱を受け，下部のみ遺存している。北西壁の中央部を壁外に38cmほど掘り込んで，

砂混じりの粘土で構築されている。規模は長さ140cm，幅130cmで，火床部は浅く皿状に掘り込まれている0

寵土層解説
1黒　褐　色　砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
2　にぷい赤褐色　砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量

3　灰　褐　色　砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化物微量
4　暗赤褐色　砂質粘土粒子・焼土粒子少量
5　暗赤褐色　砂質粘土粒子中量，焼土小ブロック少量

6　暗赤褐色　砂質粘土粒子多量，焼土小ブロック中量
7　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量

ピット　4か所（P1－P4）。Pl－P4は径40～45cmの円形で，深さはPlが81cm，P2が62cm，P3が90cm，P4が

78cmである。いずれも柱穴と思われる。

貯蔵穴　竃の東側にあり，長軸75cm，短軸55cmの長方形で，深さは53cmである。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒　　色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化物少量
5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片約110点，混入した縄文土器細片少量が出土している。竃周辺の床面からは，土師器がまとま

って出土した。第120－122図1・2の杯，8の嚢は竃南側から，3・4の嚢は竃西側から，6・7の嚢，9

の甑は竃東側から，いずれも床面から出土している。5の嚢は貯蔵穴の底面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀末葉－7世紀初頭）と考えられる。
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第118図　第544号住居跡実測図（1）
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第119図　第544号住居跡実測図（2）

第544号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－ー11　　　－1－」

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第120図 杯 A 13．8 口縁部一部欠損。丸底。休部は 休部外面へラ削り後，ナデ。内 長石・雲母・スコリア P 154．P L 46

1 土　 師　 器 B　4．5 内攣しながら立ち上がり，口緑 面へラ磨き。口縁部内・外面横 にぷい橙色 80％

部はほぼ直立する。 ナデ。内面黒色処理。 普通 竃南側

2

杯 A 〔14．0〕 口縁部一部欠損。体部は内攣し 休部外面へラ削り後，ナデ。内 雲母 P 155，P L 46

土　 師　 器 B　3．9 ながら立ち上がり，□縁部はほ 面ナデ。口縁部内・外面横ナデ。にぷい橙色 65％

ほ直立する。 普通 竃南側

3

棄 A　21．1 底部からロ緑部にかけての破片。ロ縁部内・外面横ナデ。体部外 長石・石英・スコリア P 156．P L 47

土　 師　器 B　30．6 休部は倒卵形を呈し，口縁部は 面へラ削り後，ヘラ磨き。内面 にぷい褐色 60％，外面煤付着

C　9．0 外反する。端部はつまみ上げ。 ナデ。 普通 竃西側

4

嚢 A　21．0 底部から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外 長石・石英・雲母・ P157．P L 47

土　 師　 器 B （32．7） 休部は倒卵形を里し，口緑部は 面へラ削り後，ヘラ磨き。内面 スコリア 40％

外反する。端部はつまみ上げ。 ヘラ削り後，ナデ。 橙色，普通 竃西側

第121回 莞 A 〔24．8〕 休部から口緑部にかけての破片。口縁部内・外面ナデ。休部へラ 砂粒・長石・石英・ P 158，P L 47

5 土　 師　 器 B （20．3）休部は内攣し，頚部は直立する。削り痕有り。 雲母・スコリア 35％

口緑部は外反する。 にぷい橙色，普通 貯蔵穴底面

6

禁 A 〔33．0〕 休部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外 長石・雲母 P 159，P L 47

土　 師　 器 B （27，0） 休部は内攣する。口緑部は強く 面へラ削り後，ヘラ磨き。内面 にぷい橙色 30％．外面煤付着

外反する。 ヘラ削り後，ナデ。 普通 竃東側
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第120回　第544号住居跡出土遺物実測図（1）
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第121図　第544号住居跡出土遺物実測図（2）
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第122図　第544号住居跡出土遺物実測図（3）

図 版 番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ・手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 12 2 図 棄 B （19 ．0） 休 部 か ら口 縁 部 に か け て の 破 片 。 休 部 外 面 へ ラ削 り。 口縁 部 内 ・ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 16 0

7 土　 師　 器 休 部 は球 形 を呈 し， 最 大 径 を 中 外 面 横 ナ デ。 ス コ リア 20 ％

位 に持 つ 。 口縁 部 は 外 反 す る 。 にぷい赤褐色，普通 竃 東 側

第 12 1 図 嚢 ． B （10．0） 底 部 か ら休 部 に か け て の破 片 。 休 部 外 面 へ ラ削 り後 ， 下 位 磨 き， 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 16 1

8 土　 師　 器 C　 7．5 平 底 。休 部 は外 傾 しな が ら立 ち 内 面 ナ デ 。 ス コ リア 15％

上 が る。 橙 色 ， 普 通 r 竃 南側

第 1 22 図 甑 A　 2 8．5 口縁 部 一 部 欠 損 。 体 部 は 内攣 気 口縁 部 内 ・外 面横 ナ デ 。体 部 外 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 162 ，P L 4 7

9 土　 師　 器 B　2 8．2 味 に立 ち上 が る。 口縁 部 は外 反 面 へ ラ削 り後 ， ヘ ラ磨 き。 内面 にぷ い褐 色 75％

C　 9．4 し， 端 部 はつ まみ 上 げ て い る。 ナ デ 。 普 通 竃東 側

第545号住居跡（第123・124図）

位置　調査区の中央部，Gllfl区。

重複関係　北西壁を第3334号土坑に掘り込まれ，南コーナー部において本跡が第3326号土坑を掘り込んでいる。

本跡は第3334号土坑より古く，第3326号土坑より新しい。

規模と平面形　長軸6．43m，短軸5．60mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－380－W

壁　壁高は15－18cmほどで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　仝周し，上幅20～33cm，下幅4－10cm，深さ5cmほどである。

床　平坦である。

－125－
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第123図　第545号住居跡実測図
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炉　中央部よりやや北寄りに位置する。長径88cm，短径71cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉

である。火床面は赤変硬化している。

炉土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径56－78cm，短径48－68cmの円形または楕円形で，深さはPlが69cm，

P2が88。m，P3が72cm，P4が80cmである。いずれも柱穴と思われる。P5は南東コーナー部に位置し，径52cm

の円形で，深さは60cmである。性格は，貯蔵穴の可能性も考えられるが，不明としておく。

貯蔵穴　竃の東側にあり，長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さは24cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積を示していることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒　　色　ローム粒子・炭化物微量
3　黒褐色　ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片約50点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第124図1の高杯は東部の床面から，2

の高杯，5の小形襲，6の嚢は貯蔵穴から出土している。4の相，8のミニチュア土器はP5から，7のミ

ニチュア土器は南部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

第124図　第545号住居跡出土遺物実測図
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第545号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 124 図 高　　　 杯 B （12 ．2） 口縁部一部欠損 。脚部はハの字 脚部外面へ ラ磨 き，内面ナデ。 長石 ・雲母・スコリア P 16 3，P L 44

1 土　 師　 器 D 〔10 ．7〕 に開 く。杯部は外傾 して開 く。 杯部内 ・外面へ ラ磨 き。 橙 色

普通

50 ％

東部床面 ．

2

高　　　 杯 B （9 ．1） 杯部 欠損 。脚部 はハの字 に開 く。 脚部外面へ ラ磨 き，内面今 ラ削 砂粒 ・長石・スコリア P 16 4，P L 44

土　 師　 器 D 12 ．1 り。外面赤彩。 赤 色

普通

50 ％

貯蔵穴

3

高　　　 杯 A 〔12 ．8〕 杯 部片。杯部下端 に稜 を持 つ。 杯部内 ・外面パ ケ目調整後，へ 砂粒 ・長石・スコリア P 17 0，P L 45

土　 師　 器 B （4 ．8） 体部は外傾 して立ち上が り，口 ラ磨 き。内 ・外面赤彩。1 赤色 15 ％

縁 部は大 きく外反する。 普通 覆土

4

柑 B （3 ．6） 底部か ら体部にかけての破 片。 体部内 ・外面ナデ。底部 にわず 砂粒 ・長石・スコリア P 16 5，P L 4 5

土　 師　 器 C　 2 ．3 体部は扁平な球形 を呈する。平 か なパ ケ目痕。外面赤彩。 にぷい樺色 50 ％，二次 焼成痕

底。 普通 P 5内

5

小　 形　 棄 A　 7 ．2 口縁部一部欠損。休部は球形 を 休部外面へ ラ削 り後へ ラ磨 き， 長石 ・ス コリア P 1 66 ，P L 4 5

土　 師　 器 B　 9 ．2 呈 し，最大径 を上位 に持つ。ロ 内面 ナデ。 口縁部外面横 ナデ， にぷい橙色 90 ％

C　 3．．7 縁部 はわずか に外反する。平底。 内面 パケ目調整後，横 ナデ。 普通 貯蔵穴

6

確瓦
B （6．5） 底部か ら体部 にかけての破片。 体部外面 パケ目調整後， ナデ。 長石 ・雲母・スコリア P 1 67

土　 師　 器 C　 6 ．3 体部 は内攣 しなが ら立 ち上がる。 内面 ナデ。 にぷい赤褐色 10％，二次焼成痕

底部 は平底で，突出す る。 普通 覆土

7

ミニチュア土器 A　 2 ．2　－体部 はやや外傾 しなが ら立 ち上 体部外面指頭 による調整後，へ 長石 ・雲母・スコリア P 1 68 ，P L 4 5

土　 師　 器 B　 3．1 が る。平底云 ラ磨 き。 内面 ナデ。底部 にへ ラ にぷい褐色 100 ％

C　 2．6 磨 き痕有 り。わず かに輪積 み痕 。普通 南部 覆土 中層

8

ミニチュア土器 B （2．7） 口縁部欠損。体部 はやや内傾 し ・体部外面 へラ削 り，内面指頭 に 長石・雲母・スコリア P 1 69

土　 師　 器 C 〔4 ．0〕 なが ら立 ち上が る。平底。 よる調整 。 にぷい褐色

普通

45％

P 5内

第546号住居跡（第125・126図）

位置　調査区の中央部，Gllj2区。

規模と平面形　長軸4．80m，短軸4．36mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－210－W

壁　壁高は24－28cmほどで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　仝周し，上幅18－43cm，下幅4－9cm，深さ8－15cmほどである。

床　平坦である。床面中央部は，踏み固められている。

炉　中央部よりやや北寄りに位置する。長径84cm，短径52cmの楕円形で，床面を浅く掘りくぼめた地床炉であ

る。火床面はブロック状に赤変硬化している。

炉土層解説
1褐　　色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子極少量

ピット　Plは南東コーナー付近に位置し，長径48cm，短径42cmの楕円形で，深さは33cmである。性格は不明

である。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示していることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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第125図　第546号住居跡実測図
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遺物　土師器片約50点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第126図2の高杯は北壁際の床面から出

土している。1の高杯は南東コーナー部，3の相，5の嚢は中央部のそれぞれ覆土下層から出土している。

4の壷，6の嚢は覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。
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第126図　第546号住居跡出土遺物実測図

第546号住居跡出土遺物観察表

三　　二二′5

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　I

図版番号器　　種計測値（m）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第126凶

1

岡　　　林

土　師　器

B（8．5）脚部片。中空で円筒状である。脚部外面赤彩。 長石・スコリア

赤色

普通

P171

30％

南東コーナー覆土下層

2

高　　　杯B（5．6）林部欠損。脚部は大きくラッパ脚部外面へラ磨き，内面パケ目長石・スコリアP172，PL48

土　師　器D12．1状に開く。 調整後，ナデ。外面赤彩。赤色

普通

45％

北壁際床面

3

柑All．8口縁部片。外傾しながら立ち上口緑部内・外面パケ目調整後，長石・スコリアP173，PL48

土　師　器B（7．4）がり，上位はわずかに内傾する。ヘラ磨き。内・外面赤彩。赤色

普通

40％

中央部覆土下層

4

璽EA〔12．0〕頸部から口縁部にかけての破片。
頸部および口縁部内・外面パケ長石・スコリアP174，PL48

土　師　器B（4．8）頭部からわずかに外反しながら日調整後，ナデ。稜合口縁。にぷい褐色5％

立ち上がる。 普通 覆土

5

碧B（3．0）底部から体部にかけての破片。体部外面へラ削り後，ナデ。内砂粒・長石・雲母・・P175

土　師　器C　5．0休部は内攣しながら立ち上がる。面へラ削り。 スコリア5％

平底。 にぷい黄橙色，普通中央部覆土下層

6

棄B（1．1）底部から休部にかけての破片。体部外面へラ磨き。底部木葉痕。長石・スコリアP176

土　師　器C　5．2体部は大きく外傾する。平底。外面赤彩。 赤色

普通

5％

覆土
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第547号住居跡（第127・128図）

位置　調査区の南部，HlOd9区。

規模と平面形　長軸6．12m，短軸4．63mの長方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は13－25。mで，ほぼ垂直に立ち上がる。西壁は耕作のため撹乱され，確認できなかった。

床　平坦である。

竃　北壁の中央部を壁外に48。mほど掘り込み，砂混じりの粘土で構築されている。規模は，長さ114cm，幅108

cmで，火床部はわずかにくぼんでいる。

竃土層解説
1　暗赤褐色　砂質粘土・焼土粒子中量
2　暗赤褐色　焼土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量

ピット　4か所（P1－P4）。Plは長径56cm，短径50cmの楕円形で深さ45cm，P2は径36cmの円形で深さ80cmで

ある。いずれも柱穴と思われる。P3は径46cmの円形で深さは33cm，P4は長径30cm，短径21cmの楕円形で，

深さは30cmである。いずれも性格は不明である。

貯蔵穴　東コーナー部にあり，長軸70cm，短軸58cmの長方形で，深さは57cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量
3　黒褐色　ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片約60点，土製品1点（支脚），混入した縄文土器細片少量が出土している。第128図1・2の

杯は中央部，3の嚢はP3の東側の，それぞれ覆土下層から出土している。5は土製支脚で，竃内から出土し

ている。6の勾玉は，覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期（6世紀末葉－7世紀初頭）と考えられる。
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第127図　第547号住居跡実測図
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第128図　第547号住居跡出土遺物実測図

第547号住居跡出土遺物観察表

の

0　　　　　　　　　3cm

L　；　！

図版番号器　　種計測値（m）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第128図杯A15．1休部は内攣しながら立ち上がり，体部内・外面へラ削り後，ナデ。長石・雲母 P177，PL48

1 土　師　器B　5．1口緑部はほぼ直立する。丸底。ロ緑部内・外面横ナデ。内・外黒色 100％

面黒色処理。 普通 中央部覆土下層

2

杯A12．6体部は内攣しながら立ち上がり，休部外面へラ削り後，ナデ。内砂粒・長石・雲母P178，PL48

土　師　器B　4．6□縁部はほぼ直立する。丸底。面ナデ。口緑部内・外面横ナデ。黒色 95％

内・外面黒色処理。 普通 中央部覆土下層

3

要A〔14．3〕休部は内攣しながら立ち上がる。体部外面へラ削り後，ナデ。内砂粒・長石・石英P179，PL49

土　師　器B19．2休部上端で大きくくびれ，口縁面ナデ。口緑部内・外面横ナデ。・スコリア 85％，二次焼成痕

C　8．9部は外反する。 橙色，普通 P3東側覆土下層

4

襲B（3．1）底部から休部にかけての破片。休部外面へラ削り後，ナデ。内長石・雲母・スコリアP180

土　師　器C　5．1体部は外傾して立ち上がる。平面ナデ。 にぷい黄橙色10％

底。 普通 覆土
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図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

残存率

（％）
形状及び文様の特徴

備　　　 老

長さ 径 厚さ

第128図5 土 製 支 脚 （22．3） 8．1 － 1，550．0 80 円筒形。砂粒 ・雲母を含む。 D P 9，P L 49，竃内 ．

図版番号 器　　 種

計　　　　 測　　　　 値
石　　 質 備　　　　　　　　　 考

長さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第12 8図6 ．勾　　　 玉 2．9 2 ．5 0 ．9 0．1 5．95 瑠　　　 璃 Q 9，P L 49 ，覆土

第548号住居跡（第129・130図）

位置　調査区の南部，Hlle5区。

規模と平面形　長軸3．06m，短軸2．55mの長方形である。

主軸方向　N－700－E

壁　壁高は19－26cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。西部は，踏み固められている○

ピット　Plは長径62cm，短径49cmの楕円形で，深さ38cmである。性格は不明である。

覆土　2層からなる。堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量
2黒褐色ローム粒子中量

遺物　土師器片約20点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第130図1の高杯と2の抑ま・1の上に

2を重ねた状態で，5の嚢とともに，北壁際の床面から覆土下層にかけて出土している。

所見　炉は，検出されなかった〇本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

～

－134－

車

第129図　第548号住居跡実測図



第130図　第548号住居跡出土遺物実測図

第548号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第130回高　　　杯A14．6脚部下位欠損。脚部中空。士不部杯部内・外面へラ磨き。脚部外砂粒・長石・雲母P181，PL50

1 土　師　器B（9．1）下端に接を持ち，内攣気味に外面へラ磨き。 にぷい褐色 60％

傾して立ち上がる。 普通 北壁際床面

2

柑 A　8．8口縁郡一部欠損。休部は内攣し体部およびロ縁部内・外面パケ砂粒・長石・石英・P182，PL50

土　師　器B　4．9て立ち上がり，口緑部は外傾し目調整後，ナデ。 雲母・スコリア95％

C　2．5て立ち上がる。平底。 にぷい褐色，普通北壁際床面

3

柑 A〔11．4〕ロ緑部一部欠損。休部は内攣し体部内・外面へラ削り後，ナデ。砂粒・長石 P183．PL50

土　師　器B　6．5て立ち上がり，口緑部は外傾し口緑部外面へラ磨き，内面ナデ。にぷい赤褐色 55％

C　3．8て立ち上がる。 普通 覆土

4

用 B（6．4）底部から体部片。体部は扁平な休部外面へラ削り後，ヘラ磨き。砂粒・長石・スコリアP185

土　師　器C　3．9球形を呈する。平底。 内面ナデ。外面赤彩痕有り。にぷい橙色

普通

30％

覆土

5

棄 A16．6口縁部片。ロ縁部は外傾して立内・外面パケ目調整。 砂粒・長石・雲母P184

土　師　器B（3．7）ち上がり，端部は外反する。 明褐色

普通

5％，外面煤付着

北壁際床面

第549号住居跡（第131・132図）

位置　調査区の南部，Hllc3区。

重複関係　北部において，第180号溝に東西に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　南北（2．66）m，東西（3・41）mである0北東コーナーを検出しているが・ほとんどが調査区

域外であるため，平面形は不明である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は40C。ほどで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁際の一部で検出した。上幅約30cm，下幅5－8cm，深さ4cmほどである0

床　平坦である。Pl南部は，踏み固められている。

ピット　Plは径26cmの円形である。性格は不明である。
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覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，締まり有り
4　黒　　色　ローム粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片約10点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第132図2の嚢，3の小形台付嚢は，北

東コーナー部の床面から出土している。1の器台は，覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　…＿；　　　！

第131図　第549号住居跡実測図

第132図　第549号住居跡出土遺物実測図
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第549号住居跡出土遺物観察表

寓版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 13 2 回 器　　　 台 B （8 ．3） 器支 部欠損 。脚部はハの字状 に 脚部外面 へラナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 P 18 6．P L 5 0

1 土　 師　 器 D lO ．1 開 く。脚部に 3 孔 。 にぷい褐色

普通

40％

覆土

2

莞 A 16 ．6 底部欠損 。休 部は球形 を呈 し， 休部外面 パケ目調整， 内面 ナデ。砂粒 ・長石 ・雲母 P 18 7，P L 50

土　 師　 器 B （16 ．5） 最大径を中位 に持つ。口緑部は 口緑部 内 ・外面パ ケ 目調整後， にぷい黄橙色 60 ％，外面煤 付着

外傾 し，端部は強 く外反する。 横 ナデ。 普通 北東 コーナー床面

3

′ト形台付嚢 A 〔12 ．1〕 休部 ・口縁 部一部欠損。台部は □緑部 内 ・外面パ ケ目調整後， 長石 ・雲母 P 18 8，P L 50

土　 師　 器 B 14 ．8 ハの字状に開 き，休部は球形 を 横 ナデ。休部 ・台部外面パ ケ 日 褐色 70 ％

D　 7 ．4 呈する。口緑 部は外反する。 調整， 内面 ナデ。 普通 北東 コーナー床 面

第551号住居跡（第133・134図）

位置　調査区の南部，Hllil区。

重複関係　北コーナー付近を第3384号土坑に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸4．51m，短軸4．19mの方形である。

主軸方向　N－430－W

壁　壁高は20－24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

旦2。．6m

第133図　第551号住居跡実測図
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貯蔵穴　東コーナー付近にあり，長径75cm，短径66cmの楕円形で，深さは49cmである。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片約60点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第134図1の嚢は貯蔵穴から，2の嚢は貯

蔵穴の西側から，3の嚢は南西部の床面から出土している。

所見　炉，ピットは検出されなかった。本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。
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第551号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 ＿特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 134 図 棄 A 15 ．9 胴部一部 欠損 。体部 は球形 を呈 口縁部内 ・外面パ ケ目調整後， 長石・雲母 ・スコリア P 18 9，P L 5 1

1 土　 師　 器 B　 21 ．3 し，最 大径 を中位 に持 つ。 口縁 ・ 横ナデ。休部外面パ ケ目調整。 にぷい橙 色 8 5％，下位煤付着

C　 5 ．4 部 は外傾 し，端部 は外 反す る。 普通 貯蔵穴

2．

棄 A 〔17 ．6〕 休 部 ・口緑部 一部 欠損 。休部 は 口縁部内 ・外 面パ ケ目調整後， 長石 ・雲母・スコリア P 1 90，P L 5 1

土　 師　 器 B 19 ．2 球形を呈 し，最大径 を中位 に持 横ナ デ。体部外面パ ケ目調整。 にぷい橙 色 60 ％

C 〔4 ．3〕 つ。 口縁部は外傾 し，端部 は外反。 普通 貯蔵穴西側

3

惑匿
瓦

A 〔19 ．2〕 体部か ら口縁 部にかけての破 片。 口縁部内 ・外面パ ケ目調整後， 長石 ・雲母・ネコリア P 1 91，P L 5 1

土　 師　 器 B （12 ．1） 休部は球形を呈 する。口縁部 は 横 ナデ。休部外面パ ケ目調整。 にぷい橙色 10％

大 きく外反する。 普通 南西部床面

第552号住居跡（第135・136図）

位置　調査区の南部，Hllf3区。

重複関係　北西コーナー付近を第3350・3351号土坑に，南部を東西に第188・191号溝に掘り込まれていること

から，いずれより本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸6．13m，短軸5．45mの長方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は12－26cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦で，北部は一部貼り床である。

炉　中央やや北寄りに位置し，長径123cm，短径58cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。

火床面は，ロームがブロック状に赤変硬化している。

ピット　4か所／（Pl－P4）。P1－P4は長径33－42cm，短径32－38cmの円形または楕円形で，深さは67－88cmで

ある。いずれも柱穴と思われる。

覆土　5層からなり，レンズ状の堆積状況をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説
1　褐　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子極少量
3　暗褐色　ローム粒子極少量

4　褐　　色　ローム粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片約100点，不明土製品1点，石器1点（蔽石），混入した縄文土器細片少量が出土している。

第136図1の高杯は南部の覆土上層から，3の不明土製品，4の敲石は北壁際の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物や住居の形状から古墳時代前期と考えられる。
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炉

第135図　第552号住居跡実測図
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○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　10cm
！　　　；　　　！

第136回　第552号住居跡出土遺物実測図

第552号住居跡出土遺物観察表

○。

0　　　　　　　　　　　5cm

！　　；　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第136図高　　　杯A14．7 脚部欠損。杯部下端に稜を持ち，杯部外面へラ磨き，内面ナデ。長石・雲母・スコリアP192．PL52

1 土　師　器B（5．0）内攣気味に立ち上がる。 内・外面赤彩。 赤色

普通

30％

南部覆土上層

2

高　　　杯B（7．6）脚部片。脚部は中実で，上位に外面へラ削り後，ヘラ磨き。外長石・スコリアP193

土　師　器 なるにつれ，細くなる。 面赤彩。 赤色

普通

20％

覆土

図版番号器　　種
計　測　値（cm） 重　量

（g）

残存率

（％）
形状及び文様の特徴 備　　　　　 考

長　さ 幅 厚　さ

第136図3不明土製品5．9 2．9 － 47．0 100 卵形を呈する。無地，無文である。DPlO．PL52．北壁際覆土中層

図版番号器　　種
計　　　測　　　値

石　　質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重量（g）

第136図4敲　　　石6．2 6．1 5．5 305．0 安　山　岩QlO，PL52．北壁際覆土中層

第554号住居跡（第137・138図）

位置　調査区の南部，Illb2区。

重複関係　北西コーナー付近で，本跡が第3389号土坑を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸6．07m，短軸5．50mの長方形である。

主軸方向　N－60。－E

壁　壁高は26－32cmで，緩やかに立ち上がる。西壁と南壁の一部は，耕作による撹乱のために検出できなかっ

た。

床　平坦である。第3389号土坑上は一部貼床である。床面に多量の炭化物，焼土が検出された。

ー141－



－142－

第137図　第554号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m

［　　；　　」



炉　中央やや北寄りに位置し，長径123cm，短径73cmの楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である0

火床面は，わずかに赤変している。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化物微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化物微量

ピット　3か所（Pl－P3）。P1－P3は長径26－36cm，短径22－35cmの円形または楕円形で，深さは60－67cmで

ある。いずれも柱穴と思われる。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長軸72cm，短軸45cmの長方形で，深さは31cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量
3　黒褐色　ローム粒子極少量

覆土　6層からなる。全面に耕作による撹乱が入るが，壁際の堆積状況から自然堆積と思われる。

土居解説
1黒　　色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
6　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片約200点，混入した縄文土器細片約110点が出土している。その他，多量の炭化物，焼土が床面

から検出されている。第138図5の嚢は東壁際の床面から，6の甑は北壁際の覆土下層から出土している。

1一・・・一七子： 「∴言

第138図　第554号住居跡出土遺物実測図

一143－

「‘：

10cm

し＿＿　　；　　」



所見　本跡は，床面から多量の炭化物や焼土が検出されたことから，焼失家屋と思われる。時期は，出土遺物

から古墳時代前期と考えられる。

第554号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形 ‘の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 138 図 器　　　 台 A　 8．1 脚部一部 欠損 。脚部 はハの字状 口縁部内 ・外面ナデ。脚部外面 長石 P 1 99 ，P L 54

1 土　 師　 器 B　 7．0 に開 く。脚部 に 3 孔。杯部 は内 ．ヘ ラ磨 き，内面ナデ。内 ・外面 ・赤 色 50 ％

D 〔9．6〕 攣気味 に外傾 して立 ち上が る。 赤彩。 普通 覆土

2

器　　　 台 B （2．3） 脚部お よび口縁部欠損。器受部 器受部内 ・外面へ ラ磨 き。 長石 P 20 0

土　 師　 器 は内攣気味 に立 ち上が る。 内 ・外面赤彩。 赤色

普通

20 ％

覆土

3

柑 A　 9．4 休部欠損。 口縁部 は外傾 して立 口縁部内 ・外面へラ削 り。 砂粒 ・．長石 ・雲母 P 20 1，P L 54

土　 師　 器 B （4．4） ち上が る。 明褐色

普通

45 ％

覆土

4

装　 飾　 壷 B （5．6） 頸部か ら口縁部 にか けての破片。 頚部お よび口縁 部外面 パケ 目調 雲母 ・スコリア P 20 2，P L 54

土　 師　 器 頚部か ら口縁部 にか け，大 き く 整後，ヘ ラ磨 き。内面 パケ 目調 明褐色 5％

外傾 して立 ち上が る。複合 口縁。 整後，ナデ。 普通 覆土

5

棄 A 〔18 ．4〕 体部半分欠損。体部 は球形 を呈 口縁部外面パケ 目調整， 内面ハ 長石 ・スコリア P 2 03 ，P L 5 4　r

土　 師　 器 B （2 1．8） し，上位 に最大径 を持つ。 口縁 ケ 目調整 後，ナデ。体部外面ハ 橙色 30％，外面煤付着

部は外反 して立ち上がる。1 ケ 目調整 ，内面 ナデ。 普通 東壁 際床面

6

甑 A 〔2 1．4〕 体部か ら口縁部にかけての破片。 口縁部 内 ・外面 パケ目調整後， 長石 ・スコリア P 2 04

土　 師　 器 B （8 ．6） 休部は内攣気味に立ち上が り， ナデ。体部 内 ・外面 ナデ。‾外面 にぷい橙色 5 ％

口縁部 は外傾 して立 ち上がる。 パケ目調整痕有 り。 普通 北壁際覆土下層

第555号住居跡（第139・140図）

位置　調査区の南部，Illa5区。

重複関係　中央部を南北に第183号溝に，東部を第184号溝に掘り込まれており，いずれより本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3．76m，短軸3．51mの隅丸方形である。

主軸方向　N－470－E

壁　壁高は16－26cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。床面から多量の焼土が検出された。

ピット　Plは東コーナーに位置し，長径46cm，短径38cmの楕円形，深さは46cmで柱穴と思われる。

覆土　6層からなる。ブロック状の堆積状況や覆土中の含有物から人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色
2　暗赤褐色
3　黒褐色
4　暗赤褐色
5　暗褐色
6　褐　　色

ローム粒子・焼土粒子微量
焼土中ブロック・焼土粒子多量
ローム粒子少量，炭化物微量
焼土中ブロック・焼土粒子中量，炭化物少量
ローム粒子中量，炭化物微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片約40点，混入した縄文土器細片少量が出土している。その他，多量の炭化物が床面から検出さ

れた。第140図1の杯はPl底部から，2の嚢は中央やや北寄りの覆土下層から出土している。

所見　本跡は，床面から多量の炭化物・焼土が検出されたことから焼失家屋と思われる。時期は，出土遺物か

ら古墳時代前期と考えられる。
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第139図　第555号住居跡実測図

第140図　第555号住居跡出土遺物実測図
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第555号住居跡出土遺物観察表

図版番一号 器　　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 14 0 図 杯 A　 9 ．0 口縁部一部欠損 。体部は内攣 し 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外 長石 ・雲母・スコリア P 2 05 ．P L 5 3

1 土　 師　 器 B　 3 ．2 て立ち上が り，口緑 部はほぼ直 面パ ケ目調整後，ヘ ラ磨 き。内 橙色 9 5％

C　 2 ．6 立する。平底。 面横 ナデ。 普通 P l内

2

要 A 〔17湖 休 部お よびロ緑部 一部 欠損。体 ロ縁部内 ・外面パ ケ目調整後， 長石 ・雲母 P 2 06，P L 53

土　 師　 器 B　 22．7 部 は球形 を里 し，最 大径 を中位 横 ナデ。休部外面パ ケ目調整， 暗赤褐色 60 ％

C　 4．8 に持 つ。 口縁部 は外傾 する。 内面横 ナデ。 普通 北側覆土下層

3

棄 A 〔12．5〕 体部 か ら口縁部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面パケ 目調整後ナ 長石 ・雲 母 P 20 7，P L 53

土　 師　 器 B （5．6） 体部 は内攣 しなが ら立ち上が り， デ。休部外面パ ケ日調整，内面 にぷい橙 色 10 ％

口緑部 は外傾 して立 ち上が る。 ヘ ラ削 り。 普通 覆土

第560号住居跡（第141・142図）

位置　調査区の南部，Illf6区。

規模と平面形　長軸4．33m，短軸3．47mの長方形である。

主軸方向　N－440－E

壁　壁高は8－12cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。

＼l

－146－

第141図　第560号住居跡実測図
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貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，一辺が80cmの隅九方形で，深さ22cmである。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，白色粘土ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量

覆土　2層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量

遺物　土師器片約40点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第142図2の器台は東部の覆土中層から3

の嚢は北コーナー部の覆土上層から，4の嚢と6のミニチュア土器は貯蔵穴から，それぞれ出土している。

所見　炉・ピットは検出されなかった。本跡の時期は，出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

『長考

＼二

第142図　第560号住居跡出土遺物実測図

第560号住居跡出土遺物観察表

駐l二Il干

10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値km） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第142図高　　　年A〔6．9〕杯部片。杯部は外傾して立ち上杯部内・外面ナデ。 長石・雲母・スコリアP215

1 土　師　器B（2．9）がり，口縁端部はやや外反する。 にぷい橙色

普通

10％

覆土

2

器　　　台A　6．2脚部一部欠損。脚部はハの字状杯部内・外面へラ磨き。脚部外砂粒・雲母・スコリアP216．PL53

土　師　器B　7．6に開く。脚部に3孔。器受部は面へラ磨き，内面へラ削り後，橙色 80％

D　9．2やや内攣気味に立ち上がる。ナデ。 普通 東部覆土中層

3

棄 A〔15．0〕休部からロ縁部の破片。休部は口縁部内・外面パケ目調整後，砂粒・雲母・スコリアP217，PL53

土　師　器B（13．0）扁平な球形を呈し，最大径を中ナデ。休部外面パケ目調整，内にぷい黄橙色 30％，下位煤付着

位に持つ。□縁部は外反する。面ナデ。 普通 北コーナー部覆土上層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

4

粟 A 〔17．5〕 休 部か ら口縁部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面 ナデ。休部外面 長石 ・雲母 P 218 ，P L 5 3

土　 師　 器 B （18．9） 休 部は内攣 して立ち上が り， 口 パ ケ目調整後， ナデ。 にぷい褐色 15％

緑部 は外反す る。 普通 貯蔵穴

5

装　 飾　 壷 A 〔15．6〕 頚部か ら口緑部 にか けての破片。 口縁部外面へ ラ磨 き，内面ナデ。 長石 ・雲母 P 219 ，P L 5 3

土　 師　 器 B （6．3） 頸部 はほぼ直立す る。 口縁部 は 口緑部下端 に刻み。頚部内 ・外 赤 色 5％

外傾 し，端部 は外反す る。 面ナデ。内 ・外面赤彩。 普通 覆土

6

ミニチュア土器 A 〔8 ．8〕 休部か ら口緑部一部欠損。底部 外面パケ 日調整，内面ナデ。輪 砂粒 ・長石 ・雲母 P 22 0 ．P L 5 3

土　 師　 器 B　 4 ．5 は突出す る。休部か ら口緑部 に 積 み痕有 り。 橙色 60 ％

C　 5 ．0 か けて内攣気味 に立 ち上が る。 普通 貯蔵穴

第564号住居跡（第143・144図）

位置　調査区の南部，Illc4区。

規模と平面形　南北（2．20）m，東西（2．34）mである。南部が調査区城外のため，平面形は不明である。

壁　壁高は6－12cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。床面から多量の焼土が検出された。

覆土　単一層である。堆積状況は不明である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片約50点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第144図2・3の嚢は北コーナー部の床

面から，散在した状態で出土している。

所見　本跡は，床面から多量の焼土が検出されたことから，焼失家屋と思われる。時期は，出土遺物から古墳

時代前期と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　・・l i

旦20．8m

第143図　第564号住居跡実測図

8　　　　2　　3
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第144図　第564号住居跡出土遺物実測図

第564号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！＋＋…」」＿＿＿」

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第144図 高　　　 杯 B （5．4） 杯部欠損。脚部はハの字に大き 脚部外面へラ削り後，ヘラ磨き。長石・石英・スコリア P225，P L 45

1 土　 師　 器 D 〔9．8〕 く開く。 内面ナデ。 にぷい橙色

普通

15％

覆土

2

棄 A 12．5 底部・口緑部一部欠損。体部は ロ縁部内・外面パケ日調整。体 砂粒・長石 P226，P L 45

土　 師　 器 B （14．0） 球形を呈し，口縁部は外傾して 部外面パケ目調整，内面ナデ。 にぷい黄橙色 75％，外面煤付着

立ち上がる。 普通 北コーナー床面

3

襲 A 〔17．8〕 休部半分欠損。体部は球形を里 ロ縁部外面パケ目調整，端部ナ 砂粒・スコリア P227，P L 45

土　 師　 器 B （15．2） し，口緑部は外傾して立ち上が デ，内面パケ目調整後，ナデ。 黒褐色 35％

る。 体部内・外面パケ日調整。 普通 北コーナー床面
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表4　古墳時代住居跡一覧表

住居跡

番　号

．位 置 主軸方向 平 面 形

規　 模 （m ）

（長軸×短軸）

（南北×東西）

壁　 高

（cm）

床面
内　 部　 施　 設

覆土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

新旧関係 （古→新）
壁溝 柱 穴 貯蔵穴 ピット入口 炉・竃

505 Elld4 N －470－W 方　　 形 6．09　×　6．07 36～46 平坦 仝 周 4 1 1 1 竃 自然 土師器 （杯 ，賓） 後期，焼失

511 ElOh 2 N －480－W 方　　 形 6．42　×　6．22 40～46 平坦 全 周 4 1 － 1 軍 自然 土師器（株軋 ミニチュア土器 後期，本跡→SD152

513 FlOd4 N －320－W 隅丸方形 3．84　×　3．71 25～27 平坦 － － － 1 － ．炉 自然 土師器片 前期，焼失

514 FlO i3 N －250－W 方　　 形 7．66　×　7．63 36～52 平坦 全周 6 1 5 1 竃 自然 土師器（杯），須恵器（高杯）後期，焼失

519．

520

GlOf 5 N － 0 0 長 方 形 5．60　×　4．33 32～39 平由 全周 4 － 4 1 － 自然 土師器（恥軋高杯溜飾壷）本跡→SI570 ・571・SK3142

G 9 h 9 不 ＿　明 不　　 明 3．98 ×（2．66） 31～43 平坦 不明 2 － 2 － 炉 2 自然 土師器（軋高杯風 邪 上錘 前期

521 H 9 a 8 不　 明 不　　 明 〔3．．15〕×（2．76） 25　－平坦 一部 ．2 － 3 － － 不明 土師器 （高杯） 前期

525 GlOg 4 N －290ニW 方　　 形 5．43 ×．5．36 46－48 平坦 全周 4 1 － － 竃 自然 土師器 （杯 ，襲 ，甑う 後期，本跡→SK3197 ・3203

526 FlOe 9 N －270－W 方　　 形 7．71 ×　7．66 50～58 平坦 仝周 4 1 － － 竃 自然 土師器肺 葉，甑L支凱砥石 後期，本跡→SK3217 ・3218

527 Flle 2 N －190－W 方　　 形 5．31 ×　5．12 33～43 平坦 一部 4 1 － － 竃 自然 土師器 （杯 ，椀 ，嚢） 後期，本跡→SI528 ・529

531 Fllc 4 N －210－W ・不　　 明 6．63　×　6．59 25～36 平坦 － 4 1 － － 竃 自然 土師器（軋 襲，甑），支脚 後期藩跡→SK3234・3211ほか

532 F12C 2 N －130－W 方　　 形 （5．36）× 5．24 15～22 車坦
－ 4 － 1 － 竃 不明 土師器 （嚢，甑） 後期，本跡→SD161 ・168

537 Flle o N － 8 0－E 長 方 形 6．59　×　5．80 5”20 平担 全周 4 1 3 － － 竃 自然 土師器（杯，嚢，椀），砥石 複軌本跡→SK3286・3301ほか

538 Fll‾j7 N － 3 0－W 隅丸方形 5．84　×　5．73 － 平坦 － 4 － － － － －
土師器 （高杯） 前期，本跡→SD159 ・171

539 Gllb 4 N －260－W 方　　 形 ．8．33　×　8．28 42－45 平坦 仝周 7 1 － 1 竃 自然 土師器（杯，嚢），臼玉，磨石 後胤 掛 SK3320・SD154

54・0 Glle4 N －290－W 隅丸方形 6．03　×　5．82 1°6－23 平坦 － － － 1 － － 不明 土師琴 （札 甑） 前期，本跡→SD155 ・179

544 Hlla4 N －340－W 方　　 形 8．04　×　7．71 68°～74 平坦 仝周 4 1 － － 竃 自然 土師器 （杯，襲，甑） 後期，本跡→SD179 ・180

545 Gllfl N －380－W 隅丸長方形 6．43　×　5．60 15－18 平坦 仝周 4 1 1 － 炉 自然 土師器（札器台，ミニチュア）前臥 SK3326→本跡→SK3334

546 Gllj2 N －210－W 隅丸長方形 4．80　×　4．36 24～28 平坦 全周 － － 1 － 炉 自然 土師器（高札 相，嚢，壷） 前期

547 HlOd9 N －200－W 長 方 形 6．12　×　4．63 13～25 平坦 － 2 1 2 － 竃 自然 土師器 （杯 ，嚢），支脚 後期

548 Hlle5 N －700－ E 長 方 形 3．06　×　2．55 19－26 平坦 － － － 1 － － 不明 土師器 （高杯，相 ，襲） 前期

549 Hll．C3 N － 2 0－ E 不　　 明 （3．41）×（2．66） 40 平坦 一部 － － 1 － － 自然 土師器（器台，台付嚢，棄） 前期 ，本跡→SD180

551 Hllil N －430－W 方　　 形 4．51 ×　4．19 20～24 平坦 － － 1 － － － 自然 土師器 （嚢） 前期 ，本跡→SK3384

552 Hllf3 N －160－W 長 方 形 6．13　×　5．45 12～26 平坦 － 4 － － － 炉 自然 土師器（討札不明土製品儲石 前期 ，本跡→SK3351

554 Illb2 N －600－ E 長 方 形 6．07．× 5．50 26～32 平坦 － 3 1 － － 炉 自然 土師器 （器台，相 ，襲） 前期，焼失，SK3389→本跡

555 Illa5 N －470－ E 隅丸方形 3．76　×　3．51 16～26 平坦 － － － 1 － － 人為 土師器 （杯 ，棄） 前期，本跡→SD183 ・1糾

560 Illf6 N －440－ E 長 方 形 4．33　×　3．47 8 ”12 平坦 － － 1 － － － 自然 土師器（器台風 ミニチュア） 前期

564 Illc4 不　 明 不　　 明 （2．20）×（2．34） 6 －12 平坦 不明 土師器 （棄） 前期，焼失
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3　平安時代の遺構と遺物

（1）竪穴住居跡

第504号住居跡（第145・146図）

位置　調査区の北部，Dllg2区。

規模と平面形　一辺が2．86mほどの隅丸方形である。

主軸方向　N－920－E

壁　壁高は17－19cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。中央部から竃にかけて踏み固められている。

竃　東壁の中央部を壁外に35cmほど掘り込み，砂粒混じりの粘土で構築されている。耕作による撹乱を受け，

遺存状態は不良である。規模は長さ75cm，幅70cmで，火床部にわずかに焼土が残る。

奄土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量

3　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化物少量

4　暗赤褐色　焼土粒子少量

ピット　Plは径35cmの円形で，深さ25cmである。柱穴と思われる。

覆土　5層からなる。覆土中に焼土および炭化物（材）を多量に含み，ブロック状の堆積をしていることから

人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　炭化物・焼土粒子中量

4　時赤褐色　焼土小ブロック・粒子中量，ローム小ブロック・粒子・炭化物少量

5　褐　　色　ローム粒子多量，炭化物少量

遺物　土師器片約30点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第146図1の杯はPlの覆土上層から，2

の高台付杯は西壁際の床面から出土している。

第145図　第504号住居跡実測図

2m

L＿＿　　　；　　　！
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所見　本跡は，覆土中に焼土および炭化物（材）を多量に含むことから，焼失家屋と考えられる。時期は，出

土遺物から平安時代（9世紀後半）と考えられる。

一三幸二

第146図　第504号住居跡出土遺物実測図

第504号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト－一一一一一一十－一一一」

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴　－ 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第146図 杯 A〔12．8〕底部から口緑部にかけての破片。口緑部，体部内・外面横ナデ。長石・石英・スコリア P2，PL55

1 土　師　器 B　3．6 体部，口縁部は外傾して立ち上 底部へラ切り。 橙色 15％

C〔5．2〕がる。 普通 Pl覆土上層

2

高台付杯 A〔14．7〕底部から口縁部にかけての破片。口縁から休部外面ロクロナデ。 長石・スコリア P3，PL55

土　師　器 B（5．3）体部は内攣気味に立ち上がり， 内面丁寧なヘラ磨き。内面黒色 にぷい橙色 30％

口縁部はわずかに外反する。 処理。 普通 西壁際床面

3

禁 A〔18．9〕休部からロ縁部にかけての破片。口緑部，体部内・外面へラナデ。長石・スコリア P4

土　師　器 B（10．9）休部は内攣して立ち上がり，口 にぷい橙色 10％

緑部はほぼ直立する。 普通 覆土

第509号住居跡　（第147・148図）

位置　調査区の北部，FlObl区。

規模と平面形　長軸2．95m，短軸1．39mほどの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は23－26cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。中央部から竃にかけて踏み固められている。

竃　北壁の中央部を壁外に55。mほど掘り込み，構築されている。耕作により掘り込まれ，遺存状態は不良であ

る。袖部が構築されていた壁には粘土がわずかに残っている。規模は長さ75cm，幅70cmである。火床部はわ

ずかに掘りくぼめられており，内部から土製支脚が出土している。

竃土層解説

1　黒褐色　灰褐色粘土粒子・焼土粒子少量

2　黒褐色　灰褐色粘土粒子・焼土小ブロック少量

3　黒褐色　粘土粒子・灰褐色粘土粒子微量

4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化物少量

5　暗赤褐色　粘土粒子中量，焼土小ブロック少量

6　暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径30cm，短径23cmの楕円形で，深さ77cm，P2は径25cmの円形で，深さ25cm

である。いずれも柱穴と思われる。P3－P5は長径45－80cm，短径30－45cmの楕円形で，性格は不明である。
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覆土　2層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片約20点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第148図1の杯は竃南部の床面から出土

している。2の杯，3の嚢は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代（9世紀後半）と考えられる。
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第147図　第∽9号住居跡実測図
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第509号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 14 8 図 杯 A 〔15．8〕 口綾部一部欠損。休部 は内攣気 口緑か ら休 部外面ロ クロナデ。 長石 ・石英 P 18 ，P L 5 6

1 土　 師　 器 B　 5．3 味 に立 ち上が る。 口縁部 は外傾 内面ロ クロナデ後，丁寧 なヘラ 明赤褐色 50％

C　 7 ．7 して立 ち上が る。 磨 き。底 部へラ切 り。 普通 竃南側床面

2

杯 A 〔12 ．2〕 底部か ら口緑都にかけての破片。 ロ縁部 内 ・外面横 ナデ。体都外 長石・雲母・スコリア P 19

土　 師　 器 B　 2 ．9 休部か ら口縁部は外傾 して立ち 面ロクロナデ，内面 ナデ。底部 橙色 15％

C 〔7 ．0〕 上がる。 ヘラ切 り。 普通 覆土

3

棄 A 〔14 ．8〕 休部か ら口縁部にかけての破片。 ロ緑部 内 ・外面横 ナデ。体部外 砂粒 ・スコリア P 2 1、P L 56

土　 師　 器 B （5 ．3） 体部は内攣 して立 ち上が り，頸 面 へラナデ。 赤褐色 5％

部で くびれ 口縁部は外反する。 普通 覆土

第510号住居跡（第149・150図）

位置　調査区の西部，ElOj5区。

重複関係　北東コーナーを第3138号土坑に，南西コーナーを第3144号土坑に，北西コーナーを第3143号土坑に

掘り込まれており，いずれより本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸〔3．18〕m，短軸3．11mの方形である。

主軸方向　N－940－E

旦21．6m

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第149図　第510号住居跡実測図
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壁　壁高は14－19cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。

竃　東壁を壁外に60cmほど掘り込み構築されている。左袖は第3138号土坑に掘り込まれ現存しない。規模は長

さ65cm，幅〔50〕cmで， 火床部は浅く掘り込まれており，わずかに焼土が確認できる。土製支脚が燃焼部の

奥から出土している。

竃土層解説

1黒褐色　焼土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量

3　暗赤褐色　焼土粒子少量

4　暗赤褐色　焼土中ブロック・粒子少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl・P2は長径36cm，短径26cmの楕円形，深さ25cmで，柱穴と思われる。P3は径

25cmの不定形，P4は南東コーナー部にあり径40cmほどの不定形である。いずれも性格は不明である。

覆土　4層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量

4黒褐色ローム粒子中量

遺物　土師器片約40点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第150図1・2の杯は竃から，3の高台

付杯はP2から，それぞれ出土している0　3の高台付杯の体部には「得」と墨書されている。

所見　本跡の時期は，住居跡の形状，出土遺物から平安時代（9世紀後半－10世紀前半）と考えられる。

昌顎 三三転

第150図　第510号住居跡出土遺物実測図

第510号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第150図 杯 A〔12．3〕底部から口縁部にかけての破片。口縁部，体部外面ロクロナデ。長石・スコリアP22，PL57

1 土　師　器B　3．4 体部は外傾して立ち上がり，口口縁部から体部内面ナデ。底部橙色 30％

C　7．7 縁部はわずかに外反する。 ヘラ切り。 普通 竃内

2

杯 A〔12．0〕底部から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部外長石・スコリアP23，PL57

土　師　器B　3．8 体部から口縁部は外傾して立ち面ロクロナデ，内面磨き。底部にぷい橙色 25％

C〔6．8〕上がる。 ヘラ切り。 普通 竃内

3

高台付杯A12．1 口縁部一部欠損。平底にハの字体部内・外面ロクロナデ。底部長石・雲母・スコリアP24，PL57

土　師　器B　5．1 状の高台が付く。体部は外傾し回転へラ切り。休部外面に「得」橙色 95お

D　8．1

E　1．3

て立ち上がる。 の墨書。 良好 P2内

－155－



第512号住居跡（第151図）

位置　調査区の西部，FlOe6区。

規模と平面形　南北3．74m，東西（1．23）mである。東部は調査区域外であり，平面形は不明である。

壁　壁高は14cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片，混入した縄文土器細片少量が出土している。第151図1の高台付杯は，西部の覆土中層から

出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代（10世紀前半）と考えられる。

㊤

旦21．8m

3

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第151図　第512号住居跡・出土遺物実測図

第512号住居跡出土遺物観察表

と＝圭≡≡者－

0　　　　　5cm

仁一＿＿：」

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第151図 高台付杯 B （2．4） 高台部から底部にかけての破片。底部内・‾外面ナデ，高台部貼り 長石・スコリア P32

1 土　 師　 器 D　7．5

E　l．2

．高台は短くハの字状に開く。 付け後，ナデ。 にぷい橙色

普通

25％

西側覆土中層

ー156－



第515号住居跡（第152図）

位置　調査区の西部，FlOe2区。

重複関係　北西コーナー部を第3153号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸3．45m，短軸3．79mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は23－34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，南壁から竃にかけて踏み固められている。耕作による撹乱が床面まで達している。

竃　北壁の中央部を壁外に65cmほど掘り込み，構築されている。耕作により掘り込まれ，遺存状態は不良であ

る。規模は長さ85cm，幅70cmで，火床部は浅く皿状に掘り込まれており，わずかに焼土が確認できる。袖部

と袖部前面と推定される付近に粘土が散在することから，粘土を竃材としていたと考えられる。

U！

第152図　第515号住居跡実測図
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寵土層解説

1暗赤褐色　灰褐色粘土粒子・焼土粒子少量

2　暗赤褐色　灰褐色粘土粒子・焼土粒子中量，ローム粒子微量

3　暗赤褐色　灰褐色粘土粒子・焼土粒子中量

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径28cmの円形，深さ65cmで，柱穴と思われるo P2は径65cmの不定形で，性

格は不明である。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる0

土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・炭化物微量

遺物　土師器細片約30点，混入した縄文土器細片少量が出土している0

所見　本跡の時期は，住居跡の形状，出土遺物から平安時代と考えられるが・土器が細片のため詳細な時期を

推察するのは困難である。

第516号住居跡（第153・154図）

位置　調査区の西部，F9ho区。

重複関係　北東コーナーを第3154号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

旦21．4m
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第153図　第516号住居跡実測図
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規模と平面形　長軸3．50m，短軸3．26mの方形である。

主軸方向　N－920－E

壁　壁高は22－32。mでほぼ垂直に立ち上がる。両壁と北壁の一部に壁溝を検出した。

壁溝　南壁と西壁の一部に残存し，上幅20－25cm，下幅8－12cm，深さ5－8cmほどである。

床　平坦である。耕作による撹乱が床面まで達している。

竃　東壁の中央部を壁外に45cmほど掘り込み，構築されている0耕作により掘り込まれ，遺存状態は不良であ

る。規模は長さ85cm，幅80cmで，火床部は床面を浅く皿状に掘り込んでおり，わずかに焼土が確認できる。

袖部と神都前面と推定される付近に粘土が散在することから，粘土を竃材としていたと考えられる。

寵土層解説

1黒褐色　ローム粒子・炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子・灰白色粘土粒子少量

3　暗赤褐色　灰白色粘土粒子・焼土粒子中量

4　暗赤褐色　灰褐色粘土粒子・炭化物中量

5　暗赤褐色　灰褐色粘土粒子・焼土粒子少量

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは竃北側に位置し，径43cmの円形で，深さ25cm，P2は南東コーナー付近に位

置し，径55。mの不定形で，深さ15cmである。いずれも性格は不明である。

覆土　6層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子少量

l

第154図　第516号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片約60点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第154図1の皿は，覆土中の破片を接合

したものである。2の高台付杯，3・5の嚢は竃北側の床面から出土している。4は覆土中からの出土であ

る。

所見　本跡の時期は，住居跡の形状，出土遺物から平安時代（10世紀前半）と考えられる。

第516号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色‘調 ・焼成 備　　　 考

第 154 図 皿 A 1 2．3 体部一部欠損。体部か ら口縁部 体部， 口縁部 内 ・外面 ロクロナ 長石 ・雲母 P 264 ，P L 5 9

1 土　 師　 器 B　 3．0 にか けて外傾 して立 ち上が る。 デ。底部 回転 へラ切 り。 橙色 75％

C　 8．2 平底。 普通 覆土

2

高 台 付 杯 B （2．4） 高台部か ら底部 にかけての破片。 底部外面 ナデ， 内面 へラ磨 き。 長石 ・石英 ・雲母 P 43，P L 59

土　 師　 器 D　 8．0 高台 は短 くハの字状 に開‘く。 高台部貼 り付 け後， ナデ。底部 にぷい赤褐色 30％

E　 l．2 回転へ ラ切 り。 普通 竃北側床面

3

棄 A ‘20．2 休部か ら口縁部 にかけての破片。 体部外面 へラ削 り。 内面 ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 44，P L 59

土　 師　 器 B （17．1）・休部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， 口縁部 内 ・外面横 ナデ。 ス コリア 35％，二次焼成痕

口縁部 は外傾 して立 ち上が る。 橙色，普通 竃北側床面

4

襲 A 〔20．8〕 休部 から口縁部 にか けての破片。 休部外面 へラ削 り後 ，ナデ。内 長石 ・石英 ・雲母 P 45，P L 59

土　 師　 器 B （16．0） 休部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， 面 ナデ。 口縁部 内 ・外面横 ナデ。 褐色 15％

口縁部 は外傾 して立 ち上が る。 普通 覆土

5

棄 A 〔23．0〕 休部か ら口縁部 にかけての破片。 体部外面へ ラ削 り後， ナデ。 内 長石 ・石英 ・雲母 P 46

土　 師　 器 B （12．0） 休部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， 面 ナデ。 口縁部 内 ・外面横 ナデ。 褐色 5％

口縁部 は外傾 して立 ち上がる。 普通 竃北側床面

第517号住居跡（第155・156図）

位置　調査区の西部，GlOd2区。

規模と平面形　長軸1．63m，短軸1．53mの隅丸方形である。

主軸方向　N－930－E

壁　壁高は10cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。竃から中央部にかけて，踏み締められている。

竃　東壁の中央部を壁外に40cmほど掘り込み，構築されている。耕作により掘り込まれ，遺存状態は不良であ

る。規模は長さ75cm，幅43cmで，火床部は床面を浅く掘り込んでいる。袖部と袖部前面と推定される付近に

粘土が散在することから，粘土を竃材としていたと考えられる。

竃土層解説

1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子・焼土粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片約40点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第156図1の高台付杯は竃西側から，2

の高台付杯は，北東コーナー付近のそれぞれ床面から出土している。3の高台付杯は覆土中からの出土であ

る。
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所見　本跡の時期は，住居跡の形状，出土遺物から平安時代（9世紀後半－10世紀前半）と考えられる。
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第155図　第517号住居跡実測図
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第156図　第517号住居跡出土遺物実測図

第517号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第156図

1

高台付杯A14．1体部からロ緑部にかけて一部欠休部外面ロクロナデ，内面ロク砂粒・長石・雲母P48，PL59

土　師　器B　5．2損。休部から口縁部にかけて内ロナデ後，ヘラ磨き。内面黒色褐色 80％

D　7．1

E　l．3

攣しながら立ち上がる。高台は

短くハの字状に開く。

処理。底部回転へラ切り。 普通 竃西側床面

2

高台付杯B（2．2）高台部から底部にかけての破片。底部外面ナデ，内面へラ磨き。長石・雲母 P50

土　師　器D　6．9高台は短くハの字状に開く。高台部貼り付け後，ナデ。底部にぷい橙色 20％

E　1．1 回転へラ切り。内面黒色処理。普通 北東コーナー床面

3

高台付土不A〔15．4〕底部から口緑部にかけての破片。休部外面ナデ，内面へラ磨き。長石・雲母 P49

土　師　器B（4．4）体部は内野しながら立ち上がり，ロ緑部内・外面横ナデ。底部回にぷい橙色 20％

口縁部は外反する。 転へラ切り。内面黒色処理。普通 覆土
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第518号住居跡（第157・158図）

位置　調査区の西部，GlOc6区。

重複関係　北部を東西に第155号溝に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸4．14m，短軸（4．24）mである。北部は掘り込まれ形状は不明であるが，長方形と思われ

る。

主軸方向　N－920－E

壁　壁高は4－14cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。中央部が踏み締められている。

竃　東壁の中央部を壁外に74cmほど掘り込み，構築されている。中央部を耕作により掘り込まれ，遺存状態は

不良である。規模は長さ85cm，幅66cmで，火床部は浅く掘り込まれており，焼土が散在している。

1　　　1　　1　　1　　1　1

第157回　第518号住居跡実測図

2m
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覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片約40点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第158図1の高台付杯は竃から，2の嚢

は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代（10世紀前半）と考えられる。

第158図　第518図住居跡出土遺物実測図

第518号住居跡出土遺物観察表

㌻l・二

㌔
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一・一一……－←一一一一」

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　 の　特　徴 手　法　 の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第158図 高台付坤こA 〔16．射 底部から口縁部にかけての破片。休部外面ナデ，内面へラ磨き。 長石・雲母 P51，P L 59

1 土　 師　器 B　5．5 休部は内攣しながら立ち上がり，口緑部内・外面梼ナデ。内面黒 橙色 15％

口緑部はわずかに外反する。 色処理。 普通 竃内

2

襲 A 〔17．8〕休部から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部外 長石・石英・雲母・ P52，P L 59

土　 師　器 B （7．2）休部は内攣しながら立ち上がり，面へラ削り。 スコリア 5％

ロ緑部は強く外反する。 橙色，普通 覆土

第522号住居跡（第159図）

位置　調査区の中央部，GlOh9区。

重複関係　第523号住居跡を掘り込み，第3155・3156号土坑に掘り込まれていることから，第523号住居跡より

新しく，第3155・3156号土坑より古い。

規模と平面形　南北（2．80）m，東西（3．00）mである。東部は調査区域外であるため，平面形は不明である。

壁　壁高は20－35cmである。

床　平坦である。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　　色　炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム拉了少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片約50点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第159図1の高台付椀は，西部の床面か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代（10世紀中葉）と考えられる。
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第159図　第522号住居跡・出土遺物実測図

第522号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　・一一l　－　li

図版番号券　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　考

第159園高台付椀B（6．6）体部からロ縁部にかけて一部欠体部内・外面ロクロナデ。休部・雲母・スコリアP87，PL60

1土　師　器D　8．3損。体部は内攣して立ち上がる。底部内面へラ磨き。底部内・外褐色 70％

E　l．1 面に「十」の刻書。 普通 西側床面

第533号住居跡（第160図）

位置　調査区の東部，G12d5区。

規模と平面形　傾斜地に位置し，掘り込みも浅いために東半分の覆土は流出し，壁・床面は検出できない。長

軸が（3．72）m，短軸4．00mであるが，一辺が4．00mはどの方形と考えられる。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は18cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　現存部は平坦である。

竃　北壁の中央部を壁外に30cmほど掘り込み構築されている。耕作により掘り込まれ，遺存状態は不良であり，

規模・形状ともに不明である。わずかに火床部の掘り込みだけが確認できた。

覆土　2層からなる。

土屠解説

1　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　土師器片約20点，混入した縄文土器細片少量が出土している。
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所見　本跡の時期は，住居跡の形状，出土遺物から平安時代と考えられるが，’土器が細片のため詳細な時期を

推察するのは困難である。

第160図　第533号住居跡実測図
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第534号住居跡（第161・162図）

位置　調査区の東部，Glldo区。

規模と平面形　長軸4．53m，短軸4．52mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は13－24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。耕作による撹乱が床面まで達している。

竃　北壁の中央部を壁外に20。mほど掘り込み，構築されている。耕作により掘り込まれ，遺存状態は不良であ

る。袖部と推定される付近に粘土が散在することから，粘土を竃材としていたと考えられる。規模は長さ75

cm，幅73cmで，火床部は浅く皿状に掘り込まれている。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子微量

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

遺物　土師器片約40点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第162図1の甑は竃東側の床面から出土

している。
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第161図　第534号住居跡実測図
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所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられるが，土器が細片のため詳細な時期を推察するのは困

難である。

第162図　第534号住居跡出土遺物実測図

第534号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

トーl一一一一一一一一一1二二二二二二二二二二∃

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第162 図 甑 A 〔25．2〕 体部から口縁部にかけての破片。 口縁部内 ・外面ナデ。休部外面 長石・石英・雲母 ・ P 128 ，P L 60

1 土　 師　 器 B （12．1） 体部は直線的に立ち上が り，口 ヘラナデ，内面ナデ。 スコリア 20 ％

縁部は外傾する。 にぷい褐色，普通 竃東側床面

第541号住居跡（第163図）

位置　調査区の東部，Gllb6区。

規模と平面形　耕作による撹乱のために，北壁と西壁の一部は検出できなかった。一辺が3．10mの方形である。

壁　壁高は8cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。耕作による撹乱が床面まで達している。

竃　東壁の南部を壁外に50cmほど掘り込み，構築されている。耕作により掘り込まれ，遺存状態は不良である。

規模は長さ90cm，幅70cmで，火床部は浅く掘り込まれている。

竃土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量

2　暗赤褐色　粘土粒子・焼土粒子少量

3　暗赤褐色　粘土粒子・焼土粒子微量

覆土　3層からなる。堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片約10点，混入した縄文土器細片少量が出土している。

所見　本跡の時期は，住居跡の形状，出土遺物から平安時代と考えられるが，土器が細片のため詳細な時期を

推察するのは困難である。
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第163図　第541号住居跡実測図

第542号住居跡（第164図）

位置　調査区の中央部，GlOb9区。

重複関係　南部を第154号溝に掘り込まれており，本跡の方が古い0

規模と平面形　南北（2．35）m，東西（3・27）mである0南部は掘り込まれており，平面形は不明である。

主軸方向　N－140－W

壁　壁高は33－39cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。耕作による撹乱が床面まで達している。

竃　北壁のやや東寄りを壁外に25cmほど掘り込み，粘土を使用して構築されている0耕作により掘り込まれ，

西袖部は遺存せず，遺存状態は不良である。規模は長さ75cm，幅74cmで，火床部は浅く皿状に掘り込まれて

おり，わずかに焼土が確認できる。

竃土居解説

1黒褐色　ローム粒子微量

2　暗赤褐色　砂質粘土粒子・焼土粒子・炭化物少量

3　黒褐色　砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化物微量

4　灰褐色　砂貿粘土粒子中量，焼土粒子・炭化物少量
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覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　暗赤褐色　焼土粒子少量

遺物　土師器片約20点，混入した縄文土器細片少量が出土している。

所見　本跡の時期は，住居跡の形状，出土遺物から平安時代と考えられるが，土器が細片のため詳細な時期を

推察するのは困難である。

第164図　第542号住居跡実測図
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第543号住居跡（第165・166図）

位置　調査区の中央部，Gllh5区。

規模と平面形　長軸4．45m，短軸4．30mの方形である。

主軸方向　N－860－E

壁　壁高は25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。耕作による撹乱が床面まで達している。

竃　東壁の中央部を壁外に44C。ほど掘り込み，構築されている。耕作により掘り込まれ，遣存状態は不良であ

る。袖部と推定される付近に粘土が散在することから，粘土を竃材としていたと考えられる。規模は長さ

110cm，幅134cnlで，火床部は浅く皿状に掘り込まれており，わずかに焼土が確認できる。

竃土居解説

1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子極少量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化粒子極少呈

3　暗赤褐色　焼土粒子極少量

4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量
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覆土　4層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　　色　ローム桂子微量

2　黒　　色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片約90点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第166図1・2の杯は竃から，3の甑は

北東コーナー寄りの覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代（10世紀前半）と考えられる。

第165回　第543号住居跡実測図



第166図　第543号住居跡出土遺物実測図

第543号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一一一一

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （仙） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ‾・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 1 6 6 図 杯 A 1 4 ．7 口 縁 部 一 部 欠 損 。 休 部 は 内 攣 気 休 部 外 面 ロ タ ロ ナ デ ， 内 面 ロ ク 長 石 ・ス コ リ ア P 1 5 0 、P L 6 1

1 土　 師　 器 B　 5 ．7 味 に 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は や や ロ ナ デ 後 ， ヘ ラ 磨 き 。 に ぷ い 褐 色 60 ％

C　 6 ．5 外 反 す る 。 平 底 。 普 通 竃 内

2

杯 A 〔1 3 ．3 〕 口 緑 部 一 部 欠 損 。 休 部 は 内 攣 気 体 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ ， 下 位 へ ラ 長 石 ・ス コ リ ア P 1 5 1 ，P L 6 1

土　 師　 器 B　 5 ．1 味 に 立 ち 上 が り， ロ 縁 部 は や や 削 り ， 内 面 ロ ク ロ ナ デ 後 ， ヘ ラ に ぷ い 褐 色 45 ％

C　 5 ．7 外 反 す る 。 平 底 。 磨 き 。 普 通 竃 内

3

甑 A 〔2 0 ．0〕 休 部 か ら 口 縁 部 に か け て の 破 片 。 休 部 外 面 へ ラ 削 り ， 内 面 へ ラ ナ 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ P 1 5 3

土　 師　 器 B （1 3 ．3 ） 休 部 か ら ロ 緑 部 に か け て 外 傾 し デ 。 ス コ リ ア 5 ％

て 立 ち 上 が る 。 に ぷ い 褐 色 ， 普 通 北 東 コ ー ナ ー 覆 土 下 層

第556号住居跡（第167・168図）

位置　調査区の南部，Illj4区。

重複関係　西部を第184号溝に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　南北3．31m，東西（2．45）mである。西部を第184号溝に掘り込まれているため，平面形は不

明である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は15－20cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。

貯蔵穴　北東コーナーにあり，長径95cm，短径62cmの楕円形で，深さ26cmである。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

竃　東壁の南部を壁外に40cmほど掘り込み，構築されている。袖部にわずかに粘土が残る。規模は長さ90cm，

幅90cmで，火床部は浅く皿状に掘り込まれている。

寵土層解説

1　褐灰色　焼土粒千・秒貿粘土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土小ブロック・粒子多量

4　暗褐色　ローム粒子中量
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第168図　第556号住居跡出土遺物実測図
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覆土　3層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子極少量

3褐　色ローム粒子少量

遺物　土師器片約10点が出土している。第168図2の嚢は，竃の火床部奥から逆位で出土しており，支脚の可

能性がある。1の杯，3の嚢は覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，住居跡の形状，出土遺物から平安時代と考えられるが，詳細な時期を推察するのは困難

である。

第556号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特 ．徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・・焼成 備　　　 考

第 16 8 図 杯 B （2 ．2） 底部 か ら休 部にかけての破 片。 体部内 ・外面 ナデ。底部回転糸 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 2 11

1 土　 師　 器 C 16 ．9 体部 は内攣 しなが ら立ち上がる。 切 り。 ス コリア 5 ％

‘平底。 にぷい黄橙色，普通 覆土

2

棄 A 〔1 3．8〕 口縁部一部欠損。体部は内攣 し 口縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 20 9 ，P L 6 3

土　 師　 器 B 14 ．3 て．立 ち上が り，頚部で くびれ， 面 へラ削 り。 ス コリア 85％，全面被熱痕

C　 6．6 口縁部は外反する。平底。 にぷい橙色，普通 竃 内

3

棄 A 〔2 6．6〕 休部か ら口縁部 にかけての破片。 口縁部 か ら休部上位 にかけて， 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 2 10

土　 師　 器 B （1 6．1） 体部 は内攣気味 に外傾 して立ち 内 ・外面横 ナデ。休部 中位以下 スコリア 10％

．上が る。 口縁部は外反す る。 はヘラ削 り。 にぷい橙色，普通 覆土

第557号住居跡（第169図）

位置　調査区の南部，Jllf5区。

規模と平面形　傾斜地に位置し，掘り込みも浅いために覆土は流出し，南部と西部の壁，南部の床面は検出で

きなかった。東部は調査区城外であり，南北（3．72）m，東西（4．36）mであるが，平面形は不明である。

壁　壁高は20cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦であると思われる。

覆土　5層からなる。ブロック状の堆積を示していることから人為堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，炭化物少量

5　黒褐色　ローム粒子中量，炭化材・炭化物少量

遺物　土師器片約10点，混入した縄文土器細片少量が出土している。なお，覆土中及び床面から多量の炭化物

・焼土が検出された。

所見　本跡は，多量の炭化物・焼土が検出されたことから，焼失家屋と考えられる。時期は，出土遺物から平

安時代と考えられるが，土器が細片のため詳細な時期を推察するのは困難である○
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第169図　第557号住居跡実測図
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第558号住居跡（第170図）

位置　調査区の南部，IlOdo区。

規模と平面形　東部は調査区域外のため，平面形は不明である0調査した範囲では，南北3・22m，東西（1・53）

mである。

壁　壁高は21－29cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。

第170回　第558号住居跡実測図



覆土　4層からなり，レンズ状の堆積を示していることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量

3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化物微量

4　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片約20点，混入した縄文土器細片少量が出土している。

所見　本跡の時期は，住居跡の形状，出土遣物から平安時代と考えられるが，土器が細片のため詳細な時期を

推察するのは困難である。

第559号住居跡（第171・172図）

位置　調査区の南部，Illj6区。

重複関係　北壁を第3392号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　傾斜地に位置し，掘り込みも浅いために，南部の覆土は流出している。南北（3・40）m，東西

（3．00）mである。明確な平面形は不明である。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は10cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。南壁際から北壁際にかけて，踏み固められている。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片約50点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第172図1・2の高台付杯は中央部から

東部にかけての床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代（10世紀中葉）と考えられる。

第171図　第559号住居跡実測図
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第172図　第559号住居跡出土遺物実測図

第559号住居潮；出土遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第 172 図 高 台 付 杯 A 13 ．7 口 縁 部 一 部 欠損 。体 部 は 稜 を持 口緑 部 ， 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ。 長 石 P 2 12 ，P L 6 3

1

土　 師　 器 B　 6．6 ち な が ら内 攣 して 立 ち 上 が り， 休 部 内 面 ロ ク ロ ナデ 後 ， ヘ ラ磨 に ぷ い 橙 色 8 5％

D　 7．4

E　 l．8

口 縁 部 は 短 く外 反 す る 。 高 台 は

「ハ 」 の 字 状 に 開 く。

き。 内 面 黒 色 処 理 。 普 通 東 部 床 面

2

高 台 付 杯 A 14 ．4 ロ 縁 部 お よび 高 台 一 部 欠損 。 体 口縁 部 ， 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 長 石 ・石英 P 2 13 ，P L 63

土　 師　 器 B （5．8） 部 は 内攣 して 立 ち上 が り， 口緑 デ。 に ぷ い 褐色 75 ％

部 は や や 外 反 す る。 普 通 東 部 床 面

第561号住居跡（第173・174図）

位置　調査区の南部，Ille7区。

規模と平面形　長軸2．95m，短軸2．90mの隅丸方形である。

主軸方向　N－950－E

壁　壁高は10－22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

l　　　④）I

A20．8m

第173図　第561号住居跡実測図
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床　平坦である。

竃　東壁の中央部を壁外に20cmほど掘り込み，粘土を使用し構築されている。規模は長さ48cm，幅83cmで，火

床部は浅く掘り込まれており，わずかに焼土が確認できる。

寵土層解説

1　黒褐色　焼土粒子少量，灰褐色粘土粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

3　噌赤褐色　焼土粒子多量

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム′トブロック・粒子中量

2　黒　　色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片約30点が出土している。第174図1の高台付杯は

南部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代（10世紀前半）と考

えられる。

第561号住居跡出土遺物観察表

‾一　二「
二二′・－「：．ノ

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第174図　第弱1号住居跡出土遺物

実測図

図版 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　 考

第 1 74 図 高 台 付 杯 A 14 ．6 口緑 部 お よ び高 台 一 部 欠 損 。 体 ロ縁 部 ， 体 部 外 面 ロ ク ロナ デ 。 雲 母 ・ス コ リア P 2 21 ，P L 6 2

1 土　 師　 器 B （5．3） 部 は 内攣 して立 ち上 が り， 口縁 休 部 内 面 ロ ク ロナ デ 後 ， ヘ ラ磨 に ぷ い橙 色 8 0％

部 は わず か に外 反 す る。 き。 内 面 黒 色 処 理 。 普 通 南 部 覆土 下 層

第562号住居跡（第175・176図）

位置　調査区の南部，Illh7区。

規模と平面形　調査した範囲では，南北3．49m，東西（1．57）mである。東部は調査区域外であるため，平面

形は不明である。

壁　壁高は25－32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積をしていることから自然堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片約30点，石製品1点（砥石），混入した縄文土器細片少量が出土している。第176図1の嚢，2

の砥石は西壁際の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代と考えられるが，土器が細片のため詳細な時期を推察するのは困

難である。
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第175図　第562号住居跡実測図

第176回　第562号住居跡出土遺物実測図

第562号住居跡出土遺物観察表

10cm

L　　；－二二∃

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第176図 襲 A〔22．2〕口緑部一部欠損。体部は内攣し口縁部内・外面横ナデ。体部外長石・スコリア P222．PL62

1 土　師　器B17．8 て立ち上がり，ロ緑部は強く外面へラ削り後，ナデ。内面へラ赤褐色 60％

ClO．7 反する。平底。 ナデ。 普通 西壁際床面

図版番号器　　種
計　　　 測　　　 値

石　　質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第176図2砥　　　石 14．1 3．5 1．2 104．0 砂　　　岩Q13，PL62，西壁際床面

－178－



第563号住居跡（第177・178図）

位置　調査区の南部，HlOi8区。

規模と平面形　長軸（3．04）m，短軸3．26mで方形と推定される0

主軸方向　N－290－E

壁　壁高は10cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。耕作による撹乱が床面まで達する。

竃　2基確認したが，いずれも耕作による撹乱を受け，遺存状態は不良である0竃1は北壁の東部を壁外に15

cmほど掘り込み，構築されている。規模は長さ70cm，幅65cmで，火床部は浅く皿状に掘り込まれており，焼

土が確認できた。竃2は東壁の中央部を壁外に90cmほど掘り込み構築され・規模は長さ95cm・幅60cmで，焼

土がわずかに確認できただけである。両者の新旧関係は，いずれも遺存状態が悪く，確認できなかった0

寵1土居解説

1暗赤褐色　焼土小ブロック・粒子少量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量

4　時赤褐色　焼土粒子中量

貯蔵穴　南西コーナーに位置し，長径100cm，短径85cmの楕円形・深さ35cmである。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

第177回　第563号住居跡実測図
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覆土　2層である。堆積状況は，不明である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　土師器片約10点，混入した縄文土器細片少量が出土している。第178図1の高台付杯は，西壁際の覆土

中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代（9世紀後半～10世紀前半）と考えられる。

＝壷
第178図　第563号住居跡出土遺物実測図

第563号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・・色調・焼成 備　　　考

第178図高台付杯B（3．2）高台部から底部にかけての破片。体部内・外面ロクロナデ。底部長石▲石英・雲母P223，PL60

1 土　師　器D　7．6

E　1．5

高台は短く「ハ」の字状に開く。回転へテ削り。 にぷい褐色

普通

50％

西壁際覆土中層

2

高台付杯B（4．3）高台部から底部にかけての破片。休部外面ロクロナデ，内面ロク長石・石英・雲母P224

土　師　器D〔8．2〕高台は短く「ハ」の字状に開く。ロナデ後，ヘラ磨き。底部回転に云い褐色 15％

E　l．4 ヘラ削り。 普通 覆土

表5　平安時代住居跡一覧表

住居跡

番　号

位 置 主軸方向 平面形

規　 模 （m ）

（長軸×短軸）－

（南北×東西）

壁高

（cm）

床面
内　 部　 施　 設

覆土 出　土　 遺　物

備　　　 考

新旧関係（古→新）
壁溝 柱穴 貯蔵穴 ピット入口 炉・竃

504 Dllg 2 N －920－E 隅丸方形 2．86　×　2．86 17－19 平坦 － 1 － － － 竃 人為 土師器（杯，襲）

509 FlOb l N －0 0 長 方 形 2．95　×1．39 23～26 平坦 － 2 － 3 － 竃 自然 土師器（杯，嚢）

510 ElOj5 N －940－E 方　　 形 〔3．18〕×3．11 14～19 平坦 － 2 － 1 － 亀 自然 土師器（杯涌台付杯・墨劃 ヰ跡→SK3138・3143・3144
＼

512 FlOe 6 － 不　　 明 3．74 ×（1．23） 14 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器（高台付杯）

51‘5 FlOe 2 N －0 0 方　　 形 3．45　×　3．79 23－34 平坦 － 1 － 1 － 竃 自然 土師器（嚢） 本跡一→SK3153

51年 F 9 h o N －920－E 方　　 形 3．50　×　3．26 22～32 平坦 一部 － － 2 － 軍 自然 土師器（高台付杯，棄）本跡→SK3154

517 GlOd o N －930－E 隅丸方形 1．63　× 1．53 10 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器（高台付杯，棄）

5I8 GlOc 6 N －920－E 長 方 形 4．14 ×（4．24）4－14 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器（高台付杯，要）本跡→SD155

522 GlOh 9 － 不　　 明 （2．80）×（3．00）20－35 平坦－－ － － － － － 自然 土師器（高台付椀） SI523→本跡→SK3155

533 G12d 5 N －2 0－W 〔方　 形〕 （3．72）×4．00 18 平坦 － － － － － 竃 －
土師器（杯，嚢）

534 Glld o N －3 0－W 方　　 形 4．53　×　4．52 13～24 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器（甑）

5．41 Gllb 6 － 方　　 形 3．10　×　3．10 8 平坦 － － － － － 竃 不明 土師器（杯，棄）

5‾42＿GlOb 9 N －140－W 不　　 明 （2．35）×（3．27）33－39 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器（嚢），土製支脚

54‾3 Gllh 5 N －860－E 方　　 形 4．45　×　4．30 25 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器（杯，嚢，甑）

556 ．Illj 4 N －900－耳 不　　 明 3．31 ×（2．45）15－20 平坦 － － 1 － － 竃 自然 土師器（棄） 本跡－→SD184

5芋7 Jllf5 － 不　　 明 （3．72）×（4．36） 20 平坦 － － － － － － 人為 土師器（杯，棄）

5・58 IlOdo － 不　　 明 3．22 ×（1．53）21～29 平担 － － － － － － 自軍 土師器（杯，嚢）

由9 Illj 6 N －4 0－E 不　　 明 （3．40）×（3．00） 10 平坦 － － － － － － 自然 土師器（高台付杯） 本跡一→SK3392

561 Ille7 N －950－E 隅丸方形 2．95　×　2．90 10～22 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器（高台付杯）

5．62 Illh7 － 不　　 明 3．49 ×（1．57）25・－32 平坦 － － － － － － 自然 土師器（棄），砥石

563 HlO i8 N －290－E 方　　 形 （3．04）×3．26 10 平坦 － － 1 － － 竃2 不明 土師器（高台付杯）
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4　中世の遺構と遣物

J区において，検出された中・近世の遺構は，多種多様である。ここでは，墓墳・火葬土坑・土坑・地下式

墳・井戸・溝・方形竪穴状遺構と分類した。分類の基準は，以下に示した。J区では，これらの遺構が大きな

まとまり（第4・5・6号遺構群）となって検出された。これらの遺構は何らかの関連があるものと考えられ

るため，遺構群ごとに記述する。

墓壌　土坑の中に人骨が遺存し，土葬により直弄されたと考えられるもの。

火葬土坑　土坑の中に，人骨（骨片，歯）・焼土・炭化物が遺存するもの。T字形火葬施設を含む。長方形で

多量の炭化材・焼土を検出した土坑は，人骨等が確認されなくとも火葬土坑とした。火葬施設と火葬後その

まま埋葬されたとみられる遺構との区別がつきにくいものがあることから，両者を含めて火葬土坑という名

称を使う。

土坑　遺物が出土したものについて解説を加え，その他の土坑については一覧表に記載する。この中には形状

や覆土から，墓境の可能性が考えられる遺構が多数存在する。

地下式壊　天井部の残存部（崩落）を確認でき，主室と竪坑が明確に区別できるもの。

方形竪穴状遺構　平面形は，一辺が1－2m程度の方形，または長方形を呈し，底面にピットや踏み締まり等

があるもの。出入り口施設のようなスロープが突出する形も含める。

（1）第4号遺構群

ア　墓墳

第3008号土坑（第180・181図）

位置　調査区の北部，D12al区。

重複関係　西部において第3009号土坑，南東コーナー部において第3017号土坑と重複しているが，新旧関係は

不明である。

J

第180図　第3008号土坑実測図
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規模と形状　長軸1．05m，短軸0．8mの隅丸長方形である。

長軸方向　N－00

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　北壁際の底面から，人骨（頭蓋骨，脊髄），古銭9枚が出土している。人骨は頭部を北に，顔を西に向

けている。遣存状態は悪く，骨片の状態でしか取り上げることはできなかった。第181図1－9の古銭は，

互いに貼り付いた状態で出土している。また，人骨と古銭の間から漆片と思われる遺物を検出した。

所見　本跡は，人骨の出土から墓境と考えられる。時期は，遺構の形状と出土遺物から中世と考えられる。

第181図　第3008号土坑出土遺物実測図

第3008号土坑出土遺物観察表（第181図）

0　　　　　　　　2cm

！　；　！

番　号銭　　名銭径（cm）穿径（cm）厚さ（mIm）重さ（g） 初　鋳　年　代（西暦） 備　　　　　　　 考

1 開元通賓 2．4 0．7×0．7 0．9 2．3 621年，唐 M2，PL90

2 元豊通貨 2．4 0．7×0．7 1．1 2．9 1076年，北宋 M3，PL90

3 元豊通賓 2．4 0．6×0．6 1．1 2．8 1076年、北宋 M4，PL90

4 永楽通貨 2．5 0．6×0．6 1．5 3．4 1408年，明 M5，PL90

5 皇宋通賓 2．4 0．7×0．7 1．0 1．7 1038年，北宋 M6，PL90

6 元豊通賓 2．4 0．7×0．7 1．0 2．5 1076年，北宋 M7，PL90

7 元豊通賓 2．3 0．7×0．7 0．9 2．2 1076年，北宋 M8，PL90

8 元豊通賓 2．4 0．6×0．6 1．0 3．3 1076年，北宋 M9，PL90

9 元豊通賓 2．5 0．7×0．7 0．9 2．8 1076年，北宋 MlO，PL90

第3025号土坑（第182図）

位置　調査区の北部，D12a3区。

重複関係　北部において第3007号土坑と，南部において第3017・3018a号土坑と重複している。本跡が第3018

a号土坑を掘り込んでいることから，本跡の方が新しいが，本跡と第3017・3018a号土坑との新旧関係は不

明である。

－184－



SK3018a

（か

0　　　　　　　　　　　　　　50cm

l l‥…　1

第182図　第3025号土坑実測図

規模と形状　長軸1．06m，短軸0．80mの隅丸長方形である。

長軸方向　N－00

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。粘土粒子・ブロックを含み，埋め戻された層である。

土層解説

1　暗褐色　灰白色粘土ブロック・粒子中量

2　黒褐色　灰白色粘土ブロック・粒子多量

3　黒褐色　灰白色粘土ブロック・粒子少量

遺物　北壁際の底面から，骨片と歯が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から墓壕と考えられる。第3008号土坑と同様の形状を示すことから，時期は中世と考

えられる。

第3106号土坑（第183図）

位置　調査区の北部，Dlldo区。

重複関係　南西部において第3052号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　長軸1．00m，短軸0．65mほどの隅丸長方形である。

長軸方向　N－00

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　皿状である。

遺物　北壁際の底面から，人骨（頭蓋骨，大腿骨？）が出土している。人骨は頭部を北に，顔を西に向けてい

る。遣存状態は不良で，骨片の状態でしか取り上げることはできなかった。

一185－



所見　本跡は，人骨が出土していることから，墓堰と考えられる。第3008号土坑と同様な形状を示すことから，

中世と考えられる。

第183図　第3106号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　50cm

j i i

イ　火葬土坑

第3084号土坑（第184・185図）

位置　調査区の北部，D12i2区。

規模と形状　長軸2．00m，短軸1．00mの長方形である。

主軸方向　N－10－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。被熱により，赤変している。

覆土　2層からなる。1・2層が明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム′トブロック微量

2　黒　　色　炭化物多量，骨片・焼土粒子微量

第184図　第3084号土坑実測図

七，。．。

くま：‥－・

186

†4



遺物　第185図1の内耳鍋は，南東壁際・南西壁際の覆土中層から出土している0底面から焼土・炭化物・骨

片が少量出土している。

所見　本跡は，底面が赤変していること，骨片・焼土・炭化物が出土していることから，火葬土坑とした0時

期は，出土遺物から15世紀後半と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　＿」　　　　」

第185図　第3084号土坑出土遺物実測図

第3084号土坑出土遺物観察表（第185図）

番　　 号

1

器　 形 器　　 質
計　 測　 値 （cm）

残 存 率 胎 土 ・色 調 器 形 ・手 法 の 特 徴 備　　　 考

A B C

内耳 鍋 土　 師　 質 〔34 ．2〕 （18．7） 10％ 長 石 ・雲 母 体 部 か ら 口縁 部 に 至 る破 片 。 口緑 部 P 2 5 1，P L 8 7

に ぷ い 褐 色 内外 面 ナ デ 。 体 部 外面 煤 付 着

第3104号土坑（第186図）＜付章参照＞

位置　調査区の北部，D12C4区。

規模と形状　長軸1．81m，短軸0．96mの長方形である。

＋④）

第186図　第3104号土坑実測図
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主軸方向　N－900

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。被熱により，赤変している。

覆土　2層からなる。1・2層が明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　炭化物少量，焼土粒子微量，骨片微量

2　黒褐色　炭化物多量，焼土粒子少量

所見　本跡は，形状や底面が赤変していること，炭化物が出土していることから，中世の火葬土坑とした。

ウ　地下式墳

第32号地下式場＜SK－3005＞（第187・188図）

位置　調査区の北部，Dlldo区。

重複関係　第3012号土坑が本跡の覆土上層を掘り込んでいることから，本跡の方が古い。

第187図　第32号地下式場実測図
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主軸方向　N－900－W

竪坑　竪坑と主室は上部が崩落しているために，明確に区別することはできない。上面は，長軸（1．55）m，

短軸〔1．20〕mで長方形と思われる。深さ1．50mである。底面は，長軸1．20m，短軸1．00mの長方形で，平

坦である。

主室　底面は，長軸3．85m，短軸2．30mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1．80mであ

る。竪坑に向かって，緩やかなスロープ状になっている。

壁　竪坑，主室ともにほぼ垂直に立ち上がる。

覆土17層からなる。竪坑から主室へ流れ込むような堆積状況を示している。下層はロームブロックが主体と

なっていることから，天井部が崩落したものと考えられる。

土層解説
1　暗褐色
2　褐　　色

3　暗褐色
4　褐　　色

5　褐　　色

6　暗褐色
7　褐　　色

8　褐　　色

ローム粒子中量
ローム粒子多量，
ローム粒子中量，
ローム粒子多量，

ローム粒子多量，
ローム粒子中量，

ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ローム小ブロック少量

ロームノトブロック・炭化物少量

ローム小ブロック少量

ロームノ」、ブロック中量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック少量

10　褐　　色　ローム粒子・小ブロック中量
11暗褐色　ローム粒子少量
12　暗褐色　ロ

13　褐　　色　ロ

14　暗褐色　ロ

15　黒褐色　ロ

16　褐　　色　ロ

17　褐　　色　ロ

ム粒子中量，ローム小ブロック少量

ム小ブロック・灰白色粘土ブロック多量

ム小ブロック・灰白色粘土ブロック少量

ム小ブロック・粒子中量

ム小ブロック・粒子多量

ム小ブロック・粒子・灰白色粘土ブロック多量

9　褐　　色　ローム粒子・小ブロック多量

遺物　第188図1の内耳銅片は，覆土上層から出土している。2は火舎の破片と思われ，覆土中から出土して

いる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から，15世紀以前と考えられる。性格については，付近に中世の墓堀と思われ

る遺構が数多く確認されていることから，墓域との関連性があるものと思われる。

第188図　第32号地下式堰出土遺物実測図

第32号地下式墳＜SK－3005＞出土遺物観察表（第188図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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番　　 号 器　 形 器　　 質
計　 測　 値（cm）

残存率 胎土・色調 器形・手法の特徴 備　　　 考

A B C

1

内耳鍋 土　 師　 質 〔30．4〕（12．8） 10％ 石英・雲母 休部から口縁部にかけての破片。内 P 241，P L 87

にぷい褐色 耳2か所残存。口縁部内・外面横ナ

デ。

体部外面煤付着

第33号地下式塘＜SK－3015＞（第189・190図）

位置　調査区の北部，Dllg9区。

重複関係　本跡が第34号地下式境を掘り込み，第145・147号溝に掘り込まれていることから，第34号地下式墳

よりは新しく，第145・147号溝より古い。

主軸方向　N－450－W

ー189－
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第189図　第33・34号地下式墳実測図
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竪坑　崩落のため，明確な規模や平面形はとらえられないが，第34号地下式横側の底面に竪坑の跡と見られる

踏み締められた部分が認められる。

主室　第34号地下式境と重複する部分の底面は貼床で，最大厚10cmほど粘土混じりの土で貼っている。底面は

長方形と思われ長軸（4．18）m，短軸3．45mで平坦である。確認面から底面までの深さは，1．40mである。

竪坑に向かって，緩やかなスロープ状になっている。底面全面から炭化したワラ状のものとモミガラ状のも

のが検出されている。特に，奥壁際に多く分布している。ワラ状のものは不規則に堆積しており，まとまっ

た状況では認められない。

壁　竪坑，主室ともにほぼ垂直に立ち上がる。

覆土15層からなる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム′トブロック中量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

6　黒褐色　ローム′J、ブロック・粒子少量
7　黒　　色　ローム粒子少量

8　黒褐色　ローム粒子中量

9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

11黒褐色　ローム粒子少量

12　暗褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量
13　暗褐色　ローム粒子中量

14　褐　　色　ローム大ブロック・粘土多量

15　黒褐色　炭化物多量，ローム粒子中量

0　　　　　　　5cm

！　：　！

第190回　第33号地下式塘

出土遺物実測図
遺物　第190図1の土師質土器皿は覆土6層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から，15世紀以前と考えられる。性格については，付近に中世の墓壕と思われ

る遺構が数多く確認されていることから，墓城との関連性があるものと思われる。

第33号地下式堰くSK－3015＞出土遺物観察表（第190図）

番　　 号 器　 形 器　　 質
計　 測　 値 （cm）

残 存 率 胎 土 ・色 調 器 形 ・手 法 の 特 徴 備　　　 考

A B C

1 皿 土　 師　 質 7 ．2 2．4 3．9 100 ％ 長 石 ・ス コ リ ア 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ。 底 部 回 転 P 24 5，P L 89

明 赤 褐 色 糸 切 り。 ロ緑 部 内 ・外 面 タ ー ル付 着 。 灯 明 皿

第34号地下式堰くSK－3016＞（第189図）

位置　調査区の北部，Dllg9区。

重複関係　本跡は，第33号地下式塀，第145・147号溝に掘り込まれており，いずれよりも古い。

主軸方向　N－900－W

竪坑　上面は一辺が1．10mはどの方形である。底面は長軸0．95m，短軸0．67mの長方形である。確認面からの

深さは，86cmである。

主室　底面は長軸3．71m，短軸1．97mの長方形である。確認面からの深さは，127cmである。竪坑に向かって，

緩やかなスロープ状になっている。

壁　竪坑，主室ともにほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　7層からなる。
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土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子多量

3　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

5　褐　色　ローム小ブロック・粒子多量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

7　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量が出土している。

所見　時期は，遺構の種類から中世と考えられるが，詳細は不明である。性格については，付近に中世の墓壕

と思われる遺構が数多く確認されていることから，墓城との関連性があるものと思われる。

第35号地下式場＜SK－3032＞（第191図）

位置　調査区の北部，Ellb9区。

重複関係　本跡が，第176号溝を掘り込み，第145・147号溝に掘り込まれていることから，第145・147号溝よ

り古く，第176号溝より新しい。

主軸方向　N－900－W

竪坑　上面は長径（2．00）m，短径1．60m，底面は長径（1．60）m，短径1・20mでいずれも半円形のような形

である。底面は主室に向かって横やかなスロープ状になっており，確認面からの深さは，20－54cmである。

主室　底面は長軸2．47m，短軸2．00mの長方形で，平坦である○確認面からの深さは，90cmである。竪坑との

間にはおよそ20cmほどの段差がある。

第191図　第35号地下式場実測図
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壁　竪坑は緩やかに立ち上がる。主室はほぼ垂直に立ち上がる。

覆土14層からなる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒　　色　ローム粒子少量，炭化物微量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化物微量

5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量

6　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

8　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

9　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

11黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

12　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

13　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量

14　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量が出土している。

所見　時期は，遺構の種類から中世と考えられるが，詳細については不明である。性格については，付近に中

世の墓壕と思われる遺構が数多く確認されていることから，墓域との関連性があるものと思われる。

第36号地下式場＜SK－3081＞（第192－194図）

位置　調査区の北部，E12bl区。

重複関係　本跡が第3082C号土坑を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

主軸方向　N－100－W

第192図　第36号地下式場実測図

－193－
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竪坑　上面は長径1．10m，短径（0．52）m，底面は長径0．68m，短径0．37mでいずれも半円形のような形であ

る。底面は主室に向かって緩やかにスロープ状になっている。確認面からの深さは120cmである。

主室　底面は長軸1．63m，短軸1．22mの隅丸長方形で，わずかに皿状になっている。確認面からの深さは167cm

である。竪坑との間にはおよそ30cmほどの段差がある。

壁　竪坑は緩やかに立ち上がる。主室はほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　8層からなる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム′トブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化物少量

4　暗褐色　ローム粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム′トブロック少量

7　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・灰白色粘土ブロック中量

8　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・灰白色粘土ブロック少量

遺物　第193・194図1・2の内耳銅片は，中央部の覆土中層から出土している。3の古銭は，覆土中からの出

土である。

第193回　第36号地下式塘出土遺物実測図（1）

2

0　　　　　　　　　　　10cm

L　　；　　」
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所見　本跡の時期は，出土遺物から15世紀以前と考えられる。性格について

は，付近に中世の墓横と思われる遺構が数多く確認されていることから，

墓域との関連性があるものと思われる。

第36号地下式壌＜SK－3081＞出土遺物観察表（第193図）

0　　　　　　　　2cm

LIl一一一・十Ill」

第194図　第36号地下式塘

出土遺物実測図（2）

番　　 号 器　 形 器　　 質
計　 測　 値 （cm ）

残 存 率 胎 土 ・色 調 器 形 ・手 法 の 特 徴 備　　　 考

A B C

1 内 耳 鍋 土　 師　 質 〔33 ．5〕 1 9 ．5 〔18 ．5〕 20 ％ 長 石 ・雲 母 底 部 か ら 口緑 部 にか け ての 破 片 。 内 P 25 0 、P L 88

明 赤 褐 色 耳 1 か 所 残 存 。 ロ緑 部 内 ・外 面 ナ デ 。 休 部 外 面 煤 付 着

2 内 耳 鍋 土　 師　 質 〔36 ．2〕 （17 ．3 ） 15 ％ 長 石 ・雲 母 底 部 か ら 口緑 部 にか け て の 破 片 。 内 P 2 4 9 ，P L 88

明 赤 褐 色 耳 1 か 所 残 存 。 口 縁 部 内 ・外 面 ナ デ 。 休 部 外面 煤 付 着

第36号地下式墳＜SK－3081＞出土遺物観察表（第194図）

番　　 号 銭　　 名 銭 径 （cm） 穿 径 （cm ） 厚 さ （m m） 重 さ （g ） 初　 鋳　 年　 代 （西 暦 ） 備　　　　　　　 考

3 大 観 通 賓 2 ．4 0．6×0 ．6 1．1 2．2 1 10 7年 ，北 宋 M 1 2，P L 90

エ　井戸跡

第34号井戸跡（第195・196図）

位置　調査区の北部，D12i5区。

重複関係　南側において第35号井戸跡と接している。東部は調査区域外である。

規模と形状　上面は長軸2．00m，短軸（1．80）mで，方形に近い形を

している。50cmほど掘り込んだ付近からは一辺が80－90cmほどの方

形になる。断面形は上半は漏斗状を皇し，50cmほどの位置からは角

柱状になる。約1．80mまで掘り下げたが，湧き水のため底面まで調

査することはできなかった。

遺物　土師質土器内耳銅片少量が出土している。第195図1の内耳の

部分は覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土した遺物や遺構の形状から中世とみられる

が，遣物が細片のため詳細な時期については不明である。

第34号井戸跡出土遺物観察表（第195園）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一一－ト一　　　」

第195図　第別号井戸跡出土

遺物実測図

番　　 号 器　 形 器　　 質
計　 測　 値 （cm ）

残存率 胎土 ・色調 器 形 ・手 法 の特 徴 備　　　 考

A B C

1 内耳鍋 土　 師　 質 （10．6） 5 ％ 長石 ・雲母 休部か ら口緑 部にかけての破 片。 内 P 2 79 ，P L 8 8

にぷい褐色 耳 1 か所 残存。口縁部 内 ・外面 ナデ。 休部外面煤付着

ー195－



第196図　第34・35号井戸跡実測図

′トーー

第35号井戸跡（第196・197図）

位置　調査区の北部，D12i5区。北部において第34号井戸跡と接している。

規模と形状　上面は長径3．10叫，短径2．50mの楕円形，中位から下位は長径1．80m，短径1・40mの楕円形を呈

している。断面形は上面から1．20mほど掘り込んだ位置までは漏斗状を呈し，以下は楕円の筒状を呈する。

2．00mまで掘り下げたが，湧き水のため底面まで調査することはできなかった。

覆土17層からなる。ブロック状の堆積を示しており，人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　4　暗褐色　粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・粘土

2　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量　　　　　　　　　　　粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量　5　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ー196－



6　黄褐色　砂粒

7　暗褐色　ローム粒子少量

8　褐　　色　粘土ブロック・粒子中量，ローム粒子中量

9　褐　　色　ローム粒子多量，ロームブロック中量，炭化粒子微量

10　暗褐色　ローム粒子・粘土大ブロック少量

11暗褐色　ローム粒子少量

12　暗褐色　粘土粒子少量，ローム粒子微量

13　明褐色　粘土粒子多量，粘土大ブロック中量

14　褐　　色　粘土ブロック・粒子中量

15　明褐色　粘土ブロック少量

16　明褐色　粘土ブロック・粒子多量

17　褐　　色　粘土ブロック微量

h

1（
）ヾ㌣

第197図　第35号井戸跡出土遺物実測図

第35号井戸跡出土遺物観察表（第197図）

10cm」

番　　号器　形器　　質
計　測　値（cm）

残存率胎土・色調 器形・手法の特徴 備　　　考
A B C

1 内耳鍋土　師　質〔34．2〕（12．1） 10形長石・雲母 底部から口縁部にかけての破片。内P280，PL88

明赤褐色 耳1か所残存。口縁部内・外面ナデ。体部外面煤付着

2 内耳鍋土　師　質 （16．2） 10％長石；雲母 底部から口縁部にかけての破片。内P2由，PL88

明赤褐色 耳1か所残存。口縁部内・外面ナデ。体部外面煤付着

3 内耳鍋土　師　質〔34．5〕（7．5） 10％長石・雲母 底部から口縁部にかけての破片。内P282，PL88

橙色 耳1か所残存。口縁部内・外面ナデ。体部外面煤付着
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遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量と，土師質土器内耳銅片が出土している。第197図1－3は内耳銅

片で覆土上層から出土している。

所見　時期を推定する遺物が出土していないため，本跡の詳細な時期については不明である。

オ　溝

第145号溝（第198図・付図）

位置　調査区の北部，Dllb9からElle9区。

重複関係　第33－35号地下式壕を掘り込んでおり，いずれよりも新しい。

規模と形状　Dllb9区から南西方向へ約20mほど延び，第33号地下式壕と重複する位置で南に方向を変えて

Ell。9区で調査区城外に至る。第4遺構群を西側から取り囲むように緩やかに湾曲している。検出した部分

の規模は，全長（54）m，上幅1．2－2．2m，下幅0．6－1．5m，深さ50～60cmである。断面形は緩やかな「Ⅴ」

字状を呈する。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積をしており，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ロームブロック・粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ロームブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ロームブロック微量

所見　本跡の時期は，地下式壕を掘り込んでいることから中世以降と考えられる。第4遺構群を取り囲むよう

に走ることから何らかの関連が考えられるが，詳細は不明である。

第146号溝（第198図・付図）

位置　調査区の北部，D12alからD12a5区。

重複関係　第3007号土坑を掘り込んでおり，第3007号土坑より新しい。

規模と形状　D12al区から東方向へ湾曲しながら延び，D12a5区で調査区城外に至る。第4遺構群を北側から

取り囲むように緩やかに湾曲している。検出した部分の規模は，全長（17）m，上幅0・巨1・2m，下幅0・3－

0．8m，深さ15cmである。断面形はゆるやかな「Ⅴ」字状を呈する。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積をしており，自然堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化物少量

所見　本跡の時期は，第3007号土坑を掘り込んでいることから中世以降と思われる。性格については，第4遺

構群を取り囲むように走ることから何らかの関連が考えられるが，詳細は不明である。

第147号溝（第198・199図・付図）

位置　調査区の北部，DlldoからEllco区。

重複関係　第34・35号地下式壕を掘り込んでおり，いずれよりも新しい。

規模と形状　Dlldo区から南方向へ緩やかに蛇行しながら延び，Ellco区に至る。第145号溝と並行して走り，

第4遺構群を西側から取り囲むように緩やかに湾曲している。検出した部分の規模は，全長（37）m，上幅
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0．5－1．8m，下幅0．2－0．4m，深さ20－70cmである。断面形は緩やかな「Ⅴ」字状を呈する。

覆土　2層からなる。レンズ状の堆積をしており，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

遺物　第199図1の常滑の嚢片，2の片口鉢片，3の管状土錘はDllg9区の覆土中から出土している0

所見　本跡は，第145号溝の東部を並行して走ることから，第145号溝と同様の時期・性格が考えられるが，詳

細は不明である。

SD145・147

第198図　第145・146・147号溝土層断面図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l i　　＿　」

洞野
10cm

j　　　　；　　　！

－199－

第199図　第147号溝出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　5cm
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カ　ピット群

第1号ピット群（第200・201図）

ここで述べるピット群は，第4遺構群の北部に位置する。ピット群は，中世の土坑と複雑に重複し，覆土も

旦19．4m
－＼魅ユ′‾＝＝

旦

二腎‾‾

旦

‾泡雪‾‾‾

旦

第200図　第1号ピット群実測図（1）

‾‾輌‾

－200－

、「正二エア‾‾⊥－
K

旦

2m」



周辺の土坑と同様であることから，中世の遺構として扱う。ピットは多方向に配列されるわけではなく，一方

向，または二方向に配列される。ピット間の距離も厳密な規則性は認められない。性格等は不明である。

第201図　第1号ピット群実測図（2）

ー201－
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第147号溝出土遺物観察表（第199図）

番　　 号 器　 形 器　　 質
計　 測　 値 （cm ）

残存率 胎土 ・色調 器 形 ・手 法 の特 徴 備　　　 考

A B C

1 棄 土　 師　 質 〔13．8〕 （苧・3） 5 ％ 長石 ・石英 ・雲母 体部か ら口縁部にかけての破 片。口 P 311，P L 88

赤褐色 縁部内 ・外面ナデ。 D llg 9覆土

2 片 口鉢 土　 師　 質 （6 ．5） 5 ％ 長石 口縁部片。体部 内 ・外面 へラ削 り痕 P 310

にぷい黄橙色 有 り。口縁部上位横 ナデ。 D llg 9覆土

番　　 号 券　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）‘

残存率

（％）
形状 及び文様 の特徴 備　 ＿　　　　 考

長　 さ 径 孔　 径

3 管 状 土 錘 6二5 4．7 1．5 173．0 100 円筒状。 D P ll，P L 88 ，D llg 9覆土
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キ　土坑

第3003号土坑（第202図）

位置　調査区の北部，D12d3区。

重複関係　西部において第3115号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　長径4．40m，短径3．53mの楕円形である。

長径方向　N－00

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　5層からなる。ブロック状の堆積をしていることから，人為堆積と思われる。

第202図　第3003号土坑・出土遺物実測図

ー203－
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土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量

3　暗褐色　ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子・灰白色粘土粒子中量

5　灰黄褐色　褐灰色粘土粒子多量

遺物　覆土中から，土師質土器片少量が出土している。第202図1は内耳銅片で，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世と考えられる。性格は不明である。

第3003号土坑出土遺物観察表（第202図）

番　　 号 器　 形 器 ’質
計　 測　 値（cm）

残存率 胎土 ・色調 器形 ・手法 の特徴 備　　　 考
A B C

1 内耳鍋 土　 師　 質 （8．2） 5 ％ 石英・雲母・スコリア

にぷい褐色

内耳残存。体部内 ・外面ナデ。 P 240，P L 87

休部外面煤付着

第3007号土坑（第203図）

位置　調査区の北部，D12a3区。

重複関係　北部を第146号溝に，南部を第3025号土坑に掘り込まれていることから，いずれよりも古い。

規模と形状　一辺が1．62mほどの隅丸方形である。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　単一層である。粘土を含み，人為的に埋め戻された層である。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・灰白色粘土粒子少量

遺物　第203図1の土師質土器小皿は，覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，14世紀後半頃と考えられる。性格は不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第203図　第3007号土坑・出土遺物実測図

第3007号土坑出土遺物観察表（第203図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

番　　号器　形器　　質
計　測　値（cm）

残存率胎土・色調 器形・手法の特徴 備　　　考
A B C

1 皿土　師　質〔11．8〕（3．4） 50％雲母・スコリア

橙色

底部から口縁部に至る破片。丸底。

体部内・外面ロクロナデ。

P242
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第3012号土坑（第204図）

位置　調査区の北部，D12dl区。

重複関係　西部において第32号地下式填，北部において第3033号土坑，南部において第3004号土坑と重複する。

いずれをも掘り込んでいることから本跡の方が新しい。

規模と形状　長軸（2．66）m，短軸1．53mの長方形である。

長軸方向　N－900

壁面　垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。堆積状況は不明である。

土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム中ブロック・粒子・粘土中ブロック中量，炭化粒子微量

3　褐　　色　粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物　第204図1の内耳鍋は，覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，15世紀後半と考えられる。性格は不明である。

⊂∈
第204図　第3012号土坑・出土遺物実測図
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第3012号土坑出土遺物観察表（第204図）

番　　 号 器　 形 器　　 質．
計　 測　 値（cm ）

残存率 胎土 ・色調 ・ 器形 ・手法 の特徴 備　　　 考
A B C

1 内耳鍋 土　 師　 質 〔28 ．2〕 （11．5） 5 ％ 石英 ・雲母 休部から口縁部に至る破片。ロ縁部 P 243 ，P L 87

褐色 内 ・外面横ナデ。 体部外面煤付着

第3014号土坑（第205・206図）

位置　調査区の北部，D12bl区。

規模と形状　長径1．97m，短径1．23mほどの楕円形である。

長径方向　N－50－W

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなる。ロームブロック・炭化物を多く含むことから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化物少量

4　黒褐色　灰白色粘土ブロック・粒子少量

5　黒褐色　灰白色粘土粒子少量

遺物　第206図1の大喪（常滑）は，覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，14世紀前半と考えられる。性格は不明である。

七2。，　　叫

第205図　第3014号土坑実測図

第206図　第3014号土坑出土遺物実測図
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第3014号土坑出土遺物観察表（第206図）

番　 号 器　 形 器　 質

計　　 測　　 値 （cm）
残存 率

胎　　 土

色　　 調

絵 付 ・寒由薬 文 様 ・特 徴 産 地 ・年 代 備　　　 考

A B C D

1 大　　 栗 陶　　 器 〔48 ．3〕 （8．1） 5 ％ にぷい黄褐色

にぷい赤褐色

全 面 鉄 粕 口縁部 内面 ナ デ。 常 滑

14 C 前 半

P 2 44 ，P L 8 7

第3058a号土坑（第207図）

位置　調査区の北部，E12al区。

重複関係　第3058b号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　長軸1．43m，短軸1．25mの隅丸長方形である0

長軸方向　N－830－E

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム中ブロック・粒子少量

遺物　第207図1の陶器小皿，2の陶器措鉢は，覆土中からの出土である0

所見　本跡の時期は，中世と考えられるが，詳細な時期については特定できない0性格は不明である0

七2．2④
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第207図　第罰弱a号土坑・出土遺物実測図
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第3058a号土坑出土遺物観察表（第207図）

番　 号 器 ．形 器　 質

計　　 測　　 値 （cm）
残存率

胎　　 土

色　　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 ＿ 備　　　 考

A B C D

1 小　　 皿 陶　　 器 〔1 0．4〕 2 ．4 〔5．2〕 55％ にぷい黄橙色

黒　　 色

縁 部 鉄 粕 体部 内 ・外面 ロ

クロナデ。

瀬戸 ・美濃系 P 24 6 ，P L 8 7

2 措　　 鉢 陶　　 器 （4 ．5） 〔1 1．6〕 5 ％ にぷい黄橙色

暗赤褐色

鉄　　　 粕 7 条 1 単位 の揺

り目。

瀬戸 ・美濃系 P 24 7 ，P L 8 7

第3067号土坑（第208・209図）

位置　調査区の北部，D12j2区。

規模と形状　長径3．07m，短径2．05mの楕円形である。

長径方向　N－00

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　皿状である。

ピット　3か所（P1－P3）。それぞれ底面中央部から南側にあり，P2・P3は壁際に位置する。それぞれ径25

cm，深さ13cmほどである。性格は不明である。

覆土　5層からなる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量

4　暗褐色　粘土粒子中量，ローム小ブロック・粒子少量

5　黒褐色　ローム粒子極少量

遺物　第209図1の内耳鍋は，南壁際の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から15世紀後半と考えられる。性格は不明である。

七，2．2

第208図　第3067号土坑実測図
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第209図　第3067号土坑出土遺物実測図

第3067号土坑出土遺物観察表（第209図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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番　　 号器　形 器　　 質

計　測　値（cm）
残存率 胎土・色調 器形・手法の特徴 備　　　 考

A B C

1 内耳鍋土　師　質〔32．4〕（16．5） 10％ 長石・石英・雲母 体部から口緑部に至る破片。ロ縁部 P248，PL87

橙色 内外面ナデ。 休部外面煤付着

第3089a号土坑（第210－212図）

位置　調査区の北部，E12el区。

重複関係　北部において第3089b号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　一辺が1．30mほどの隅丸方形である。

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。ロームブロックを多く含むことから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム中ブロック中量

3　極暗褐色　ローム粒子中量

4　黒褐色　ローム粒子中量，ロームノトブロック少量

五一　　　④

叫

第210図　第3089a号土坑実測図

捲

－209－



21

10cm」

ー210－

第211図　第3089a号土坑出土遺物実測図（1）



遺物　土師質土器・陶器片が少量出土している。第211・212図

1－3の内耳鍋は，北部の覆土中層から割れた状態で出土し

ている。4の揺鉢は覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，15世紀後半と考えられる。性格は不明で

ある。

第3089a号土坑出土遺物観察表（第211図）

一、了ノ

0　　　　　　　　　　　　10cm

l・一一一　「－l l」

第212図　第刃89a号土坑出土遺物

実測図（2）

番　　 号 器　 形 器　　 質
計　 測　 値 （c m ）

残 存 率 胎 土 ・色 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備　　　 考

A B C

1 内 耳 鍋 土　 師　 質 3 4 ．5 1 8 ．0 〔1 6 ．3 〕 8 5 ％ 長 石 ・雲 母 休 部 一 部 欠 損 。 内 耳 3 か 所 残 存 。 P 2 5 2 ，P L 8 7

に ぷ い 橙 色 口 縁 部 内 ・外 面 ナ デ 。 休 部 外 面 煤 付 着

2 内 耳 鍋 土　 師　 質 3 7 ．0 1 9 ．1 （1 7 ．0 ） 7 0 ％ 長 石 ・雲 母 体 部 一 部 欠 損 。 内 耳 1 か 所 残 存 。 P 2 5 3 ．P L 8 9

明 赤 褐 色 口 縁 部 内 ・外 面 ナ デ 。 休 部 外 面 煤 付 着

3 内 耳 鍋 土　 師　 質 〔3 6 ．0〕 （1 8 ．0 ） 3 0 ％ 長 石 ・雲 母 ・ス コ リア 休 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 口 P 2 5 4 ，P L 8 9

明 赤 褐 色 緑 部 内 ・外 面 ナ デ 。休 部 外 面 指 頭 押 圧 。 休 部 外 面 煤 付 着

第3089a号土坑出土遺物観察表（第212図）

番　 号 器　 形 器　 質
計　　 測　　 値 （cm）

残 存 率
胎　　 土

色　　 調

給 付 ・粕 薬 文 様 ・特 徴 産地 ・年 代 備　　　 考

A B C D

4 揺　　 鉢 陶　　 器 （5．0） 〔11．0〕 5 ％ にぷい黄橙色

暗赤 褐 色

鉄　　　 粕 7 条 1 単 位 の揺

り日。

瀬 戸 ・美 濃 系 P 2 55，P L 89

第3093号土坑（第213図）

位置　調査区の北部，E12b2区。

規模と形状　長軸1．13m，短軸0．78mほどの不定形である。

長軸方向　N－120－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。

七2。2
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第213図　第3093号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1　黒　　色　ローム粒子少量，炭化物微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化物微量

遺物　第213図1の陶器小皿（瀬戸）は，覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，16世紀と考えられる。性格は不明である。

第3093号土坑出土遺物観察表（第213図）

番　 号 器　 形 器　 質

計　　 測　　 値 （cm）
残存率

胎　　 土

色　　 調

給付 ・相葉 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　　 考

A B C D

1 皿 陶　　 器 〔10．2〕 2．4 〔5．6〕 25％ 灰　 白　色

灰オリーブ

□縁部内 ・

外面灰粕

貫人が 目だつ。 瀬戸 ・美濃系 P 25 6，P L 89

第3101号土坑（第214・215図）

位置　調査区の北部，D12C3区。

重複関係　北東部において第3147号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　長径1．83m，短径1．17mの楕円形である。

長径方向　N－790－W

壁面　穏やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。ブロック状の堆積をしており，人為堆積と思われる。

第214図　第3101号土坑実測図

＼こ＝L ＝二
第215図　第3101号土坑出土遺物実測図
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土層解説

1黒褐色　灰白色粘土粒子中量，炭化物少量

2　暗褐色　灰白色粘土粒子多量，炭化物微量

3　暗褐色　灰白色粘土粒子中量，炭化物少量

4　黄褐色　灰白色粘土ブロック・粒子多量

遺物　土師質土器が少量出土している。第215図上4は皿である。1は，南東壁際の覆土中層から出土して

いる。2・3は底面から，4は覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から12－13世紀と考えられる。性格は不明である。

第3101号土坑出土遺物観察表（第215図）

番　　 号 器　 形 器　 質

計　 測　 値 （cm）
残 存 率 胎 土 ・色 調 器 形 ・手 法 の 特 徴

口縁 部 一 部 欠 損 。 体 部 内 ・外 面 ロ ク

ロ ナ デ 。平 底 ， 回転 糸 切 り。

備　　　 考

A B C

1 皿 土　 師　 質 12 ．1 2．8 6．5 9 5 ％ 長 石 ・雲母 ・ス コリア

橙 色

P 2 57 ，P L 8 9

口縁 部 一部 欠損 。体 部 内 ・外 面 ナ デ。

底 部 外 面 ナ デ調 整 。

2 皿 土　 師　 質 1 8．6 3 ．3 5．0 70 ％ ス コ リア

にぷ い 橙 色

P 2 58 ，P L 8 9

3 皿 土　 師　 質 〔14．9〕 4 ．5 〔8．9〕 25 ％ ス コ リア

橙 色

底 部 か ら口縁 部 に か け て の破 片 。

体 部 外 面 ロ ク ロナ デ 。

P 2 59

4 皿 土　 師　 質 〔13．3〕 3．1 〔6 ．4〕 2 0％ 長石 ・雲母 ・スコ リア

橙 色

底 部 か ら 口縁 部 にか け て の 破 片 。

体 部 外 面 ナ デ 。

P 2．6 0

－213－
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第219図　土坑実測図（4）
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表6　土坑一覧表（第4遺構群）

士魂

番号
位　 置

長 径方 向

（長軸方 向）
平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 ．覆土 出 土 遺 物

備　　　　　 考

新 旧関係 （古 →新）親 （軸）×短径（軸（m）深さ（cm）

3004 D 12b l － 不　　　 明 1．47 ×（1．05） 1 0 緩斜 平坦 人為 本跡→ S K3 01 2

3009 D 12b 2 N －9 00－ E 長　 方　 形 4．60　×　2．90 4 3 緩斜 平坦 人為 不 明

3010 D 1 2b l N － 0 0 〔長　 方　 形〕 う．15 ×（1．25） 4 6 緩斜 平坦 人為 SK 3 02 7→本跡

3011 一D 1 2c l N － 5 0－W 不　　　 明 （1．85）× 1．50 3 2 ．緩斜 平坦 不明

3013 D 1 2C 2 N －68 0－W 楕　 円　 形 1．74　× 1．25 9 緩斜 平坦 不明

3017 D 12 b 3 N ニー 3 0－ E 長　 方　 形 3．10　× 1．70 50 緩斜 平坦 人為 SK 30 25－→本跡→ SK 30 18 a

3018a D 12 b 3 － 不　　　 明 〔3．75〕×（1．35） 33 緩斜 平坦 人為 SK 30 17→本跡

3018b D 12 b 3 － 不　　　 明 － － － － 不 明

3019 D 12 b 3 N － 90 0－ E （長　 方　 形） （1．90）× 1．66 20 外傾 平坦 不 明

3020a D 12 b 3 N － 70 0－W 長　 方　 形 ． 2．58　× 1．17 25 緩斜 平坦 人為

3020b D 12 b 3 － 不　　　 明 （0．56）×　 － － － － 不明

30 21 D 12 b 2 N －5 5 0－ E 長 ・方　 形 1．16　×　0．94 18 緩斜 平坦 人為

302 2a D 12 C 3 N － 0 0 長　 方　 形 1、50　×　0．55 2 0 緩斜 平坦 人為

3022b D 12 C 2 － 不　 定　 形 1．05　×　0．73 － － － 不明

3023 D 12 C 2 N －8 90°－ E 長　 方　 形 1．64　× 1．26 4 0 外傾 平坦 人為

3024 D 1 2 a 3 N －7 00－ E 長　 方　 形 （1．10）× 0．45 2 4 外傾 平坦 人為

3026 ・D 1 2b l － 不　　 甲 （1．90）×（0．45） － － － 不明 不明

’3027 D 1 2b l N － 3 0－ E 長　 方　 形 2．55　× 1．18 4 6 緩斜 平甲 人為 SKう0 35→本跡

3028a D l l i 9 － 隅丸長方形 2．05　× 1．35 2 5 緩斜 皿状 人為 SK 30 28 b との新 旧不 明

3028b D l l i 9 N － 8 0－W 不　　　 明 2．40　× ・－ 18 緩斜 皿状 人為 SK 30 28 a との新 旧不 明

3029 D l lh 9 N － 6 0－W 円　　 ．形 〔1．52〕× 1．47 50 外傾 平坦 人為 SK 30 37→本跡， SD 14 7 との新 旧不 明

3030 D l lf 9 N － 6 0－ W 不　　　 明 ー　 × 1．20 34 緩 斜 平坦 人為

3031 D ll e o N － 4 0－ E 隅丸長方形 2．50　× 1．62 55 垂 直 平坦 人為

30 33 D 12 c l － 不　　　 明 1．5 1 × 1．3 5 33 緩斜 平坦 人為 本跡→ S K3 0 12

3034 D 12b l N － 1 0－ E 長　 方　 形 1．87　×　0．82 56 緩斜 平坦 不明 不 明

3035 D 12b l － 不　　　 明 （2．30）×（0．45） 3 0 緩斜 平坦
人為

S K3 02 7，SK 30 36 との新旧不明

3036 D 12b l N －2 00－ E 楕　 円　 形 1．16　×　0．67 － 外傾 平坦 不明 SK 30 3 5との新 旧不 明

3037 D l lh 9 N － 6 0－W 不　　　 明 1．21 ×（0．73） 4 5 外傾 平坦 不明 本跡→ SK 30 2 9， SD 14 7 との新 旧不明

3038 D l l f 9 N －7 50－ E 不　　　 明 2．15　×　 － 3 5 緩斜 平坦 人為

3040 D 1 2g l N －38 0－W 円　　　 形 1．16　× 1．10 2 6 緩斜 皿状 不明

3041 D 12 h o N － 0 0 ノ’円　　　 形 1．08　× 1．07 34 垂直 皿状 ．人為

3043 D l lj 9 － 不　　　 明 （1．14）×（0．77） 22 外傾 平坦 不明

3044 D ll j 9 － 不　　　 明 （1．0 5）×（0．64） 32 緩 斜 平坦 不明

304 5 D ll i o N － 14 0－W 長　 方 ‘形 2．35　× 1．42 67 外傾 平坦 今為

3046 D ll i o N － 11 0－W 不定長方形 2．20　× 1．49 3 1 外傾 平坦 人為

3047 D ll e 9 N －＿4 0－W 不　　　 明 ー　 × 1．00 2 5 緩斜 ．皿状 人為

3048 D l l e o N －3 00－ E 不　　　 明 － 3 0 緩斜 平坦 不明

3049 D l le o N －8 10－W 不　　　 明 － 5 － 皿状 不明

SD 14 8との新旧不 明

3050 D l le o N －5 60－ E 不　　　 明 －　 × 1．10 － 緩斜 平坦 不明

3051 D l le o N －25 0－ E 不　　　 明 － 2 0 － 平坦 人為

3052 D l le o N － 0 0 隅丸長方形 2．00　× 1．00 3 5 緩斜 皿状 人為

3053 D 12 d l N － 88 0－ E 長　 方 ．形 2．50　× 1．00 17 緩斜 平坦 人為

30 54 D ll i 9 N － 78 0－ E 方　　　 形 1．27　× 1．18 49 外傾 平坦 不明

3055 D llg 7 N － 2 0－ E 長　 方　 形 1．83　×　0．93 61 垂 直 平 坦 人為

3056 D 12 a 5 N ・－8 6 0－ E 楕　 円　 形 1．68 × 1．17 35 緩斜 皿状 人為
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土坑

番号
位　 置

長径方 向

（長軸方 向）
平 面 形

規　　　　 模
底面 覆土 出 土 遺 ．物

借 ．　　　　 考

新旧関係 （古→新）縫 （軸）×短径（軸（m）深さ（cm）土面

3057 D ll j o N －750－E 楕　 円　 形 1．32　× 1．05 58 緩斜 皿状 不明

3058b E 1 2a l N － 5 0－W 楕　 円　 形 0．93　×　0．61 44 袋状 平坦 不明

3059a E 1 2a l N －82 0－E 不整長方形 1．39　× 1．04 3ケ 外傾 凹凸 不明

3059b E 1 2a l N －4 0－W 楕　 円　 形 1．03　×　0．61 40 外傾 平由 不明

3060 D 1 2 i l － 〔楕　 円　 形〕 〔0．84〕×〔0．68〕 23 垂 直 起伏 不明

3061 D 1 2h l N －22 0－W 不　 定　 形 1．27　× 1．03 38 外傾 平坦 不 明

3062 D 1 2b 3 N －65 0－W 楕　 円　 形 （0．68）× 0．50 4 0 外傾 平坦 人為

3064 D 12 e 2 N －40 0－W 円　　　 形 0．99　×　0．85 9 緩斜 平坦 人為

3065 D 12 e 2 N －74 0－ E 不　 定　 形 2．17　× 1．23 2 7 緩斜 平坦 人為 SK3 06 6－→本跡

3066 D ．12 e 2 N －52 0－ E 楕　 円　 形 －〔0．97〕× 0．79 5 5 外傾 平坦 不明 ．本跡→SK3 06 5

3069 D l lh o N －．80 0－W 隅丸長 方形 1．10　×　0．43 11 緩斜 平準 不明

3070 E ll e o N －43 0－E 不　 定　 形 2．10　× 1．15 2 6 緩斜 平坦 人為 本跡－→SK3 07 1

3071 E ll d o N － 1 ・0－W （長　 方　 形） （2．20）× 1．10 5 0 緩斜 平坦 人為 本跡－→SK3 072

3072 E ll d o － 不　 定　 形 2．20　× 1．15 5 0 緩斜 平坦 人為 SK3 07 1→本跡－→SK30 70

30 73 E ll d o N － 1 0－W 隅丸長方形 1．20　×　0．95 4 0 ‾ 緩斜 平坦 人為 本跡→SK30 74

3074 E ll d o N －850－E 楕　 円　 形 1．35　×　0．90 1 5 緩斜 皿状 人為 SK30 73－→本跡

3075 E ll d 2 N － 1 0－E 隅丸長方形 1．35　×　0．90 13 緩斜 平坦 人為

3076 E l l c o N － 0 0 円　　　 形 0．80　×　0．75 27 外傾 平坦 人為

3077 E ll c o N － 3 0－E 不定長方形 1．41 ×（1．04） 47 外傾 平坦 人為

3078 E 1 2 c l N － 0 0 楕　 円　 形 1．41 × 1．00 9 緩斜 平坦 不明

3079 D 1 2b 5 N －10 0－W 楕　 円　 形 0．89 ×（0．51） 15 外傾 平坦 不明

3080 D 1 2g 2 N －90 0 円　　　 形 0．90 ×（0．79） 24 外傾 平坦 不 明

3082b E 1 2b l N － 0 0 不　　　 明 4．18　×　2．55 51 緩斜 平坦 不明

3082C E 12 b l N －40 0－ E 円　　　 形 〔2．75〕× 2．41 4 6 外傾 平坦 不明

3083 D 12 i2 N －58 0－W 不 整 円 形 1．28　× 1．09 10 緩斜 皿状 人為

3085 D l l io N － 6 0－W 楕　 円　 形 1．01 ×　0．83 5 0 垂直 平坦 人為

3086 D 12 j l N － 4 0－E 楕　 円　 形 0．99　×　0．55 7 緩斜 平坦 ∧為

3087 D 12 j l N －79 0－E 楕　 円　 形 0．61 ×　0．50 1 3 緩斜 皿状 不明

3088 D 12 j l N －810－E 楕　 円　 形 0．98　×　0．64 9 緩斜 皿状 人為

3089b E 12 e l N － 0 0 不整長方形 2．00　× 1．50 5 3 外傾 平坦 不明

3090 D ll j o N －130－W 長　 方　 形 2．57　× 1．24 5 6 緩斜 平坦 人為

309 1 E 12 a 4 N － 9 0－W 長　 方　 形 1．58　× 1．06 1 6 ・外傾 平坦 不明 本跡→SK30 98

3092 E 1 2a 4 N －88 0－W 楕　 円　 形 1．12　×　0．80 32 外傾 平坦 人為

3094 E 1 2b 2 N －79 0－W 楕　 円　 形 0．76　×　0．67 34 外傾 皿状 不明 SK30・95 との新旧不明

3095 E 1 2b 2 － 不　 定　 形 － 59 垂 直 皿状 不明 SK30 94 との新 旧不明

3096 D 1 2g 4 N － 0 0 楕　 円　 形 2．66　×　2．33 56 外傾 皿状 人為

3097 E l lc o N －37 0－ E 楕　 円　 形 1．20　×　0．88 19 外傾 平坦 不 明

3098 E 12 a 4 N －80 0－ E 楕　 円　 形 0．81 ×　0．63 32 緩斜 皿状 人為 SK3 09 1→ 本跡

3099 E 12 e l． － 不　 定　 形 1．00　×　 － 50 緩斜 凹凸 人為 SK白10 0 との新 旧不 明

3100 E 12 e l N －80 0－W 長　 方　 形 1．80　×　0．90 2 5 垂直 平坦 人為 SK3 09 9との新 旧不 明

3102 E 12 d 2 N －780－W 楕　 円　 形 1．20　×　0．79 1 0 緩斜 平坦 人為

310 3 E 12d 4 － 不　 定　 形 － 14 緩斜 平坦 不明

3108 D 12b 3 N －700－E 長　 方　 形 0．60　×　0．47 － － － 不明

3109 D 12a 3 － 不　　　 明 〔2．00〕×（1．35） － － － 不明

3110 ° D 12b 4 N －730－W 長　 方　 形 1．83　× 1．09 20 緩斜 平坦 人為

3111 D 1 2b 5 N －750－W 長　 方　 形 ー　 ×　0．90 12 緩斜 平坦 不明

ー221－



土坑

番号
位　 置

長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物

備　　　　　 考

新旧関係 （古→新 ）招至（輔×鹿 （軸（m）深さ（cm）

3112 D 12 b 5 N － 0 0 不　　　 明 2．44 ×（0．52） 16 緩斜 平坦 不 明

3113 D 12 C 3 N －18 0－W 楕　 円　 形 1．00　×　0．60 14 緩斜 平坦 不明

3115 D 12 d 5 － 不　　　 明 2．18 ×（1．45） 16 緩斜 平坦 不明

3116 D 12 C 3 N －850－W 隅丸長 方形 1．19　×　0．80 1 8 外傾 平坦 人為

3117 D 12 j 4 N －610－E 楕　 円　 形 0．88　×　0．50 6 0 外傾 皿状 人為

3118 D 12 j 4 N －590－E 不　 定　 形 0．86　×　0．48 6 2 外傾 凹凸 人為

3119 D 12 j 5 － 円　　　 形 0．64　×　0．60 20 緩斜 皿状 人為

3120 D 1 2 f 3 N － 0 0 楕　 円　 形 0．91 ×　0．73 13 緩斜 平坦 人為

3121 D 1 2a 3 － 不　　　 明 1．50 ×（1．17） 12 緩斜 平坦 不明

3122 D 12 f 3 N － 8 0－W 長　 方　 形 1．15　×　0．64 26 緩斜 皿状 不 明

3123 E l le o － （長　 方　 形） （2．20）× 1．30 40 緩郵 凹凸 人為 SK30 70 ，SK3 07 2と‘の新 旧不明

3124 E ll d o － 不　　　 明 － 30 緩斜 ‘平坦 人為 SK30 71 との新 旧不明

3125 D ll j o ．N － 6 0－W 長　 方　 形 1．81 × 1．24 29 外傾 皿状 不明

3126 D ll f o N －400－E 楕　 円　 形 1．02　×　0．76 18 外傾 皿状 人為

3127 D 12 f 4 N －900 不　 定　 形 2．20 ×（2．16） 21 緩斜 平由 人為

3147 D 1 2h 3 － 不　　　 明 0．76 ×（0．56）‘ 21 緩斜 平坦 不明
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（2）第5遺構群

ア　方形竪穴状遺構

第17号方形竪穴状遺構＜Sト565＞（第223図）

位置　調査区の西部，GlOj8区。

重複関係　東部において第3429号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸2．50m，短軸1．95mの長方形である。

長軸方向　N－720－W

出入り口　南壁の東部に張り出している。規模は長さ120cm，幅70cmである。確認面から底面に向かって110cm

までは緩やかなスロープ状になっており，そこから20cmほどの段差をもって底面に至る。

壁　壁高は75cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。南西コーナー付近から灰状の遣物を検出した。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは東壁際にあり，径45cmの半円形で深さ25cm，P2は西壁寄りにあり，径25cm

の円形で深さ46cmである。柱穴と思われる。

覆土　5層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム中ブロック・粒子中量

2　黒褐色　ローム中ブロック・粒子中量

3　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム中ブロック中量

5　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

I　⑥

2m
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第223図　第17号方形竪穴状遺構実測図
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遺物　混入した縄文土器細片が少量出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第20号方形竪穴状遺構＜SI－568＞（第224園）

位置　調査区の西部，HlOcl区。

重複関係　第3399・3400号土坑，第182号溝と重複する。いずれも新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸2．05m，短軸1．60mの長方形である。

長軸方向　N－850－W

出入り口　南西コーナー部に張り出している。規模は長さ115cm，幅110cmである。確認面から底面に向かって

緩やかなスロープ状になっており，下方は段差をもって底面に至る。

壁　壁高は95cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。北東コーナー付近から灰状の遺物が検出された。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは東壁際にあり，径28cmの円形で深さ37cm，PZは西壁際にあり，長径23cm短

径15cmの楕円形で深さ35cmである。いずれも柱穴と思われる。

遺物　混入した縄文土器細片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第224回　第20号方形竪穴状遺構実測図
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第22号方形竪穴状遺構＜S上570＞（第225図）

位置　調査区の西部，GlOb5区。

重複関係　本跡が第519号住居跡を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸2．60m，短軸1．79mの隅丸長方形である。

長軸方向　N－100－W

壁　壁高は68－74cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。南西コーナー付近から焼土と炭化材が検出された。中央部は踏み締められている0

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは北壁際にあり，径35cmの円形で深さ82cm，Pzは南壁寄りにあり・径30cmの

円形で深さ60cmである。柱穴と思われる。

覆土　4層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム中ブロック・粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム中ブロック・粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子中量

遺物　混入した縄文土器細片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる0

A21．2m

‾で≦≧訂
第225図　第22号方形竪穴状遺構実測図
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第23号方形竪穴状遺構＜SI－571＞（第226・227図）

位置　調査区の西部，GlOf5区。

重複関係　本跡が第519号住居跡を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸2．30m，短軸1．40mの隅丸長方形である。

長軸方向　N－80－E

壁　壁高は66－68cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

－227－
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第226図　第23号方形竪穴

状遺構出土遺物実測図

床　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは北壁を掘り込み，壁外に突出する。径22cm

の円形で深さ54cmである。P2は南壁を掘り込み，壁外に突出する。径33cm

の円形で深さ54cmである。柱穴と思われる。

覆土　9層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム中ブロック・粒子中量
4　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
6　黒褐色　ローム粒子少量
7　黒褐色　ローム粒子微量
8　褐　　色　ローム粒子多量
9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　第226図1の土師質土器皿は，東側の底面から正位で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から15世紀後半－16世紀前半頃と考えられる。

l　（勘

第227図　第23号方形竪穴状遺構実測図

第23号方形竪穴状遺構＜SI－571＞出土遺物観察表（第226図）

2m
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番　　 号 器　形 器　　 貿

計　測　値（cm）

残存率 胎土・色調 器形・手法の特徴 備　　　 考
A B C

1 皿 土　師　質 11．0 3．3 6．3 75％ 長石・雲母・スコリア 口緑部一部欠損。体部内・外面ロク P278，P L89

にぷい橙色 ロナデ。底部回転糸切り。 東部底面
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イ　火葬土坑

第3157号土坑（第228図）

位置　調査区の西部，GlOi3区。

重複関係　本跡が第3162号土坑を掘り込み，第3158・3163号土坑に掘り込まれていることから，第3162号土坑

より新しく，第3158・3163号土坑より古い。

規模と形状　長軸5．86m，短軸1．03mの長方形である。

主軸方向　N－180－E

壁面　深さ70cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦であり，全体が被熱により赤変している。

覆土　3層からなり，各層が明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

3　黒褐色　炭化物・焼土粒子多量

所見　本跡は，中世の土坑群に掘り込まれ，また下層から，焼土粒子・炭化物が多量に出土していることから，

中世またはそれ以前の火葬土坑とした。

杏
●

P

第228図　第3157号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第3424号土坑（第229図）＜付章参照＞

位置　調査区の西部，HlOc8区。

規模と形状　西に開口部，東に燃焼部，中央に通気溝が位置する。燃焼部は長軸1．30m，短軸1・00mの隅丸長

方形，開口部は径0．60mの円形である。通気溝は長さ1．30m，幅0．35mである。

主軸方向　N－790－W

壁面　燃焼部は深さ18cm，開口部は深さ12cmであり，緩やかに立ち上がる。通気溝の断面形は「U」字状であ

る。

底面　燃焼部，開口部ともに平坦である。燃焼部の通気溝付近は，被熱により赤変している。通気溝は炭化物

がわずかに付着し，黒褐色を呈している。

覆土　5層に明確に分層される。人為堆積である。
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土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

3　褐　　色　ローム粒子少量

4　明赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量

5　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子・骨片少量

所見　本跡は，骨片・焼土・炭化物が出土していることや形状から，中世の火葬土坑とした。

第229図　第3424号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m」

第3428号土坑（第230図）＜付章参照＞

位置　調査区の西部，HlOc7区。

重複関係　本跡が第3419号土坑を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

規模と形状　西に開口部，東に燃焼部，中央部に通気溝が位置する。燃焼部は長径〔1．00〕m，短径〔0．55〕

mの楕円形，開口部は長軸（0．90）m，短軸0．80mの隅丸長方形である。通気溝は長さ（1．00）m，幅0・25

mである。

主軸方向　N－900－E

壁面　燃焼部は深さ33。mであり，緩やかに立ち上がる。通気溝は深さ43cm，断面形は「U」字状である。

底面　燃焼部，開口部ともに平坦である。通気溝付近は被熱により，赤変している。通気溝には炭化物が付着

し，黒色を呈している。

覆土　3層からなる。各層が明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

第230図　第3428号土坑実測図
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土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒　　色　炭化物多量，骨片・焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

所見　本跡は，骨片・焼土・炭化物が出土していることや形状から，中世の火葬土坑とした。

第3429号土坑（第231図）＜付章参照＞

位置　調査区の西部，GlOj9区。

重複関係　第17号方形竪穴状遺構と重複する。新旧関係は不明である。

規模と形状　西に開口部，東に燃焼部，中央に通気溝が位置する。開口部の一部は第17号方形竪穴状遺構と重

複し，遺存しない。燃焼部は長軸0．71m，短軸0．52mの隅丸長方形，開口部は長軸（1・20）m，短軸〔1・00〕

mほどの隅丸長方形，または楕円形と考えられる。通気溝はトンネル状で長さ0．90m，幅0・18mである。燃

焼部の南北に位置するPl・P2が，本跡にともなうかは不明である。

主軸方向　N－800－W

壁面　燃焼部は深さ15。m，開口部は深さ18cmで，ともに緩やかに立ち上がる。通気溝は深さ24cmで，断面形は

「U」字状である。

底面　燃焼部・開口部ともに平坦である。通気溝と燃焼部底面は，被熱により赤変している。

覆土　5層からなり，各層が明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化物微量

3　黒　　色　炭化物中量，焼土粒子微量

4　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗赤褐色　骨片多量，焼土粒子・炭化粒子少量

所見　本跡は，骨片・焼土・炭化物が出土していることや形状から，中世の火葬土坑とした○

一－－II－1－－－－1一丁1－－－｝）（｛－－－－－一、

第231図　第3429号土坑実測図
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第3444号土坑（第232図）＜付章参照＞

位置　調査区の西部，HlOb8区。

規模と形状　西に開口部，東に燃焼部，中央に通気溝が位置する。燃焼部は長軸〔0．75〕m，短軸〔0．45〕m

の隅丸長方形，開口部は長軸0．98m，短軸0．83mの隅丸長方形である。通気溝は長さ（1．04）m，幅0．15m

である。

主軸方向　N－750－W

壁面　燃焼部・開口部ともにほぼ垂直に立ち上がる。通気溝は深さ26cm，断面形は「U」字状である。

底面　燃焼部・開口部ともに平坦である。通気溝付近は，被熱により赤変している。

覆土　3層からなる。各層が明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　炭化材・炭化粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子・骨片少量

所見　本跡は，骨片・焼土・炭化物が出土していることや形状から．，中世の火葬土坑とした。

A
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第232図　第3444号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m」

第3445号土坑（第233図）＜付章参照＞

位置　調査区の西部，HlOb8区。

規模と形状　燃焼部は長軸0．81m，短軸0．33mの隅丸長方形である。通気溝は長さ0．98m，幅0．36mである。

主軸方向　N－790－W

壁面　燃焼部は緩やかに立ち上がる。通気溝は深さ22cmで，燃焼部に向かって緩やかなスロープ状になってい

る。断面形は「U」字状である。

底面　燃焼部は平坦である。通気溝付近は，被熱により赤変している。通気溝には炭化物が付着し，黒色を呈

する。

覆土　4層からなり，明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・骨片微量

3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
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所見　本跡は，骨片・焼土・炭化物が出土していることや形状から，中世の火葬土坑とした。

旦C二
旦2。．7m

第233図　第3445号土坑実測図

（勘

0　　　　　　　　　　　　　　1m」

第3450号土坑（第234図）

位置　調査区の西部，HlOd5区。

重複関係　第190号溝が掘り込んでいることから，本跡の方が古い。

規模と形状　東に燃焼部，西に通気溝が位置する。燃焼部の一部は第190号溝に掘り込まれ遺存しない。燃焼

部は長軸（0．63）m，短軸0．44mの隅丸長方形である。通気溝は長さ1．70m，幅0．40mである。

主軸方向　N－770－W

壁面　燃焼部は，緩やかに立ち上がる。通気溝は深さ20cmで，燃焼部に向かって緩やかにスロープ状になって

いる。断面形は「U」字状である。

底面　燃焼部は，平坦である。通気溝と燃焼部の底面は，被熱により赤変している。

覆土　5層からなり，各層が明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗赤褐色

5　黒　　色

所見　本跡は，

ローム粒子多量，炭化物微量

ローム粒子多量，炭化物少量

ローム粒子多量，炭化物中量

焼土粒子多量，炭化物・骨片少量

炭化物多量，骨片少量

骨片・焼土・炭化物が出土していることや形状から，中世の火葬土坑とした。

／（勘
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第234図　第3450号土坑実測図
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第3458号土坑（第235図）

位置　調査区の西部，HlOh3区。

重複関係　本跡は，第3186号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と形状　東に燃焼部，西に通気溝が位置する。通気溝の一部は第3186号に掘り込まれ遺存しない。燃焼部

は長軸0．38m，短軸0．25mの隅丸長方形である。通気溝は長さ（0．40）m，幅0．20mである。

主軸方向　N－770－W

壁面　燃焼部の断面形はカマボコ状である。通気溝は深さ20cmで断面形は「U」字状である。

叫　　　　叫

旦2。．8m

／／（∠診＼』土ゴcm
第235図　第3458号土坑実測図

底面　燃焼部は，平坦である。通気溝と燃焼部の底面は，

被熱により赤変している＿。

覆土　3層からなり，各層が明確に分層されることから，

人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　　色　炭化物中量，骨片・焼土粒子微量

2　黒褐色　炭化物・焼土粒子微量

3　暗赤褐色　炭化物・焼土粒子少量

所見　本跡は，骨片・焼土・炭化物が出土していること

や形状から，中世の火葬土坑とした。

ウ　地下式墳

第45号地下式場＜SK－3371＞（第236図）

位置　調査区の西部，H9C9区。

主軸方向　N－150－W

竪坑　上面は，径1．10－1．15mの円形である。確認面からの深さは1．26mである。底面は径1．00mの円形で，

平坦である。

主室　底面は，長軸1．80m，短軸1．10mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1．68mであ

る。竪坑に向かって，緩やかなスロープ状になっている。

完9　　　④

叫

第236図　第45号地下式場実測図
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壁　竪坑は，緩やかに立ち上がる。主室は，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土14層からなる。竪坑から主室へ流れ込むような堆積状況を示している。12層はロームブロックが主体と

なっていることから，天井部が崩落したものと考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ロームブロック中量，ローム粒子少量　　　　　　　　　8

2　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量　　　　　　　　　　　　　9

暗
黒

褐色　ローム粒子多量

褐色　ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　　　10　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム中ブロック・粒子少量　　　　　　　　　　　　11黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

5　黒褐色　ローム中ブロック・粒子多量　　　　　　　　　　　12　褐　　色　ローム中ブロック多量

6　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　　　13　黒褐色　ローム中ブロック・粒子少量

7　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量　　　　　　　14　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量が出土している。

所見　時期を推察する遺物は出土していない。性格については，付近に中世の墓壕と思われる遺構が数多く確

認されていることから，墓域との関連性があるものと思われる。

第46号地下式場＜SK－3451＞（第237図）

位置　調査区の西部，HlOb6区。

主軸方向　N－00

竪坑　竪坑と主室の間は天井部が残存しており，長さ70cmほどのトンネルでつながっている。トンネル部の底

面は，緩やかなスロープ状になっている。竪坑上面は，径85cmほどの円形である。確認面からの深さは1．40

mである。底面まで円柱状に掘り込まれている。底面は平坦である。

主室　底面は，長軸1．50m，短軸1．35mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1．40mであ

る。

壁　竪坑・主室ともにほぼ垂直に立ち上がる。

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量と土師器片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していない。性格については，付近に中世の墓壕と思われる遺構が数多く確

認されていることから，墓域との関連性があるものと思われる。

「
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第237図　第46号地下式場実測図
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エ　井戸跡

第37号井戸跡（第238図）

位置　調査区の西部，HlOc8区。

重複関係　第3343号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　径0．80mの円筒状の井戸跡である。1．60mまで掘り下げたが，崩落の危険があり，底面まで調査

することはできなかった。

覆土　2層からなる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　流れ込みと思われる土師器片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物が出土していないため，本跡の詳細な時期については不明である。

第238図　第37号井戸跡実測図

旦
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第38号井戸跡（第239図）

位置　調査区の西部，HlOe6区。

重複関係　第191号溝と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　上面は長径1．00m，短径0．75mの楕円形，中位から下は径0．90mの円筒状を呈している。1・50m

まで掘り下げたが，崩落の危険があり，底面まで調査することはできなかった。

覆土　6層からなる。ブロック状の堆積を示しており，人為堆積と考えられる。

第239図　第38号井戸跡実測図
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土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック少量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

6　褐　　色　ローム小ブロック・粒子少量

遺物　流れ込みと思われる土師器片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物が出土していないため，本跡の詳細な時期については不明である。
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第240図　土坑実測図（7）
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第241図　土坑実測図（8）
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第242図　土坑実測図（9）
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第243図　土坑実測図㈹
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第244図　土坑実測図（11）
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第245図　土坑実測図（12）

一243－

2m

旦21．0m

‾麗T
SK3152

旦21．2m

－＼－＿ノ′

且21．2m

「」＿＿＿ノ／‾

」



SK3377　　　　　SK3385

「

2m」

C

‾て宅喜戸打「ヨ票「‾‾‾‾‾
SK3378

旦21．2m　　　　　　　　旦21．0m

一⊂＝三＝＝7　　1／′

第246図　土坑実測図（13）
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第247図　土坑実測図（14）
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第45号地下式塘
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第249図　土坑実測図（16）
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表7　土坑一覧表（第5遺構群）

土坑

番号
位　 置

長径方向

（長軸方 向）

平 面 形
規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出 土 遺 物
備　　　　　 考

新旧関係 （古→新）掻 （軸）×樹至（軸（m）深さ（cm）

3142 G lO f 5 N －7 80－W ・ 長　 方　 形 1．42　× 1．17 37 外傾 平坦 不明 本跡→ S I51 9

314 5 G 9 h o N －2 90－ E 楕　 円　 形 1．32　×　0．75 6 外傾 平坦 不明

314 6 G 9 h o N －2 00－ E 隅 丸 方 形 2．22　×　2．06 20 外傾 平坦 不明

314 8 G lOh Z N －1 00－ E 隅 丸 方 形 2．00　× 1．83 1 05 袋状 皿状 不明 ピッ ト 1 か所あ り

3 14 9 G lOh l N －2 80－ E 隅 丸 方 形 〔1．90〕×〔1．85〕 25 垂直 平坦 人為

3 150 G lOh 2 N － 0 0 不　　　 明 － － － － 不明

3 151 G l坤 2 N － 6 0－ E 不　 定　 形 〔1．95〕× 1．43 19 外傾 平坦 人為 ピッ ト 1 か所あ り

3 15 2 G lO i 2 N －7 50－ E 楕　 円　 形 1．24　×　0．98 37 垂直 平坦 人為

3 15 5 G lOh 9 N －1 70－W 〔円　　　 形〕 0．82 ×（0．51） 1 35 垂直 平坦 不明 本跡→ SK 31 56

3 156 G lOh 9 － 不　　　 明 （1．81）×（0．29） － － － 不明 S I52 2，SK 31 55－→本跡

3 158 G lO j 3 － 不　　　 明 〔1．60〕×〔1．50〕 56 緩斜 平坦 人為 SK 31 57．SK 3 160 ，SK3 16 2→ 本跡

3 15 9 G lO j 3 N －1 70－ E 長　 方　 形 6．00　× 1．00 80 緩斜 平坦 人為 本跡→ SK 31 60

3 160 G lO j 3 － 不　　　 明 ．〔1．60〕×〔1．50〕 27 緩斜 皿状 人為 SK 31 59－→本跡⊥◆SK3 15 8°

3 16 2 G lO i 3 N － 1 0－ E 長　 方　 形 1．18　×　0．85 74 緩斜 平坦 人為 本跡→ SK 31 57

3 163 G lO i 3 － 不　　　 明 2．30　×　 － 19 緩斜 平坦 人為 SK 31 57→ 本跡→ S由 16 4

3 164 G lO i 3 N － 3 0－ E 長　 方　 形 1．95　× 1．17 35 緩斜 平坦 人為 SK 31 63→ 本跡－→S K3 16 6a

3 165 G lO i 3 － 不　　　 明 （1．00）×（0．65） 18 緩斜 平坦 人為 不明

3 166a G lO i 3 － 不　　　 明 － 25 緩斜 平坦 人為 SK 316 4，SK 3 166 b→ 本跡

3166b G l O i 3 N － 5 ？一 E ・’不　　　 明 （1．24）×（0．95） 22 緩斜 平 坦 人為 本跡→ S K3 16 6

3167 G l O i 3 N －32 0－ E 長　 方　 形 1．40　×　0．97 32 緩斜 平 坦 人為 不 明

3168 G l O i 3 N －89 0－W 長　 方　 形 1．40　× 1．10 1 00 垂直 平坦 人為 不明

3169 G l O i 2 N －27 0－ E 長　 方　 形 1．30　×　0．94 37 垂直 平 坦 人為 SK3 17 0→ 本跡

3170 G l O i 2 N －2 10－ E 隅丸長方形 1．06　×　0．85 64 垂直 平坦 人為 SK3 16 9→ 本跡

3171 G l O i 2 N － 39 0－ E 不　　　 明 2．15　×　 － 31 外傾 平 坦 不明

3172 G l O i 2 N － 39 0－ E 不　　　 明 2．28　×　 － 37 外傾 平坦 人為

3173 G l O i 2 N － 10 0－ E 方　　　 形 0．86　×　0．82 4 5 外傾 平坦 不明

3174 G l？iZ N － 10 0－W 不　　　 明 1．08 ×（0．57） 60 垂直 平坦 人為

3175 G l O iZ N － 12 0－ E 方　　　 形 ・ 1．42　× 1．27 91 垂直 平坦 人為 ・骨 片

3176 G l O i l N － 30 0－ E 長　 方　 形 1．28　× 1．03 ． 15 外傾 平坦 人為

3177 G lO i l N － 65 0－W 楕　 円　 形 1．20　×　0．98 2 5 外傾 平坦 不明

3178 G lO io N － 12 0－ E 隅丸長方形 2．05　× 1．51 3 6 緩斜 平坦 不明

3179 G lO i2 N － 0 0 長　 方　 形 1．43　× 1．04 3 7 緩斜 平坦 不明

3180 G lO h Z N － 21 0－ E 不　　　 明 1．36 ×（0．95） 3 5 緩斜 凹凸 人為

3181 G lO h 2 N － 9 0－ E 方　　　 形 2．15　× 1．87 3 6 垂直 平坦 人為

3182 G lO h 3 － 不　　 一．明 ‾ －　 ×〔1．23〕 3 2 緩斜 皿状 不明

3183 G lO h 3 N － 67 0－W （長　 方　 形） ー　 × 1．4 6 4 8 垂直 平坦 人為 本跡→ S K3 19 3

3184 G lO h 3 N － 3 0‾－W 長　 方　 形 1．25　×　0．92 － 緩斜 平坦 不明 不 明

3185 G lO h 3 N － 1 0－W 長　 方　 形 1．34 ×（1．18） － 緩斜 平坦 不明 不 明

3186 G lO h 3 N －8 5 0 T W 長　 方　 形 （1．25）× 1．10 － 緩斜 平坦 不明 不 明

3187 G lO h 3 N －7 1 0－ W 長　 方　 形 3．0 5　×　0．96 3 0 綾斜 平坦 人為 本跡一→S K3 18 9

3188 G lO i 3 － 不　　　 明 0．95 ×（0．4 5） 1 5 緩斜 皿状 人為 不 明

3189 G lO i 4 N －7 0 0－ W 長　 方　 形 2．00　×　0．95 4 0 緩斜 平坦 人為 SK 3 18 7→本跡－→SK 3 157 ，SK 31 90

3190 G lO i 3 － ・不　　　 明 ‘（0．65）×　 － － － 平坦 不明 S K3 18 9→本跡

3 19 1 G lO i 4 N －7 40－ W 隅丸長方形 1．85　× 1．50 3 3 緩斜 皿状 人為 本跡→ S K3 15 7

3 192 G lOh 3 － 不　　　 断 0．95　×　 － － 緩斜 平坦 不明
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土坑 ．

番号
位　 置

長径方 向

（長軸方 向）
平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物

備　　　　　 考

新旧関係 （古→新）荷重（軸）×離 （軸（m）深さ（cm）

3193 G lO h 3 － （方　　　 形） （1．40）×（1．40） 48 緩斜 平坦 人為 SK3 18 3，SK3 19 4→ 本跡→SK3 2 19

3194 G lO h 3 N －680－W （長 ‾方　 形） （1．80）×（1．50） 箪 緩斜 平坦 人為 本跡→SK3 193

3195 G iog 3
－ 不 ・定　 形 1．20 ×（0175） － － － 不明 不 明

3196 G lOg 3 － 隅 丸 方 形 1．40　× 1．35 34 － 皿状 人為 SI52 5→ 本跡

3197 G lO f 4 N －160－E 隅丸長方形 1．55　× 1．34 56 緩斜 平坦 人為 SI52 5→ 本跡

3198 G lOh 5 － 不　　 ‾明 1．73 ×（0．76） 　 30 緩斜 平坦 人為 本跡－→SK32 02 a

3199 G lOh 5 － 不　　　 明 2．05 ×（1．70） － 緩斜 平坦 不明 不明

3200 G lOh 5 N －730－W 長　 方　 形 1．45　× 1．20 43 垂直 平坦 人為 本跡－→SK32 02 a

3201 G lO i 5 N －760－W 楕　 円　 形 〔2．12〕‘× 0．91 33 垂直 平坦 人為 SK32 16→本跡

3202a G lOh 云 N －200－°E （長　 方　 形） （2．35）×（1．66） 24 緩斜 平甲 人為 SK31 98－→本跡

3202b G lOh 5 － 不　　　 明 （2．40）‾×（1．45） － 緩斜 平坦 不 明 示明

3203 G lOh 4 N －14 0－E 隅丸長方形 ー　 × 1．30 12 緩斜 皿状 ↑為 SK320 6→ 本跡

3204 G lOh 4 N －830－W 長　 方　 形 1．07　×・0：95 38 緩 斜 平坦 人為 SK320 5「◆本跡－→SK3 20 6

3205 G lOh 4 ．N －850－W 長　 方　 形 1．42　× 1．12 55 －緩 斜 平坦 人為 本跡→SK3 20 4

3206 G lOh 4 N －12 0－E 長　 方 ‾形 2．00　× 1．66 60 嘩 斜 平坦 人為 SK3 20 4－→本跡－→SK3 20 3

・3207 G lOh 4 N － 1 0－E 長　 方　 形 3．15　× 1．17 2 5 緩斜 皿状 人為 本跡－→SK3 21 9

3209 G lO i 5 N －74 0－W 不 整 方 形 1．04　× 1．00 2 0 緩斜 平坦 不明 SK32 10→本跡　 SK3211，SK3244との新旧不明

3210 G lO i 5 N －14 0－E 長　 方　 形 （1．51）× 1．00 50 外傾 平坦 不明 本跡→SK3 20 9

3211 G l O i 4 N －81O r w 長　 方　 形 1．51 × 1．29 56 外傾 平坦 不明 SK3 20 9 との新 旧不 明

3212 G l O j 4 N －52 0－W 長　 方　 形 1．72　× 1．13 8 1 垂直 起伏 不明

3214 G l O i l N －60 0－W 不　 定　 形 1．62　× 1．41 3 2 緩斜 皿状 人為

3215 G l Oh 4 N －70 0－W 長　 方　 形 1．55　× 1．00 － － 平坦 不明 不 明

3216 G l O i5 － 不　　　 明 ー　 × 1．05 2 7 緩斜 平坦 人為 本跡→SK3 20 1

3219 G l Oh 4 N －69 0－W 長　 方　 形 1．41 × 1．10 3 3 緩斜 平坦 人為 SK3 19 3→本跡

3220 G lO h 3 － 不　　　 明 － 46 － 平坦 人為 不 明

3240 G lO i5 N －15 0－W 楕　 円　 形 1．29　×　0．75 3 4 緩斜 ・皿状 不明

3241 G lO j 5 N － 4 0－W 不　 定　 形 1．04　×　0．71 ・34 外傾 皿状 不明

3242 G lO j 5 N －66 0ニーW 楕　 円　 形 0．72　×　0．60 1 8 緩斜 皿状 不明

3243 G lO j 5 N －40 0－W 楕　 円　 形 0．91 ×　0．54 3 2 緩斜 皿状 不明

3244 G lO i 5 N －74 0－W 長　 方　 形 （1．81）× 1．04 3 2 外傾 平坦 不明 SK3 209 ，SK3 2 10 との新 旧不明

3336 H lO a 7 N －100－E 隅丸長方形 1．57　× 1．30 74 外傾 平坦 不明 本跡→SK33 37

33 37 H lO a 7 N －100－E 隅丸長方形 2．45　× 1．52 3 2 外傾 平坦 人為 SK3 336→本跡

3338 H lO a 9 N －240－E 1隅丸長方形 2．12　× 1．28 2 1 外傾 平坦 不明 SK33 39 とめ新旧不明

3339 H lO a 9 N －170－E 長　 方　 形 1．15　×　0．89 1 1 緩斜 皿状 不明 SK33 38 との新旧不明

3340 H lOb 9 N －750－W 楕　 円　 形 1．92　× 1．10 13 緩斜 平坦 不明

1

本跡→SK334 3

3341a H lO c 9 N －870－E 長　 方　 形 1．77　×　0．90 31 外傾 平坦 不明

3341b H l O c 9 N －87 0－E 円　　　 形 0．77　×　0．72 72 外傾 皿状 不 明

3342 H l Oc 8 N －150－E 楕　 円　 形 1．54　×　0．98 10 緩斜 平坦 不明 SE30 ，SK 33 42→本跡

SK3 34 7，SK 33 58 との新旧不明

3343 H l Oc 8 N － 0 0 隅丸長方形 （1．19）× 0．90 26 外傾 平坦 不明

3344 H l Oa 7 N －10 0－E 不 整 円 形 0．72　×　0．68 17 緩 斜 皿状 人為

3346 H lO a 3 N －14 0－ E 長　 方　 形 1．82　× 1．14 13 緩斜 平坦 人為 SK3 34 6，SK 33 58 との新旧不明

本跡→SK3 15 9

3347 H lO a 3 N －55 0－W 〔長　 方　 形〕 （1．68）× 1．46 16 緩斜 平坦 人為

3348 H lO j l N － 3 0－E 長　 方　 形 1．50　× 1．26 15 緩斜 平坦 人為

3349 H lO a 3 N －82 0－E 長　 方 ・形 1．70　× 1．48 14．0 垂直 平坦 人為

3350 H ll f 2 N －37 0－E 楕　 円　 形 1．22　× 1．06 2 9 緩斜 平坦 不明・

3351 H ll f 2 N －190－E 楕　 円　 形 10．74 ×（1．08） 24 緩斜 平坦 不明
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土坑

番号 位　 置

長径方 向

（長軸方 向）
′　　　　　　′

規　　　　 模
出 土 遺 物

備　　　　　 考

新 旧関係 （古→新）平 面 形 ，凝 （軸）×離 （軸（m）深さ（cm）土面 氏面 イ

3353 H 9 d 9 N －70 0－W 長　 方　 形 2．60 火 1．20 62 緩斜 皿状 人為 SK3 3 54－→本跡

3354 H 9 d 9 N －20 0－W 不　 定　 形 0．93 ×（0．80） 56 緩斜 皿状 人為 本跡→SK3 35 3

3355 H 9 d 9 N －80 0－W 長　 方　 形 1．15　×　0．90 10 5 垂直 平坦 人為 不 明

3356 H 9 d o N －85 0－W 長　 方　 形 1．92　× 1．65 6 5 緩斜 平坦 人為 SK3 35 7→本跡

3357 H 9 d o N － 1 0－ E 長　 方　 形 1．81 × 1．30 5 0 緩斜 平坦 人為 本跡一一SK3 35 6

3358 H lO b 3 － 不　　　 明 （1．43）×（0．98） － － － 不明 SK3 34 6，SK3 34 7 との新 旧不明

3359 H 9 b 9 N －80 0－W 長　 方　 形 1．73　× 1．42 3 8 垂直 平坦 人為

．3360 H 9 b 9 N －80 0－W （長　 方　 形） （1．65）×（1．55） 35＿ 垂直 平坦 人為

3361 H 9 C 9 N －800－W 長　 方　 形 1．95　× 1．50 42 垂直 平坦 人為

3364a G lO j 2 N － 1 0－E 方　　　 形 1．17　× 1．12 135 垂直 平坦 人為 SK33 80－→本跡

3364b G lO j Z N －700－W （長　 方　 形） （0．52）×（0．41） － － － 不明

3365 H 9 d o N －760－W 楕　 円　 形 1．38 ×（1．08） 76 垂直 平坦 人為

3367 H lOb 4 N －750－W 楕　 円　 形 3．95　× 1．27 36 緩斜 皿状 不明

3368 H lOb 4 N －750－W 隅 丸長方形 3．58　×　2．57 36 外傾 平坦 不明

3369 H 9 b 9 ・N －800－W 長　 方　 形 1．72　× 1．38 50 垂直 平坦 人為

3370 H 9 d o N －760－W 長　 方　 形 （3．60）× 1．12 30 垂直 平坦 人為

3372 H 9 c o N －90 0 不　 定　 形 2．52　× 1．60 34 緩斜 皿状 人為 不明

3374 H 9 c o N － 5 0－E 不　 定　 形 2．05　×　0．95 8 5 垂 直 平 坦 人為 不明

3375 G l O j 2 N －80 0－W 不　　　 明 〔1．50〕× 1．00 － － － 不明

3376 ・H lO a 2 N －50 0－W 不　 定　 形 1．45　×　0．80 4 8 緩斜 凹凸 人為 不明

3377 H lO a 2 － 不　 定　 形 ・ 1．10 ×（0．75） － － － 不明 不 明

3378 G ．10 j 2 N －80 0－W 楕　 円　 形 1．25．× 1．10 3 5 緩斜 平坦 人為
t

不 明

3379 G lO j 3 N － 0 0 長　 方　 形 1．16　×　0．94 － － －
示明

3380 G lO j 2 N －20 0－E 長　 方　 形 〔1．50〕×・1．10 4 0 緩斜 皿状 人為 SK3 38 6→本邸→SK33 64

3381a G lO j 2 － 不　　　 明 － 22 緩斜 平坦 人為 本跡→SK33 86

3381b G lO j 2 － 不　　　 明 － － － － 不明

338 2 H lOb 3 N － 0 0 楕　 円　 形 1．25　×　0．93 7 緩斜 平坦 不明

338 3 G lO j 2 N － 8 0－E 長　 方　 形 2．45　×　2．10 24 垂直 平坦 不明

3385 H lOa 3 N －750－W 楕　 円　 形 0．80　×　0．50 22 外傾 皿状 人為

3386 G l O j 2 － 不　　　 明 － 20 緩斜 平坦 人為 SK33 81 a－→本跡－→SK3 38 0

3387 H l Oc 5 N －78 0－W 楕　 円　 形 1．81 ×　0．55 22 外傾 平坦 不明

3388 H l Ob 5 N －850－W 楕　 円　 形 2．67　×　0．58 18 外傾 平坦 不明

3391 H 9 d 9 N －60 0－W 長　 方　 形 2．30　×　0．95 65 垂 直 皿状 人為

3393 H l Oa l N －81 0－W 不　 定　 形 2．48　× 1．63 75 垂 直 垂 直 人為 ．本跡→ SD182

3394 H lO b l － 不　　　 明 － － － － 不明

3395 H lO b l － 不　　　 明 〔1．57〕×〔1．40〕 2台 緩斜 平坦 不 明

本跡－→SD1 82

3397 H lO c l N －77 0－W 楕　 円　 形 （1．52）× 1．14 7 緩斜 平坦 人為

3398 H lO b l － 不　　　 明 （1．16）× 1．02 1 5 緩斜 平坦 人為

3399 H lO c l － 不　　　 明 ー　 × 1．58 2 2 垂直 平坦 不明

340 0 H lO a l － 不　　　 明 （1．48）× 1．26 7 8 畢直 起伏 不明 本跡→SD1 82 ・

340 1a H lO d l － 不　　　 明 ー　 × 1．38 3 2 垂直 平坦 不明 本跡－→SD1 82

3402 H lOd l N －140－E 不整楕 円形 1．29　×　0．85 2 7 緩斜 皿状 不明 SD1 90→本跡

3403 H l Ob 2 N －750＿W 長　 方　 形 1．77　× 1．35 26 外傾 平坦 人為 本跡→SK34 04　 骨片

3404 H l Ob 2 N －160－E 長　 方　 形 ー　 × 1．54 29 緩斜 平坦 人為－ SK34 03→本跡一一SK34 08

3405 8 1 0b o － 不　　　 明 － 31 緩斜 皿状 人為 本跡→SD18 0

3406 H l Ob o N －34 0－E 不　 定　 形 0．78　×　0．55 52 緩斜 起伏 人為 本跡→SK34 07
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土坑

番号
位　 置

長径 方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物

備　　　　　 考

新 旧関係 （古→新 ）縫 （軸）×短径（軸（m）深さ（cm）

3407 H lO b o N －90 0 楕　 円　 形 （1．57）× 1．31 8 8 緩斜 皿状 人為 SK3 40 6－→本跡 →SD180

3408 H lO b 2 N － 8 0－ E 長　 方　 形 1．11 ×〔0．73〕 27 外傾 平坦 不明 SK3 40 4→本跡

3409 ‘H lO d Z － 不　　　 明 ー　 ×　0．82 3 3 緩斜 平坦 不明 本跡→ SK34 10

3410 H lO d 2 N －13 0－ E 不　　　 明 2．32 ×（0．98） 10 4 緩斜 起伏 不明 SK3 40 9→本跡→SK34 11

3411 H lO d l N － 6 0－E 楕　 円　 形 2．20　×　0．68 3 4 緩斜 平坦 不明 SK3 4 10→本跡

3413 H lO d 2 N －18 0－W 不　 定　 形 1．90 × 1．35 11 0 外傾 平坦 人為

3414 H lO e 3 N －83 0－E 長　 方　 形 （1．71）×（1．00） － 不 明 不 明 不明 SD190 ，SK3 43 2 との新 旧不 明

3416 G lO j Z － 不　 定　 形 1．25 ×（0．81） 45 外傾 皿状 不明 本跡→SD18 1

3417 H lO d 7 N －21 0－W 不　 定　 形 1．34　×　0．78 5 8 外傾 平坦 不明

3418 H lO d 7 N －48 0－E 楕　 円　 形 0．88　×　0．63 5 3 垂直 皿状 不明

3419 H lO c 7 N －690－W 長　 方　 形 1．54　×　0．94 3 0 垂直 平坦 不明 本跡－→SK3 42 8b　 骨片

342 0 H lO c 7 N －840－W 楕　 円　 形 1．63　×・0．99 2 0 外傾 平坦 不明

342 1 H lO c 7 N －430－W 円　　　 形 1．22　× 1．12 4 3 垂直 壷坦 不明

3422 H lO c 7 N －830－W 楕　 円　 形 1．37　×　0．82 23 緩斜 平坦 不明

3423 H lOb 7 N －830－W 楕　 円　 形 1．61 ×　0．61 3 5 緩斜 皿状 不明

3425 G lO j 3 N －130－E 不　　　 明 1．62　× 1．25 24 緩斜 平坦 人為 本跡→SD18 1

3426 H l Oe 4 N － 0 0 不　 定　 形 2．26　×　2．03 118 外傾 平坦 人為

3427 H l Oe 4 N －830－E 楕　 円　 形 2．00　× 1．05 95 垂直 平坦 不明

3430 G l O j 8 N －620－W 楕　 円　 形 1．00　×　0．62 47 外傾 平坦 人為

3431 H l Od 6 N －130－E 不　 定　 形 1．89　× 1．09 44 垂直 平坦 不明 SD19 1 との新 旧不 明

3432 ．H l Od 2 N －72 0－W 〔隅丸長方形〕 ー　 ×　0．69 － － － 不明 SD19 0，SK 34 14 ，SK3 43 2 との新 旧不 明

3433 H l Od 3 － 不　　　 明 － － － － 不明 SD19 0，SK 34 34 との新旧不明

3434 H l Od 4 N －84 0－E 隅丸長方形 （2．95）×（1．13） － － － 不明 SD19 0，SK 34 33 との新旧不明

3435 H lO b l － 不　 ‾　　 明 〔1．08〕×〔0．52〕 30 緩 斜 平坦 不明

3436 H lO b 7 N －80 0－W 楕　 円　 形 1．57　×　0．58 2 0 外傾 皿状 不明

3437 H lO b 7 N －88 0－W 楕　 円　 形 1．16　×　0．54 7 外傾 平坦 不 明

3438 ＿ G lO i 7 N －78 0－W 長　 方　 形 1．72　× 1．16 4 6 外傾 平坦 不明 SD193→本跡

34 39 H lO a 4 N －75 0－W 長　 方　 形 1．73　× 1．15 9 1 外傾 平坦 不明

3440 H lO b 4 N － 0 0 円　　　 形 1．25　× 1．16 － － － 不明

344 1 H lO c 5 N －720－W 長　 方　 形 1．31 × 1．19 － － － 不明

3446 G lO j 7 N －160－W 不　 定　 形 0．74　×　0．39 5 0 外傾 皿状 人為

3447 G l O j 7 N －380－W 不　 定　 形 1．11 ×　0．40 60 垂直 凹凸 人為

3448 G l O j 7 N －880－W 不 整 方 形 1．43　× 1．24 5 5 外傾 凹凸 人為

3454a G l O j 6 N －83 0－W 不 整 方 形 1．21 × 1．00 27 外傾 平坦 不明

3454b G l O j 6 N －39 0－W 不整楕 円形 0．92　×　0．71－ 〔55〕 不明 不明 不明

3455 G lO j 6 N － 9 0－W 不整楕 円形 1．20　×　0．99 ． 29 緩斜 皿状 人為

SD19 1との新旧不明

3456 G lO j 6 N －86 0－W 不　 定　 形 1．36　×　0．91 55 外傾 不明 不明

3457 G lO i6 N －77 0－W 隅丸長方形 1．70　×　0．98 14 緩斜 血状 人為

3458 G lO h 3 N － 0 0 不　 定　 形 0．37　×　0．36 15 緩斜 凹凸 不明

3460 H lO b 8 N －27 0－E 不　 定　 形 1・．04　×　0．55 － 不 明 不 明 不明

3461 H lO e 2 N －34 0－E 不 整 円 形 1．37　× 1．22 － 不 明 不 明 不明

3462 G lOg 8 N －150－E 長　 方　 形 2．55　× 1．04 2 0 緩斜 平坦 不明

3473 H lO f o N －690－W 楕　 円　 形 1．71 × 1．12 11 6 垂直 平坦 人為
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（3）第6遺構群

ア　方形竪穴状遺構

第14号方形竪穴状遺構＜Sト528＞（第253図）

位置　調査区の中央部，Flle2区。

重複関係　本跡が第527号住居跡を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3．06m，短軸2．28mの長方形で，南壁中央部は内側に半円形に張り出している。

長軸方向　N－150－E

壁　壁高は50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは中央からやや北側にあり，長径20cm，短径15cmの楕円形で，深さ25cm，

P2は中央からやや南側にあり，長径28cm，短径20cmの楕円形で，深さ26cmである。柱穴と思われる。

覆土　3層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒　　色　ローム粒子少量・炭化物微量

遺物　混入と思われる縄文土器片少量と土師器片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第253図　第14号方形竪穴状遺構実測図
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第15号方形竪穴状遺構＜Sト529＞（第254図）

位置　調査区の中央部，Flle3区。

重複関係　本跡が第527号住居跡を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸3．07m，短軸3．01mの方形で，北西コーナーは突出している。

長軸方向　N－810－W

出入り口　東壁の北部に張り出している。規模は長さ155cm，幅60cmである。確認面から底面に向かって150cm

まで緩やかなスロープ状になっている。

壁　壁高は85cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，北部に硬化面がある。北東側は出入り口に向かって，緩やかに傾斜している。突出部から灰状の

遺物が検出された。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは中央からやや西側にあり，径43cmの円形で，深さ45cm，P2は中央からや

や東側にあり，長径43cm，短径35cmの楕円形で，深さ40cmである。いずれも柱穴と思われる。

覆土　4層からなる。自然堆積と思われる。

第254図　第15号方形竪穴状遺構実測図
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土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化物微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量，炭化物微量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量，炭化物微量

遺物　混入と思われる縄文土器片少量と土師器片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第16号方形竪穴状遺構＜S「530＞（第255図）

位置　調査区の中央部，Flld3区。

重複関係　第3280号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸2．84m，短軸2．50mの長方形を呈し，南コーナー部は突出している。

長軸方向　N－630－W

出入り口　南コーナー部に張り出している。確認面から底面に向かって綾やかなスロープ状になっている○

壁　壁高は75cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，出入り口部に向かって緩やかに傾斜しており，硬化している。西コーナー付近から，灰状の遺物

が検出された。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは中央からやや東側にあり，径25cmの円形で，深さ18cm，P2は中央からや

や西側にあり，径25cmの円形で，深さ42cmである。いずれも柱穴と思われる。

第255図　第16号方形竪穴状遺構実測図
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覆土　5層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量

5　黒褐色　ローム小ブロック・粒子中量

遺物　混入と思われる縄文土器片少量と土師器片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第18号方形竪穴状遺構＜Sト566＞（第256図）

位置　調査区の中央部，Fllf6区。

重複関係　本跡が第3271号土坑を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸2．42m，短軸1．97mの長方形である。

長軸方向　N－210－E

出入り口　南壁の中央部に張り出している。規模は長さ110cm，幅100cmである。確認面から底面に向かって壁

際まで緩やかなスロープ状になっており，そこからほぼ垂直に65cmの段差をもって底面に至る。

壁　壁高は110cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

第256図　第18号方形竪穴状遺構実測図
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ピット　2か所（Pl・P2）。Plは西壁際にあり，径40cmの円形で，深さ66cm，P2は東壁際にあり，長径60cm，

短径43cmの楕円形で，深さ55cmである。いずれも柱穴と思われる。

覆土　5層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

4　暗褐色　ローム粒子・小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　混入と思われる縄文土器片少量と土師器片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第19号方形竪穴状遺構＜Sト567＞（第257図）

位置　調査区の中央部，Fllbl区。

重複関係　南西コーナー部において第3225号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸2．48m，短軸2．15mの長方形である。

長軸方向　N－820－W

壁　壁高は10cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは東側にあり，径34cmの円形で，深さ38cm，P2は西側にあり，径35cmの円形

で，深さ54cmである。いずれも柱穴と思われる。

覆土　2層からなる。自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子多量

遺物　混入と思われる縄文土器片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第257図　第19号方形竪穴状遺構実測図
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第21号方形竪穴状遺構＜Sト569＞（第258図）

位置　調査区の中央部，Fllf5区。

重複関係　西部において第3312号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸2．40m，短軸1．81mの長方形である。

長軸方向　N－100－E

出入り口　南壁の西側に張り出している。規模は長さ110cm，幅90cmである。確認面から底面に向かって，緩

やかなスロープ状になっており，下方は段差を持って底面に至る。

壁　壁高は100－105cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは北壁際にあり，長径70cm，短径45cmの楕円形で，深さ45cm，P2は出入り

口を避けるように南壁際中央からやや東側にあり，長径68cm，短径33cmの楕円形で，深さ40cmである。いず

れも内側に傾いている。柱穴と考えられる。

覆土　4層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム中ブロック・粒子中量

2　黒褐色　ローム中ブロック・粒子少量

3　暗褐色　ローム中ブロック・粒子少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

遺物　混入と思われる縄文土器片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第258図　第21号方形竪穴状遺構実測図
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イ　火葬土坑

第3261号土坑（第259図）

位置　調査区の東部，F12d4区。

規模と形状　長軸6．80m，短軸（1．30）mで長方形である。底面の中央部には長軸方向に長さ3・40m，幅40cm，

深さ10cmほどの溝がある。溝の端部にはピット状の掘り込みがある。

主軸方向　N－120－W

壁面　深さ43cmで，やや外傾して立ち上がる。

底面　平坦であり，中央部の溝は全体が被熱により，赤変している。

覆土　3層からなり，各層が明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

3　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子中量

所見　本跡は，下層から焼土粒子・炭化物が多量に出土していることから，中世またはそれ以前の火葬土坑と

した。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一」

第259図　第3261号土坑実測図

第3278号土坑（第260図）

位置　調査区の中央部，Fllg5区。

重複関係　第3292・3293号土坑と重複する。第3292号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が古い。

規模と形状　東に燃焼部，西に通気溝が位置している。通気溝と燃焼部の一部は第3292号土坑と重複するため

遺存しない。燃焼部は長軸〔0．70〕m，短軸0．45mの隅丸長方形と思われる。通気溝は長さ（0・86）m，幅

0．46mである。土層に地山がブロック状に残ることから，通気溝はトンネ叫犬だったと考えられる。

主軸方向　N－580－W

壁面　燃焼部は深さ34。。ほどでほぼ垂直に立ち上がり，西壁は赤変硬化している。通気溝の断面形は「U」字

状である。

底面　燃焼部は平坦である。通気溝付近は，被熱により赤変している。

覆土　5層からなり，明確に分層されることから，人為堆積と思われる。
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土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・小骨片少量，炭化物微量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化物・小骨片少量

3　暗褐色　ロームブロック・粒子少量

4　暗赤褐色　焼土粒子・焼骨片多量，炭化物少量

5　黒　　色　炭化物・焼骨片多量

遺物　多量の骨片が4・5層から出土している。第260図1－3は土製数珠玉で，5層から出土している。

所見　本跡は，骨片・焼土・炭化物が出土していることや形状から，中世の火葬土坑とした。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

L　　　；　　　！

第260図　第3278号土坑・出土遺物実測図

第3278号土坑出土遺物観察表（第260図）

⑳

二

二・　二
二三

0　　　　　　　2cm

L　：　！

番　　号器　　種
計　測　値（cm） 重　量

（g）

残存率

（％）
形状及び文様の特徴 備　　　　　考

径厚　さ孔　径

1 土製数珠玉0．8 0．8 0．1 0．02 －二次焼成痕 DP12，第5層

2 土製数珠玉0．9 0．9 0．2 0．19 －二次焼成痕 DP13，第5層

3 土製数珠玉0．7 0．6 0．1 0．09 －二次焼成痕 DP14，第5層

第3296号土坑（第261図）

位置　調査区の中央部，Fllh6区。

規模と形状　長軸〔2．70〕m，短軸1．23mの長方形である。底面の中央部には長さ2．60m，帽26cm，深さ10cm

ほどの溝がある。長軸方向の端部にはピット状の掘り込みがある。

主軸方向　N－680－W

壁面　深さ45cm，ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦であり，中央部の溝は，全体が被熱により赤変している。

覆土　3層からなり，各層が明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

土屠解説

1　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量，炭化物微量

2　暗赤褐色　炭化物多量，焼土粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

所見　本跡は，底面の溝が被熟し，下層から焼土粒子・炭化物が多量に出土していることから，中世の火葬土

坑とした。
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第261図　第3296号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第3493号土坑（第262図）＜付章参照＞

位置　調査区の中央部，Fllb3区。

重複関係　本跡は，第3245号土坑に掘り込まれていることから，本跡の方が古い。

規模と形状　南に開口部，北に燃焼部，中央に通気溝が位置する。燃焼部の一部は第3245号土坑と重複するた

め遺存しない。燃焼部は長径〔0．60〕m，短径0．38mの楕円形と考えられる。開口部は長軸0．75m，短軸

0．62mの隅丸長方形である。通気溝は長さ（0．90）m，幅0．12mである。土層に地山がブロック状に残るこ

とから，通気溝はトンネル状だったと考えられる。

主軸方向　N－210－W

壁面　燃焼部，開口部の深さは10cmほどで緩やかに立ち上がる。通気溝の深さは18cm，断面形は「U」字状で

ある。

底面　燃焼部は皿状である。通気溝付近は，被熱により赤変している。

覆土　6層からなり，明確に分層されることから，人為堆積と思われる。

く1

8
－21．2m

一一＼、／

第262図　第3493号土坑実測図
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土層解説

1　暗赤褐色　炭化物中量，焼土粒子・骨片少量

2　暗赤褐色　炭化物・焼土粒子中量

3　黒　　色　炭化物多量，焼土粒子・骨片微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

5　黒　　色　炭化物多量，焼土粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

所見　本跡は，骨片・焼土・炭化物が出土していることや形状から，中世の火葬土坑とした。

ウ　地下式墳

第39号地下式場＜SK－3233＞（第263図）

位置　調査区の中央部，Flla3区。

主軸方向　N－180－E

竪坑　竪坑，主室ともに崩落しているため，明確な区分はできない。竪坑の底面は長軸〔1．10〕m，短軸80cm

ほどの長方形と思われる。確認面からの深さは80－90cmで，ほぼ平坦である。

主室　底面は，長軸2．10m，短軸1．35mの長方形である。確認面から底面までの深さは，1．20mである。竪坑

に向かって，緩やかなスロープ状になっている。

壁　竪坑・主室ともに緩やかに立ち上がる。

覆土19層からなる。土が竪坑から主室へ流れ込んだ後，主室の天井が崩落したような堆積状況を示している。

9・10・16層はロームブロックが主体となっていることから，天井部が崩落したものと考えられる。

第263図　第39号地下式場実測図
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土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子多量

7　里　　色　ローム粒子・炭化物微量
8　黒褐色　ローム粒子少量
9　褐　色、ロームブロック・ローム粒子多量

10　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

11褐　　色
12　黒褐色

13　褐　　色
14　暗褐色
15　暗褐色
16　暗褐色

17　褐　　色
18　暗褐色
19　暗褐色

ローム小ブロック・粒子多量

ローム小ブロック少量

ロームブロック・粒子中量

ロームブロック・粒子少量

ローム粒子少量

ロームブロック多量

ロームブロック・粒子少量

ロームブロック・粒子少量

ロームブロック・粒子中量

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量が出土している。

所見　時期を推察する遺物は出土していない。性格については，付近に中世の墓壕と思われる遺構が数多く確

認されていることから，墓域との関連性があるものと思われる。

第40号地下式場＜SK－3217＞（第264図）

位置　調査区の中央部，FlOdo区。

重複関係　本跡が第526号住居跡を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

主軸方向　N－790－W

竪坑　竪坑と主室の間は天井部が残存しており，長さ50cmほどのトンネルでつながっている。トンネル部の底

面は，緩やかなスロープ状になっている。上面は，長軸1．27m，短軸1．07mの長方形，底面は長軸1．07m，

第264図　第40号地下式場実測図

旦21．4m
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短軸0．97mの長方形である。確認面からの深さは1．80mである。

主室　底面は，長軸2．65m，短軸1．51mの長方形である。確認面から底面までの深さは，1．90mである。

壁　竪坑・主室ともに，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土13層からなり，主室から竪坑へ流れ込むような堆積状況を示している。9・13層はロームブロックが主

体となっていることから，天井部が崩落したものと考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子・炭化物微量

2　暗褐色
3　黒褐色

4　黒褐色

5　暗褐色
6　黒褐色

7　暗褐色

ロームブロック・粒子少量

ローム粒子微量

ロームブロック・粒子少量

ロームブロック・粒子中量

ローム粒子中量

ロームブロック・粒子中量

8　黒褐色　ローム粒子微量

9　褐　　色　ロームブロック・粒子多量

10　褐　　色　ロームブロック中量，ローム粒子少量

11黒褐色　ロームブロック・粒子少量

12　褐　　色　ロームブロック・粒子中量

13　褐　　色　ロームブロック・粒子多量

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量と土師器片少量が出土している。

所見　時期を推察する遺物は出土していない。性格については，付近に中世の墓壕と思われる遺構が数多く確

認されていることから，墓城との関連性があるものと思われる。また，第41号地下式境と規模・長軸方向と

も類似することから，関連が考えられる。

第41号地下式場＜SK－3218＞（第265図）

位置　調査区の中央部，FlOeo区。

重複関係　本跡が第526号住居跡を掘り込んでいることから，本跡の方が新しい。

主軸方向　N－660－W

第265図　第41号地下式場実測図
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竪坑　竪坑と主室の間は天井が残存しており，長さ25cmほどのトンネルでつながっている。上面は，長軸1・35

m，短軸1．13mの長方形，底面は，長軸1．10m，短軸0．90mの長方形である。確認面からの深さは1・80mで

ある。平坦である。

主室　底面は，長軸2．04m，短軸1．98mの長方形で，中央部がわずかにくぼんでいる。確認面から底面までの

深さは，1．86－2．10mである。竪坑付近の底面は，竪坑に向かって緩やかなスロープ状になっている○

壁　竪坑・主室ともに，ほぼ垂直に立ち上がる。

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量と土師器片少量が出土している。

所見　時期を推察する遺物は出土していない。性格については，付近に中世の墓壕と思われる遺構が数多く確

認されていることから，墓城との関連性があるものと思われる。

第42号地下式場＜SK－3238＞（第266図）

位置　調査区の中央部，Fllhl区。

主軸方向　N－390－E

竪坑　崩落のため，上面の本来の形状は不明である。底面は長径〔1．10〕m，短径0．86mの楕円形で，平坦で

ある。確認面からの深さは1．30mである。

主室　内部はドーム状である。底面は，長軸2．25m，短軸1．46mの長方形で，平坦である。確認面から底面ま

での深さは，1．58mである。竪坑との間には10cmほどの段差を持つ。

壁　竪坑は，緩やかに立ち上がる。

覆土　7層からなる。自然堆積である。

第266図　第42号地下式場実測図
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土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

5　褐　　色　ローム小ブロック・粒子中量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量が出土している。

所見　時期を推察する遺物は出土していない。性格については，付近に中世の墓壕と思われる遺構が数多く確

認されていることから，墓城との関連性があるものと思われる。

第43号地下式場＜SK－3304＞（第267図）

位置　調査区の東部，Fllg5区。

主軸方向　N－00

竪坑　上面は，径1．10mの円形である。底面は径0．75mの円形で，平坦である。確認面からの深さは，1．70m

である。

主室　底面は，長軸1．86m，短軸1．63mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1．78mであ

る。

壁　竪坑・主室ともに，ほぼ垂直に立ち上がる。

第267図　第43号地下式場実測図
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覆土13層からなる。12・13層はロームブロックが主体となっていることから，天井部が崩落したものと考え

られる。堆積状況から，天井部の崩落後，自然堆積していったと考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・粒子少量

2　褐　　色　ロームブロック多量

3　暗褐色　ローム小ブロック・粒子中量

4　暗褐色　ローム中ブロック・粒子中量

5　黒褐色　ローム中ブロック・粒子少量

6　褐　　色　ローム中ブロック・粒子多量

7　暗褐色　ローム中ブロック・粒子少量

8　褐　　色　ローム中ブロック・粒子多量

9　暗褐色　ローム粒子中量

10　黒褐色　ローム粒子少量

11暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

12　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量

13　褐　　色　ローム中ブロック・粒子多量

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量が出土している。

所見　時期を推察する遺物は出土していない。性格については，付近に中世の墓場と思われる遺構が数多く確

認されていることから，墓城との関連性があるものと思われる。

第44号地下式場＜SK－3288＞（第268図）

位置　調査区の中央部，F12dl区。

重複関係　本跡が第3289号土坑を掘り込み，第165号溝に掘り込まれていることから，第3289号土坑より新しく，

第165号溝より古い。

主軸方向　N－380－E

竪坑　上面は，径1．00mほどの円形である。底面は，長径0．90m，短径0．72mの楕円形で，平坦である。確認

面からの深さは0．90mである。

主室　底面は，長軸1．46m，短軸1．26mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1．10mである。

＋

第268図　第44号地下式場実測図
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壁　竪坑・主室ともに，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　9層からなる。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　黒褐色

5　暗褐色

6　黒褐色

7　黒褐色

8　暗褐色

ローム粒子少量

ローム小ブロック

ローム粒子多量

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

・粒子少量

・粒子少量

・粒子中量

・粒子少量

・粒子中量

・粒子少量

9　黒　　色　ローム粒子微量

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量と土師器片少量が出土している。

所見　時期を推察する遺物は出土していない。性格については，付近に中世の墓壕と思われる遺構が数多く確

認されていることから，墓城との関連性があるものと思われる。

エ　井戸跡

第36号井戸跡（第269図）

位置　調査区の中央部，Flla5区。

重複関係　南西部において第3246号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

第269図　第36号井戸跡実測図
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規模と形状　上面は長径3．55m，短径3．20mの楕円形，中位から下は径1．00mの円形を呈している。断面形は

上面から1．50mほど掘り込んだ位置までは漏斗状を呈し，以下は円筒状を呈する。2・00mまで掘り下げたが，

湧き水のため底面まで調査することはできなかった。

覆土10層からなる。レンズ状の堆積を示しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子中量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ローム′トブロック・粒子中量

5　暗褐色　ローム粒子中量

6

7

8

9

10

黒

暗

褐色　ローム粒子・灰白色粘土粒子少量

褐色　ローム粒子中量

暗褐色　ローム粒子多量

褐　　色　ローム粒子多量

褐　　色　ローム粒子中量

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量が出土している。

所見　時期を推定する遺物が出土していないため，本跡の時期については不明である。

オ　土　坑

第3221号土坑（第270・271図）

位置　調査区の中央部，Flld4区。

重複関係　南西部において第3279号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　長軸2．35m，壇軸2．21mほどの隅丸方形である。

長軸方向　N－250－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。ブロック状の堆積をしていることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　色　ローム中ブロック・粒子中量

2　暗褐色　ローム中ブロック・粒子中量

遺物　第271図1の古銭は，覆土中からの出土である。

3　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

4　極暗褐色　ローム中ブロック・粒子中量

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世と考えられる。性格は不明である。

第270図　第3221号土坑実測図
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第3221号土坑出土遺物観察表（第271図）

番　 号 銭　　 名 銭 径 （cIn） 穿 径 （cm ） 厚 さ （m ） 重 さ （g） 初　 鋳　 年　 代 （西 暦 ） 備　　　　　　　 考

1 辞 符 元 奮 2 ．5 0 ．6×0 ．6 1 ．0 2 ．3 1 00 9年 ．北 宋 M 14 ，P L 90

第3267号土坑（第272・273図）

位置　調査区の中央部，Fllf9区。

重複関係　西部において第3268号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　長軸1．71m，短軸1．05mほどの隅丸長方形である。

長軸方向　N－850－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　単一層である。一度に埋め戻された層であることから，人為堆積と思われる。

土居解説

1　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　第273図1・2は古銭である。1は南西コーナー部の覆土下層から，2は覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世と考えられる。性格は不明である。

十i、、te

、亘、

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第272図　第3267号土坑実測図

第3267号土坑出土遺物観察表（第273図）

0　　　　　　　　2cm

L　；　！

第273図　第3267号土坑出土遺物実測図

番　 号 銭　　 名 銭 径 （cm ） 穿 径 （cm ） 厚 さ （m ） 重 さ （g ） 初　 鋳　 年　 代 （西 暦 ） ． 備　　　　　　　 考

1 元 豊 通 賓 2 ．4 0 ．7 × 0 ．7 0 ．9 2 ．2 10 7 6年 ，北 宋 M 15 ，P L 90

2 ！照 寧 元 賓 2 ．5 0 ．7 × 0 ．7 1 ．0 2 ．7 10 6 8年 ，北 宋 M 16 ，P L 90

－274一



第274図　土坑実測図（19）
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表8　土坑一覧表（第6遺構群）

土坑

番号
位　 置

長径方向

（長軸方向）
平 面 形

規　　　　 模
痙面 底面 覆土 出 土 遺 物

備　　　　　 考

新旧関係 （古→新）苺至（軸）×癌至（軸（m）深さ（cm）

3222 F l lb 7 N －86 0－W 長　 方　 形 2．61 × 1．49 35 緩斜 平坦 人為

3223 F l O f8 N － 0 0 円　　　 形 2．17　×　2．11 83 外傾 平 坦 人為

3224 F l ld 5 N － 85 0－ E 長　 方　 形 1．12　×　0．90 12 緩 斜 平坦 不明

3225 F l lb l N － 90 0 楕　 円　 形 1．32　×　0．85 31 緩 斜 皿状 不明 S I56 7→本跡

3227 F l lc 5 N － 8 0－ E 長　 方　 形 1．47　× 1．19 4 6 外傾 平坦 人為

3228 F ll d 6 N － 2 0－W 精　 一円　 形 1．75　× 1．61 2 1 緩斜 平申 人為

3229 F ll c 7 N － 69 0－W 楕　 円　 形 1．86　× 1．05 3 1 外傾 平坦 人為

3230 F llb 5 N － 0 0 不　　 甲 － 4 6 外傾 平坦 不明 SK3 2 31→本跡 ，S I5 3・1との新旧不明

3231 F llb 5 N －2 40－ E 不　　　 明 －　 × 1．18 4 5 外傾 平坦 不明 本跡一→SK3 23 0

3232 F u b 5 N － 150－ E 不　　　 明 － － － － 不明

3234 F lld 4 N －7 50－W 長　 方　 形 1．64　× 1．08 3 3 外傾 平坦 不明

32 35 F ll c 3 N －9 00 長　 方　 形 1．6 1 ×〔1．19〕 4 7 緩斜 平坦 不明

3236 F ll c 3 N －7 00－W 長　 方　 形 2．6 1 × 1．29 6 7 外傾 平坦 不明

3239 F lOh 8 N －8 00－W 〔長　 方　 形〕 〔2．88〕×〔0．88〕 6 緩斜 平坦 不明 S K3 25 0→本跡

3245 F l lb 3 N －1 28－ E 不 ‘　　 明 （2．42）× 1．44 3 9 緩斜 平坦 不明 本跡→ S D1 60

3246 F l lb 5 － 不　　　 明 1．56 ×（1．25） 54 ナ外傾 平坦 不明 骨片

3249 F llh l N －2 20－ E 楕　 円　 形 1．35　× 1．15 30 緩斜 皿状 人為

325 1 F llg l N －1 10－W 隅丸長方形 2．65 ×（0．70） 18 緩斜 平坦 人為 本跡→ S K3 25 2

3252 F llg l － 不　　　 明 － 7 5 垂直 平坦 人為 S K3 25 1，SK 32 58→本跡

3254 F l lh l － 不　　　 明 3．60　×　 － 10 緩斜 平坦 人為 不 明

3255a F llg l － 不　　　 明 － － － － 不明

3255b F llh l － 〔隅丸長方形〕 （2．10）×（1．10） 60 緩斜 平坦 人為 S K3 25 7→本跡

3256 F llg 2 －
不　 定　 形 1．65　×　 － 8 5 垂直 平坦 人為 S K3 26 2→本跡→ SK 32 5 7

3257 F l lg 2 － 不　 定　 形 3．06　×　 一 50 緩斜 平坦 人為 S K3 25 6→本跡→ SK 32 5 5b

3258 F l lg l － 不　　　 明 1．20　×　 － 30 緩斜 皿状 人為 本跡→ S宜3 25 2

3259 F llg 2 N －1 80－ E 隅丸長方形 2．55　× 1．22 10 5 垂直 平坦 人為 不 明

3260 F 1 2e 3 N － 1 0－W 隅丸長方形 2．0 1 × 1．00 67 外傾 皿状 不明 本跡一→S D1 61

3262 F l lg 2 N － 2 0－ E （長　 方　 形） －　 × 1．10 90 緩斜 平坦 人為 本跡→ S K3云5 6

3263 F l ld 2 N －1 60－ E 長　 方　 形 1．97　× 1．19 176 袋状 平坦 不明 本跡→ S D1 60， S I527 との新旧不 明

3264 F llg l N －7 00－W 長　 方　 形 3．03　×　2．13 128 外傾 平坦 不明

3265 F l l f 2 N －1 80－ E 不　　　 明 1．74 ×（0．94） 5 1 垂直 平坦 不明 S K3 27 6→本跡， SK 32 64 との新旧不 明

3266 F l lh l N －3 00－W ．隅丸長方形 1．60 ×（1．10） 4 1 緩斜 平坦 人為 不明

3268 F l l f 8 N －9 00 隅丸長 方形 ．2．09　× 1．61 60 外傾 平坦 不明

3271 F ll f 6 N －7 00－W 長　 方　 形 1．40　× 1．15 6 5 垂直 平坦 人為 本跡一→S K3 27 0

3274 F l lg o N － 4 0－W 長　 方　 形 1．74　× 1．15 ．28 緩斜 皿状 不明

3275 F ll f 5 N －1 30－ E 隅丸長 方形 1．10　×　0．80 40 緩斜 平坦 人為 骨片

3276 F l l f 2 N －6 10－W 長　 方　 形 2．17　× 1．54 12 6 垂直 平坦 不明 本跡→ S K3 26 5

3277 F l l f 5 － 不　 定　 形 3．10　× 1．50 40 緩斜 平坦 人為

3279 F lld 4 N －6 80－W 長　 方　 形 1．55　×　0．92 12 緩斜 平坦 不明

3280 F lld 3 N －9 00 不　　　 明 1．39 ×（1．14） 2 5 緩斜 平坦 不明

3282 F l lg 9 N －3 10－ E 楕　 円　 形 1．63　× 1．47 2 9 緩斜 起伏 不明

3283 F l lg 7 N －1 70－ E 長　 方　 形 1．4 5　× 1．25 5 5 緩斜 皿状 人為

3284 F l l f 8 N －9 00 不　 定　 形 1．70　× 1．53 93 外傾 平坦 不明

3285 F l lg 8 N －7 60－W 隅丸長方形 1．89　× 1．52 72 外傾 平坦 不明

3286 F l lf o N ・－ 5 0－ E 長　 方　 形 － － － － 不明
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土坑

番号
位　 置

長径方 向

（長軸方 向）

平 面 形
規　　　　 模

壁面 底面 覆土 出 土 遺 物 ・
備　　　　　 考

新旧関係 （古→新）磁 （軸）×離 （軸）（m）深さ（cm）

328 7 F ll e o N －110－E 不　 ・明 1．65　×　0．86 22 垂直 平坦 不明

3290 F ll d o N －740－W 方　　　 形 1．25　× 1．12 7 1 垂直 平坦 不明 SD16 5，SK 32 88 との新旧不明

3291 F ll f 6 N － 9 0－E 長　 方　 形 2．05　× 1．05 20 垂直 皿状 人為 SK30 92→本跡

3292 F ll f 6 N －270－E 楕　 円　 形 2．40　×　2．00 48 垂直 平坦 自然

3293 F llg 6 － 不　 定　 形 － 80 垂直 凹凸 人為 本跡→SK32 78

3294 F llh 6 N －250－E 長　 方　 形 3．64　× 1．．27 56 外傾 平坦 不明

3295 F llh 6 N －300－E 長　 方　 形 1．56　×　0．84 64 垂直 平坦 不明

3297 F ll i 7 N － 0 0 不　　　 明 12．1 × 11．2 49 垂直 皿状 不明

3298 F llg 6 －
不　 定　 形 － 20 緩斜 平坦 人為

329 9 F llg 8 N －210－E 円　　　 形 1．00　×　0．94 63 外傾 平坦 ．不明

330 1 F ll f o N － 5 0－E 楕　 円　 形 1．85　× 1．00 23 外傾 平坦 不明

3303 F llg 6 N －620－E 楕　 円　 形 2．08　× 1．12 50 外傾 平坦 不明

3306 F ll i 6 N －14 0－E 円　　　 形 0．98　×　0．89 ・ 31 外傾 平坦 不 明

3312 F ll f 4 － 不　　　 明 1．39 ×（1．26） 42 緩斜 平坦 不 明 本跡→S I5 69 ，SD 174 との新旧不明

3313 F l l f 5 N － 0 0 円　　　 形 0．90　×　0．83 15 緩斜 平坦 不明

3314 F l lh 4 N －150－E 嘩　 円　 形 1．27　× 1．02 26 外傾 平坦 不明

3494 F ll c 3 N －150－W 隅丸長方形 0．74　×　0．59 13 緩斜 平坦 不 明 SK3 49 3 との新 旧不 明

（4）その他の遺構

ここでは，遺構群として取り扱わなかった遺構の中で，時期が中世と考えられる遺構と遺物について記述す

る。

ア　地下式墳

第37号地下式場＜SK－3128＞（第279図）

位置　調査区の西部，ElOi6区。

主軸方向　N－900－E

竪坑　上面は，長軸0．99m，短軸0．92mの方形，底面は，長軸〔1．02〕m，短軸0．94mの方形である。確認面

からの深さは1．88mである。

主室　底面は，長軸2．00m，短軸1．38mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，2．20mであ

る。竪坑に向かって，横やかなスロープ状になっており，壁際には10cmほどの段差を持つ。竪坑と主室は長

さ50cmほどのトンネルでつながっている。

壁　竪坑・主室ともに，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土10層からなる。自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子・炭化物微量

4　褐　　色　ロームブロック・粒子多量

5　暗褐色　ロームブロック・粒子中量

6　褐　　色　ローム中ブロック・粒子多量

7　褐　　色　ローム小ブロック・粒子多量

8　暗褐色　ロームブロック・粒子多量

9　褐　　色　ロームブロック・粒子多量

10　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量と土師器片少量が出土している。
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第279図　第37号地下式場実測図

所見　時期を推察する遺物は出土していない。性格については，付近に中世の墓壕と思われる遺構が数多く確

認されていることから，墓域との関連性があるものと思われる。

第38号地下式場＜SK－3137＞（第280図）

位置　調査区の西部，FlOd2区。

主軸方向　N－30－E

竪坑　崩落のため，竪坑の平面形は明確ではない。竪坑の底面は，長軸1．10m，短軸〔0．60〕mである。確認
／

面からの深さは1．90mである。

主室　底面は，長軸1．40m，短軸（1．20）mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，1．90m

である。竪坑に向かって，緩やかなスロープ状になっている。

壁　竪坑・主室ともに，ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土12層からなる。10層はロームブロックが主体となっていることから，天井部が崩落したものと考えられ

る。自然堆積である。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量・炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子少量

7　褐　　色

8　暗褐色

9　黒褐色

10　黒褐色

11暗褐色
12　褐　　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム大・中ブロック・粒子多量

ローム粒子少量
ローム粒子多量
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第280図　第38号地下式塘実測図

遺物　流れ込みと思われる縄文土器片少量と土師器片少量が出土している。

所見　時期を推察する遺物は出土していない。性格については，付近に中世の墓壕と思われる遺構が数多く確

認されていることから，墓城との関連性があるものと思われる。

5　時期不明の遺構

ここでは，時期や性格が不明であるもの，または先に述べた遺構群としてとらえることのできない遺構につ

いて記述する。

（1）竪穴住居跡

第523号住居跡（第281図）

位置　調査区の中央部，GlOh9区。

重複関係　第522号住居跡，第3155・3156号土坑に掘り込まれていることから，いずれより本跡の方が古い。

規模と平面形　現存値は南北（4．30）m，東西（2．58）mである。東部は調査区城外であるため，平面形は不

明である。

床　大部分を第522号住居跡に掘り込まれている。残存部は平坦である。

ピット　3か所（P1－P3）。P1－P3は径28－30cmの円形で，深さはPlが40cm，P2が43cmである。柱穴の可能

性もあるが，いずれも性格は不明としておく。

覆土　不明である。

遺物　土師器細片，縄文土器細片が少量出土している。
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所見　本跡は，住居の形状が不明であり，出土遺物との関連も不明であるため時期は不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　2m」
第281図　第523号住居跡実測図

（2）焼土遺構

第4号焼土遺構（第282図）

位置　調査区の北部，Dlljl区。

規模と平面形　長径69cm，短径50cmの楕円形で，ロームを6cmほど掘り込んでいる。全体に被熟し，赤変硬化

している。

長径方向　N－760－W

三一十
A
－21．6m

‾、、ド止dCフデ‾‾
3

0　　　　　　　　50cm

L i・1

第282図　第4号焼土遺構実測図

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子少量，炭化物微量

2　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化物微量

所見　本跡は，時期・性格とも不明である。

（3）溝

第154号溝（第283・284図，付図）

位置　調査区の中央部，G9aoからGlle9区。

重複関係　第155号溝に掘り込まれ，第518・539・542号住居跡を掘り込んでいることから，第155号溝より古

く，第518・539・542号住居跡より新しい。

規模と形状　G9a。区から東方向へ直線的に約80m延び，Glle9区付近で900折れ南方向へ延びる。検出した部

分の規模は，上幅2．0m，下幅0．4m，深さ85cm，全長（82）mである。断面形は薬研堀状である。なお，南
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方向延長上には第184号溝が存在しする。平面と断面の形状・覆土が同様であることから，同一の溝と考え

られる。

覆土　6層からなる。レンズ状の堆積をしており，自然堆積と思われる。

v W

第283図　第154号溝土層断面図

0　　　　　　　　　　　　　2m
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土層解説
1黒　　色　ローム粒子・炭化物微量

2　黒褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ロームノトブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

遺物　第284図1の椀，2の小皿はいずれも覆土中からの出土である。

所見　本跡の時期・性格については，不明である。

＼モ空≡ヒ才一

第284図　第154号溝出土遺物実測図

第154号溝出土遣物観察表（第284図）

＼＼二王星努

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L‥…＿＿＿⊥＿＿＿」

番　号器　形器　質

計　　測　　値（cm）
残存率胎土色調給付・粕薬文様・特徴産地・年代備　　　考

A B D E

1 椀陶　　器 （2．0）6．00．410％にぷい黄橙色

暗オリーブ色

内面灰粕

外面無粕

灰粕に貫人が目

だつ。

瀬戸・美濃系P314．PL88

覆土

2小　　皿磁　　器 （2．3）〔7．4〕0．45％灰黄色

灰　白色

染　　　付二重圏線。肥前系

18C中

P315，PL88

覆土
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その他の溝

A
－21．6m

‾「＝：三三ログr

SD142

G
－19．4m

8
－21．8m

‾【ミミ完夕7「

SD143
●

H
－21．4m

「屯証戸一一一　　　；『ミ≡云三戸7‾‾‾

SD151

旦21．0m
‾〒≒∈≡∋二二7‾‾

SD173

0
－21．0m

SD161

SD152

⊥21．4m

SD156

0
－21．0m

‾盲妄7‾

SD165

ミ二三二二二二璧ラフ

SD161・162

旦21．。m

SD172

第285図　その他の溝土層断面図（1）

上19．4m

SD150

SD159・171

『フ
SD163

Z
－21．0m

、Ⅶダ‾
SD155

－286－

2m」



a
21．0m

‾‾■簡フ子‾‾
3

SD179

旦20．8m

苛「
SD182

b
－21．2m

‾「『誘「‾
S1549

旦21．4m

‾『矛フr‾

SD157

d
－21．4m

SD157　　　SD158

‾畢7‾
SD157・158

SD188・191

第286図　その他の溝土層断面図（2）

SD192

t

l

－20．4m

⊥19．8m

‾『診「‾

SD187

0・20．4m

『甜テ二‾
SD184

2m

L∴

（4）ピット群

第2号ピット群（第287図）

ここで述べるピット群は，第5遺構群の南に位置する。付近の遺構との関わりは不明である。また，ピット

の配列等も規則性はない。時期・性格等は不明である。
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第287図　第2号ピット群実測図

頃5

売。…

窃4＋　壇5
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（5）不明遺構

調査区の西部，第525号住居跡の西側に位置する。粘土質の土坑のような遺構であり，壁や床等掘り込みは

確認されない。また，遺構に伴うと考えられる遺物も出土していないことから，不明遺構としてその特徴を記

載する。

第1号不明遺構＜SX－1＞（第288図）

位置　調査区の西部，HlOh3区。

重複関係　第3183号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　長径0．90m，短径0．75mほどの楕円形である。中央部を除き，ほぼ全体が粘土によって構築され

ている。底面の東・西部には径10cmほどのわずかなくぼみがある。

長径方向　N－900

覆土　3層からなる。

土層解説

1黒褐色　粘土粒子・炭化粒子微量

2　灰褐色　粘土ブロック・粒子多量

3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

所見　本跡の時期は，付近の土坑との重複関係から判断すると，中世の遺構よりは上層にあることから，中世

以降の遺構と考えられる。性格については，不明である。

第288回　第1号不明遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　一一　トー…　l

（6）土　坑

第3390号土坑（第289図）

位置　調査区の南部，Illb4区。

規模と形状　長径0．85m，短径（0．75）mほどの楕円形と思われる。西側は覆土が不明瞭であるため，壁を確

認できなかった。

長径方向　N－900

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦な底面があり，北側はさらに円形にくぼむ。

覆土　4層からなる。ブロック状の堆積状況から，人為堆積と考えられる。
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土居解説

1　黒褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム中ブロック中量

3　暗褐色　ローム中ブロック中量，焼土粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量

遺物　第289図1は短刀で，第1・4層付近から刃先を下にした状態で出土している。

所見　本跡の時期や性格については，出土遺物から特定するのは困難である。

⑥

旦′′◎‾
、、、㌔も．

A
－20．8m

椒「
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一」

第289図　第3390号土坑・出土遺物実測図

第3390号土坑出土遺物観察表（第289図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト・　l l・i

番　 号 器　 種
計　　 測　　 値 （cm） 重　 量

（g ）

残存率

（％）
備　　　　　　　 考

長　 さ 刀身長 茎　 長 帽 厚　 さ

1 短　　 刀 （21．1） （18．6） （2．5） 2，3 0．5 0．02 80 刃先欠損。全体に木片付着。M 17，P L 90，第1 ・4層
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表9　その他の土坑一覧表

土坑
位　 置

長径方 向
平 面 形

規　　 模 深　 さ
壁面 底面 覆土 出 土 遺 物

備　　　　 考．

番号 （長軸方 向） 苺至（軸）×離 （軸（m） （cm） 新旧関係 （古→新 ）

2987 D lOco N －860－W 楕　 円　 形 （1．34）× 1．15 21 緩斜 平坦 自然

3132 E lOi5 N －140－E 長　 方 ‘形 1．89　× 1．14 53 外傾 平坦 人為

3134 E lOi4 N －800－W 長　 方　 形 1．59　× 1．18 34 外傾 平坦 人為

3136 F lOb 3 N －620－W 隅丸長方形 1．30　×　0．90 21 緩斜 平坦 人為

3138 E lOj5 N － 3 0－W 方　　　 形 〔2‾．00〕× 1．86 60 垂直 平坦 不明

3139 E lOi4 N －280－W 円　　　 形 1．57　× 1．49 27 緩斜 平坦 自然

3143 E lOj4 N －110－W 楕　 円　 形 1．15　×　0．81 40 緩斜 皿状 自然

3153 F lOe2 N －330－E 楕　 円　 形 0．93　×　0．73 － － － －
βI515→本跡

3154 F 9 h o N －190－W 精 ．円　 形 0．82　×　0．71 45 外傾 平坦 不明

3305 G 12b 2 N －130－E 楕 ・円　 形 1．76　× 1．19 － － － －

3307 G lla6 N －900 長　 方　 形 2．74　× 1．35 25 外傾 平坦 不 明

3308 G lla6 N －650－W 楕　 円　 形 1．60　× 1．14 29 垂直 平坦 自然

3309 1 G llb 5 N －820－W 不　 定　 形 1．36　× 1．33 33 外傾 平坦 不 明

331・5 G lla4 N － 0 0 円　　　 形 0．58　×　0．56 － － － －

3317 G llal N － 6 0－E 長　 方　 形 1．35　×‘1．03 32 外傾 平坦 人為

3318 G llb 5 － 不　　　 明 0．91 ×（0．60） 8 綾 斜 平坦 人為

3319 G llb 5 N － 0 0 〔長　 方　 形〕 2．23 ×〔1．95〕 59 外傾 平坦 不明

3320 G llb 5 N －810－E 長　 方　 形 2．28　× 1．80 80 外傾 平坦 不明

3321 G lla l N －450－W 楕　 円　 形 0．70　×　0．50 34 緩 斜 皿状 人為

3322 G llf6 N －130－W 楕　 円　 形 2．53　×　2．40 43 緩 斜 平坦 人為

3324 G llb 5 N －840－W 楕　 円　 形 1．35　× 1．00 9 緩 斜 平坦 不明

3327 G lli2 N － 1 0－E 楕　 円　 形 2．03　× 1．67 60 外傾 平坦 人為

3328 G lli3 N －750－W 楕　 円　 形 1．93　× 1．59 47 緩斜 平坦 不明

3329 G llj3 N － 0 0 隅 丸 方 形 1．65　× 1．48 40 外傾 ・平坦 不明

3330 G llj3 N － 3 0－E ． 楕　 円　 形 1．78　× 1．05 29 緩斜 平坦 不明

3331 H lla 2 N － 5 0－E 長　 方　 形 ・1．71 × 1．29 55 外傾 平坦 不明

3332 H lla 3 N －780－W 長　 方　 形 2．35　× 1．26 40 外傾 平坦 不明 SK3345→ 本跡

3333 H llb 3 N －610－E 円　　　 形 1．35　× 1．30 43 外傾 平坦 人為

3334 G lle l N －830－W 楕　 円　 形 ・1．49　×　0．78 36 緩斜 平坦 不明

3335 G llj2 N －220－E 方　　　 形 1．05 ．×　0．99 26 緩斜 平坦 不明

3345 H lla 3 N －820－W 不　　　 明 1．77 ×（0．75） 23 緩斜 平坦 不明 本跡→SK3332

3352 H llj4 N －320－E 楕　 円　 形 1．．10　×　0．79 62 緩斜 皿状 人為 本跡→SK3353

3362 G lli4 N －300－ E 楕　 円　 形 1．20　×　0．95 30 外傾 平坦 人為

3363 H lla 2 N －700－W 隅丸長方形 1．41 × 1．15 11 緩斜 平坦 不明

3384 H llh l N － 5 0－ E 不　　　 明 （1．00）× 0．96 23 彿斜 平坦 不明

3390 I llb4 － 不　　　 明 0．85 ×（0．77） 22 ，－ 皿状 －

本跡一→SI5593392 I lli6 N －610－W 円　　　 形 1．17　× 1．02 43 緩斜 平坦 －

3415 H lOj2 N －190－W 不　 定　 形 1．17　× 1．15 117 外傾 平坦 人為

3442 H lOg5 N －410－ E 方　　　 形 0．63　×　0．53 32 垂直 平坦 不明

3443 H lOh5 N －190－ E 楕　 円　 形 0．64　×　0．52 30 垂直 平坦 人為

3449 H lOh6 N －880－W 不　 定　 形 0．96　×　0．76 21 緩斜 平坦．不明

3452 H lO i6 N －900 楕　 円　 形 0．35　×　0．23 28 外傾 皿状 不明

3453 H lO i6 N － 7 0－W 円　　　 形 0．43　×　0．37 32 垂直 凹凸 不明

3459 H lOh5 N －360－E ．円　　 形 1．58　× 1．38 － － － －
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6　遺構外出土遺物

J区からは，直接遺構に伴わない土器や土製品，石器・石製品，古銭等が出土している。それらについて，

実測図（第290－298図）及び観察表等で記述する。

第1群　縄文時代前期の土器（第295図44・45）

44・45は，ともに探鉢形土器の胴部片である。44は半裁竹管による平行沈線が施され，45は貝殻腹縁による

波状文が施されている。いずれも浮島式土器と考えられる。

第2群　縄文時代中期の土器（第295－297図46－87）

第1類　阿王台式土器

46－49は，探鉢形土器の口縁部片である。46・49は，半裁竹管による結節平行沈線が施されている。47・

48・50は，隆帯に沿って結節平行洗練が施されている。いずれも阿王台I b式と考えられる。

第2類　中峠式土器

51は，口縁部を無文としている。沈線間には，刺突文を組み合わせ，コの字状のような施文がなされてい

る。51・52は隆帯上にキザミが施されている。

第3類　勝坂式土器

54は胴部片で，半裁竹管による平行沈線，および刺突文が施されている。他の土器と違い，黒褐色を呈し

ている。

第4類　加曽利E式土器

55・56は，探鉢の口縁部片である。58・59．は，隆帯により区画した後，区画内に沈線を施している。60－

62は深鉢の胴部片，64・65は口縁部および把手である。いずれも加曽利EI式土器である。

66－86は，加曽利EⅡ式土器である。66－75は探鉢の口縁部片である。66－69は，口縁部における隆帯の

端部が，渦巻状となっている。76－86は深鉢の胴部片である。いずれも単節縄文RLを地文に，垂下する沈

線間に磨り消しがみられる。

87は深鉢の口縁部片で，加曽利EⅢ式の特徴を持つ土器である。複節縄文を地文とし，口縁部は沈線をと
l

．．

1

もなう隆帯により，楕円形に区画されている。胴部には，垂下する沈線間に磨り消しがみられる。

第3群　縄文時代後期の土器（第297・298図88－ら6）

第1類　堀之内式土器

88－90は深鉢の口縁部片，91－93は胴部片である。88は波状口縁で波頂部に刺突文が施されている。89は

波状口縁を呈し，波頂部と直下に縦2単位の刺突文が施されている。90は，単節縄文RLを地文としている。

91は単節縄文LRを地文に沈線が施され，92・93は条線文が施されている。

第2類　加曽利B式土器

94は探鉢の口縁部片で，小波状を呈し，Rの無節縄文を地文に平行沈線が施されている。95は鉢の口縁部

片，96は深鉢の胴部片である。

第4群　中世の土器（第298図97・98）

97・98は，瓦質土器火鉢の体部片と思われる。97は上位に花文，下位に三つ巴の刻印が横位に帯状に施され

ている。98は，大小の花文の刻印が施されている。
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第290図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第292図　遺構外出土遺物実測図（3）
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第293図　遺構外出土遺物実測図（4）

第294図　遺構外出土遺物実測図（5）
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第297図　遺構外出土遺物実測図（8）
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第298図　遺構外出土遺物実測図（9）
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遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 29 0．図 探　　　 鉢 B （11 ．7） 胴部お よび把手部。把手部は沈線 に より，円形 ・渦巻 き状 に加飾 砂粒 ・雲母 ・スコ ・P 28 3， 5 ％

1 縄 文 土 器 される。口縁部は沈線に より楕円形に区画 される。胴部は単節縄 リア 表採

文 L R を地文 に，垂下する沈線間 に磨 り消 しが施 されている。 明赤褐色，普通 加曽利E Ⅱ式

2

探　　　 鉢 B （17 ．8） 胴部片。胴部 は直線的に立ち上がる。胴部には単節縄 文R L が施 砂粒 ・スコ リア P 284 ，2 0％

縄 文 土 器 されている。 明褐色

普通

表採

3

探　　　 鉢 B （6 ．9） 胴部一底部片。胴部は外傾 しなが ら立ち上がる。胴部は無文であ 砂粒 「石英 ・スコ P 28 5，1 0％

縄 文 土 器 C 12 ．0 る。底部平底。 リア

明赤褐色，普通

表採

4

探　　　 鉢 B （6 ．5） 胴部一底部片。胴部は外傾 しなが ら立ち上がる。胴部には単節縄 砂粒 ・石英 ・ス± P 28 6， 5 ％

縄 文 土 器 C　 9 ．0 文 R L が施 され，下位 には磨 り消 しが見 られる。 リア

明赤褐色，普通

表採

5

探　　　 鉢 B （8 ．1） 口縁部お よび把手部。口縁部は波状 を呈 し，波頂部 に円筒状 の把 砂粒 ・石英 ・スコ P 28 7，P L 93 ， 5 ％

縄 文 土 器 手 を持 ち，直下 にキザ ミを持つ隆帯が巡る。口縁部は R の無節縄 リア，にぷい赤褐色 ．表採

文 を地文 とし，縦位 にキザ ミを持つ隆帯が貼付 されている。 普通 安行 Ⅱ式

図版番号 器 一　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 ．徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 29 0 図 器　　　 台 A　 8 ．0 脚部一部欠損 。脚部 はハの字状 脚部外面へ ラ磨 き。器受部外面 長石 ・石英 ・ス コ P 2 88 ，P L 9 1

・6 土　 師　 器 B　 8 ．5

C （10 ．3）

に開 く。脚部 に3 孔 。 ヘ ラ削 りの後， ナデ。外面赤彩。 リア

明赤褐色，普通

75％

G l la l区，表採

図版番号 器　 形 彿 ・質
計　 測　 値 （cm）． 残存壷 胎土 ・色調 器 形 ・手 法 の特 徴 備　　　 考

A B C

第 2 90 図 皿 土　 師　 質 7 ．3 2．2 9 0％ 長石 ・雲母 ・ス コ 口縁部一部欠損。体部内 ・外面ナデ。 P 29 8，P L 9 1

7 リア，橙色 丸底。 口縁部内 ・外面 にタール付着。 表採

8 皿 土　 師　 質 5 ．1 1．4 3 ．8 7 0％ 長石 1 口縁部一部欠損。体部内 ．・外面 ロク P 29 9，P L 9 1

にぷ い橙色 ロナデ。底部回転糸切 り。 表採

9 火　 鉢 瓦　　　 質 （5．5） 5 ％ 長石 ・雲母 ・ス コ

リア，灰黄色

脚部片。内面へ ラ調整痕，外面ナデ。 P 31 2

表 採

図版番号 器　 形 器　 質
計　　 測　　 値 （cm）

残存率
胎　　 土

色　　 調

給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　　 考

A B C D

第 2 90 図 広　 口 壷 陶　　 器 （4 ．4） 5 ％ にぷい黄褐色 内 ・外面鉄 口縁 部に沈線 が 常滑系 P 3 06 ，P L 91

1 0 褐 灰 色 粕 巡る。 中世 表採

11 広　 口 壷 陶　　 器 （4 ．2） 5 ％ 灰 褐 色 内 ・外面鉄 口縁 部に幅広 の 常滑系 P 3 08 ，P L 91

灰オリーブ色 粕 沈線 が巡る。 13－ 14 C 表採 ′

1 2 片　 口 鉢 陶 ＿　　器 （4 ．5） 〔1 2．4〕 5 ％ 暗灰黄色 内 ・外面無 外面へラ削 り後 渥美系 P 3 05 ，P L 91 ・

暗灰 黄色 牙由 ナデ。内面ナデ。13 C 以前 表採

1 3 確
瓦

陶　　 器 （．6 ．6） 5 ％ 暗灰 黄色 内 ・外面鉄 口縁 部片。内 ・ 常滑系 P 3 07 ，P L 91

暗オリーブ色 粕 外面ナデ。 15 C 前半 表採

第 2 9 1 図

14

合　　 子 陶　　 器 2．7 2 ．8 3 ．0 95％ 灰　 白 色

オリーブ黄色

体部内 ・外

面粕

底部回転糸切 り 不　　 明

近　　 世

P 3 00 ，P L 91

表採

1 5 水　　 滴 陶　　 器 （4．6） 2 ．8 2 ．6 90％ 灰 黄 色 体部内 ・外 注口，把手部欠 不　　 明 P 3 0 1，P L 91

灰オリーブ色 面粕 損。 近　　 世 表採

16 花　　 瓶 陶　　 器 （2 ．3） 5 ．1 5 ％ にぷい黄橙色

．灰 黄褐 色

内 ・外面無

粕

底裏回転糸切 り 不　　 明

近　　 世

P 3 04 ，P L 91

表採
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図版番号 器 ．形 器　 質
計　　 測　　 値 （cm ）

残存率
胎　　 土

色　　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　　 考

A B C D

第 29 1 図

17

碗 陶　　 器 （1．5） 〔4．5〕 10 ％ ・灰黄褐色

黒 褐 色

内 ・外面粕 見込み に貴人が

目立つ。

瀬戸 ・美濃系

18C 中葉

P 3 1 3，P L 91

表採

18 蓋 磁　　 器 〔6 ．8〕 （1．8） 3b ％ 灰 黄 色

灰　 白 色

外面染付 外面，見込み に

貫入ム

肥前系

18C 以前

P 3 0 3，P L 91

表採

19 蓋 陶　　 器 〔11 ．7〕 （1．5） 25 ％ 浅黄橙色

淡 ・黄 色

灰粕 外面 に植物文。

貫入。

笠 間 ・益子

系 ？近世

P 302 ，P L 9 1

表採

2d 天 目茶碗 陶　　 器 〔1工8〕 （4．7） 15 ％ 灰 黄 色

灰オリーブ色

内 ・外面灰

粕

内 ・外面に貫

入。

瀬戸 ・美猿系 P 309 ，P L 9 1

表採

図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g ）

残存率

（％）
形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　 考

径 厚　 さ

第291図21 土 製 円 盤 5 ．3 1．3 4 2．0 － 表面 に単節縄文 R L が施 されているこ D P 15 ，P L 9 2，表採

22 土 製 円 盤 4 ．3 1．1 2 3．2 － 表面 に縄文 が施 されている。 D 了 16 ，P L 9 2，表採

23 土 製 円 盤 3 ．1 0．9 8．6 －
表面 に単節縄文 R L が施 さていれる。 D P 17 ，P L 9 2，表採

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　　　　　 質 出土地点 備　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第291図24 ナイフ形石器 4．4 1．3 0．5 3．30 頁岩 表　　　 採 Q 16 ，P L 9 2，旧石器

25 石　　　 鉄 2．5 2 ．0－ 0．4 1．34 黒曜石 表　　　 採 Q 26 ，P L 9 2，縄文

26 石　　　 鉄 1．8 1．4 0．3 0．53 チャー ト 表　　　 採 Q 27 ，P L 9 2，縄文

27 石　　　 鉄 3．0 ‘1．9 0．7 3．10 チャー ト 表　　　 採 Q 28 ，P L 92 ，縄 文，未製品

28 石　　　 鍍 2．6 1．．7 0．4 1．44 チャー ト 表　　　 採 Q 38 ，P L 92 ，縄文

29 打 製 石 斧 9．0 4 ．4 2．2 9 6．00 凝灰岩 哀　　 採 Q 15 ，P L 92 ，縄 文

第292図30 打 製 石 斧 10．2 4 ．5 2‾．3 116 ．00 フォルンフェルス 表　　　 採 Q 37，P L 92 ，縄文

31 打 製 石 斧 （9．5） 6 ．4 2．5 （224 ．00） 凝灰岩 表　　　 採 Q 24，P L 92 ，縄文

32 打 製 石 斧 9．9 7 ．2 1．8 185 ．00 凝灰岩 表　　　 採 Q 14，P L 92 ，縄文

33 打 製 石 斧 8．8 6 ．3 1．9 135 ．00 フォルンフェルス 表　　　 採 Q 36，P L 92 ，縄文

34 磨 製 石 斧 牛9 1 ．6 0．9 9 ．60 凝灰岩 SI5 11 Q l ，P L 92 ，縄文

35 敵　　　 石 9．8 8 ．7 5．7 7 19 ．00 安山岩 ‘ 表　　　 採 ・Q 19，P L 92

36 砥　　　 石 13．7 15 ．5 5．6 15 60 ．00 砂岩 表　　　 採 Q 25，P L 92

37 玉 1．4 1 ．5 1．3 3．26 ビス イ 表　　　 採 Q 30

38 紡　 錘　 車 径　 4．1 厚 さ　2 ．2 孔径 0．9 51．00 滑石 表　　　 採 Q 29，P L 92

図版 番 号 銭　　 名 銭 径 （cm ） 穿 径 （cm ） 厚 さ （m ） 重 さ （g ） 初　 鋳　 年　 代 （西 暦 ） 備　　　　　　　 考

第294 図 39 開 元 通 賓 2 ．2 0 ．7 × 0 ．7 1．0 1 ．7 62 1年 ，唐 M 18

40 群 符 元 賓 2 ．5 0 ．6 × 0 ．6 1．0 2 ．3 10 09 年 ，北 宋 M 19 ，P L 92

41 寛 永 通 賓 2 ．3 0 ．6 × 0 ．6 1 ．0 2 ．4 16 97 年 M 20 ，P L 92

42 寛 永 通 賓 2 ．3 0 ．7 × 0 ．7 1 ．1 2 ．6 16 97 年 M 2 1 ，P L 92

4 3 寛 永 通 貨 2 ．8 0 ．8 × 0 ．8 1 ．1 5 ．4 182 1 年 M 22 ，P L 92
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7　ま　と　め

J区からは，旧石器時代，縄文時代，古墳時代，平安時代，および中・近世にわたる遺構と遺物が検出され

た。ここでは，各時期の検出された遺構と出土遺物について概要を述べ，まとめとする。

旧石器時代

J区からは，ナイフ形石器が1点表面採集されている。石質は頁岩である。他に旧石器時代の遺物は出土し

ていないので詳細なことは言えないが，旧石器時代から人々の生活と何らかの関わりのあった場の可能性があ

る。

縄文時代

当調査区から，住居跡9軒が検出されている。時期が明確なのは，加曽利EI式期1軒（第507号住居跡），

加曽利EⅡ式期3軒（第536・550・553号住居跡）である。その他，加曽利EⅡ～Ⅲ式期1軒（第503号住居跡），

中期3軒（第506・524・535号住居跡）である。検出された位置は，北部4軒，東部2軒，中央部3軒と分散

しており，各住居跡ともローム面からの掘り込みは浅い。屋内施設として，炉はすべての住居跡に付設されて

いる。第503号住居跡は，2個体以上の探鉢の胴部片や口縁部片を巡らした土器片囲い炉，第535・536号住居

跡は探鉢の上半部を埋設する土器埋設炉である。それ以外は，床面を掘りくぼめた地床炉である。出土遺物は，

加曽利EI・EⅡ式土器が圧倒的に多く，加曽利EⅢ式土器は少ない。第536号住居跡の覆土から器台が出土

している。

土坑は30基検出され，その中で時期が明確なのは，加曽利EI式期12基，加曽利EⅡ式期5基，加曽利EⅢ

式期2基，その他，中期3基である。検出された位置は，北部・東部・中央部で住居跡の分布と類似している。

袋状土坑は，11基検出した。時期が明確なのは，加曽利EI式期7基（第2986・2994・2997・3001・3130・3237

・3273号土坑），加曽利EⅡ式期2基（第3248・3323号土坑），その他，中期2基（第3135・3250号土坑）であ

る。平面形は円形あるいは楕円形で，底面中央部や壁際にピットを有するものは4基である。特に，第3323号

土坑は規模が大きく，底面中央部に1か所，壁際に3か所のピットを有する。特徴的な遺物としては，第3326

号土坑の覆土中から出土した有孔鍔付土器をあげることができる。第3389号土坑からヤマトシジミが出土して

おり，地点貝塚となっている。当時の生活を知る上で貴重な資料になると思われる。

古墳時代

J区の中心となる時期で，住居跡28軒が検出されている。ここでは，出土遺物により前期と後期に分け，各

期ごとの集落の変遷について検討することにする。

○前期

本期にあたる住居跡は，第513・519－521・538・540・545・546・548・549・551・552・554・555・560・564

号住居跡の16軒で，時期は4世紀末と考えられる。これらの住居跡は，いずれも調査区中央部から南部にかけ

て検出されている。住居跡の主軸方向は，N－430－W－N－600－Eの広い範囲になっている。平面形は，隅

丸方形または長方形で，床面積30nf以上の大形住居跡が5軒，20mヲ未満の小形の住居跡（1）が9軒で，最小は，

5I正であった。また，炉が付設されている住居跡が6軒で，付設されていない住居跡の方が多い。柱穴は，9

軒の住居跡で確認されなかった。小形の第548号住居跡は，大形の第552号住居跡の東側，約4mに位置する。
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両住居跡は，ほぼ同じ主軸方向を示し，遺物も同時性が認められる。また，第548号住居跡は，第552号住居跡

のような炉跡や床面の踏み締まり，しっかりとした柱穴等が確認できないことから，倉庫的な役割を果たして

いた可能性が考えられる。

出土遺物には，土師器の杯・高杯・器台・柑・襲・壷などがある。第519号住居跡からは，口縁部に棒状浮

文が貼付された装飾壷が出土している。その他に，第520号住居跡からは，赤彩された中実柱状の高杯が出土

している。

○後期

本期にあたる住居跡は，．第505・511・514・525－527・531・532・537・539・544・547号住居跡の12軒で，

いずれも調査区北部から中央部にかけて検出されている。住居跡主軸方向は，1軒を除いて，N－190－480－

Wの範囲にあり，規則性が認められる。平面形は，方形あるいは隅丸長方形がほとんどで，規模は第539号住

居跡の69mデが最大で，30nf以上の大形住居跡が67％を占める。

出土遺物には，土師器の杯・襲・甑，須恵器の高杯，土製品では勾玉・管状土錘などがある。土師器杯は，

67％に黒色処理が施されている。これらの土師器は，ほぼ同時期のものと見られ，第514号住居跡の床面から

は，TK－209窯式と同時期と考えられる須恵器高杯が出土している。このことから集落は，6世紀末葉から

7世紀初頭に存在していたと考えられる。また，第505・514・525・531・532・544号住居跡の竃右袖部付近か

らは，杯・襲・甑等がまとまって出土しており，住居廃絶時に放棄されたことが考えられる。

平安時代

調査区全域から21軒の住居跡が検出されている。時期が明確なのは，9世紀後半の第504‘・509号住居跡，9

世紀後半－10世紀前半の第510・517・563号住居跡，10世紀前半の第512・516・518・543・561号住居跡，10世

紀中葉の第522・559号住居跡である。住居跡の主軸方向は，N－140－W－N－950－Eの範囲で，半数以上が

東寄りに主軸を持ってい．る。特に，N－860－950－Eの範囲に8軒の住居跡が主軸を持っていることから，若

干の規則性が認められる。平面形は方形がやや多いものの，隅丸方形や長方形と変化に富んでいる。規模は，

第534号住居跡の20nfが最大で，古墳時代後期の住居跡に比べ小形化が目立つ。また，9世紀後半から住居の

東部やコーナー部に竃を持つ住居跡が現れる。

出土遺物は，土師器の杯・高台付杯・高台付椀・嚢などで，須恵器は見られない。第510号住居跡からは，

休部に「得」と墨書された高台付杯が出土している。

中世

中世の墓城と考えられる遺構が，三つのまとまり（第4－6遺構群）として確認された。

〇　第4遺構群

調査区北部の南に開く谷津頭に位置し，土坑・地下式墳・火葬土坑・粘土貼り土坑・井戸・溝・ピット群か

ら構成されている。石塔や板碑は出土していない。墓城は，斜面部に掘られた4条の溝によって区画され，溝

に沿って遺構が密集している。

土坑を見てみると，平面形は，方形や長方形，楕円形とバラエティーに富み，規模も小形から大形まで様々

である。第3008・3025・3106号土坑からは，屈葬で北枕西向きの頭位であると考えられる人骨が出土しており，

墓壕と確認できた。また，第3008号土坑からは，人骨の胸部にあたるところから，銅銭9枚と漆器が出土して

いる。銅銭の種類は，6枚が北宋銭で，「永楽通賓」が1枚含まれ，「寛永通賓」が全く含まれないことから，
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この土坑は15世紀以降から17世紀の間に成立した可能性が高い。

地下式壕は5基確認され，3基は溝を掘り込み，2基は溝の内側に造られている。第33号地下式境の底面か

らは，炭化したワラ状のものとモミガラ状のものが出土している。全体的に遺物は少なく，土師質土器の内耳

鍋，かわらけが数点出土しているのみである。地下式壕には倉庫という説もあるが，ここでは，埋葬にかかわ

る施設と考えられる。

火葬土坑は，3基とも底面に火熱を受け，覆土の最下部には，多量の炭化物を含んだ層が堆積しているのが

特徴である。

〇　第5遺構群

調査区西部の平坦地に位置し，方形竪穴状遺構・土坑・地下式墳・火葬土坑・井戸・溝から構成されている。

石塔や板碑は出土していない。

方形竪穴状遺構は，土坑群を囲むように4基確認され，平面形は長方形あるいは隅丸長方形で，規模は4I迂

前後と小形である。4基とも柱穴と思われるピットを2か所持ち，第17・20号方形竪穴状遺構は，確認面から

床面に到るまでスロープ状になっており，床面からは灰状の遺物が出土している。また，第22号方形竪穴状遺

構からは，焼土と炭化材が出土している。

土坑は，第4遺構群と同様に，形状・規模は多種・多様であったが，人骨は検出されなかった。

火葬土坑は7基確認されている。第3157号土坑を除いて，6基は主軸方向がN－750－900－Wの範囲で，

開口部が西側，燃焼部が東側に構築されている○また，いずれからも骨片，焼土，炭化物が共通して出土して

いる。

〇　第6遺構群

調査区中央部の平坦地に位置し，方形竪穴状遺構・土坑・地下式墳・火葬土坑・粘土貼り土坑・井戸・溝か

ら構成されている。第4・5遺構群同様，石塔や板碑は出土していない。

方形竪穴状遺構は，土坑群に隣接して6基確認され，いずれも柱穴と思われるピットを2か所持っている。

ピットの配置を見ると，第1巨16号方形竪穴状遺構は壁の内側に，第18・21号方形竪穴状遺構は長軸方向壁際

にある。また，第15・16・18・21号竪穴状遺構は，確認面から床面までスロープ状になっており，特に，第15

・16号方形竪穴状遺構からは，床面から灰状の遺物が出土している。

土坑集中地点は2か所あり，第3221・3267号土坑からは，北宋銭が出土している。

地下式壕は，6基確認され，特に第40・41号地下式壕は，主軸方向と形状がほぼ同一なので，同時期に存在

していた可能性が考えられる。

このように，三つの遺構群は，方形竪穴状遺構・土坑・地下式墳・火葬土坑・粘土貼り土坑・井戸・溝など

から構成され，石塔・板碑が出土していない点が特徴である。笹生衛氏は，東国においては1巨15世紀にかけ

て，「50－100基以上の多数の土坑墓を中心とし，火葬土坑，地下式境が付随するもので，墓城は複数の土坑

墓ブロックにより構成され」また「墓が作られる場所に，大規模な台地整形区画が伴うのも特徴であり，その

墓域内には，ピット群や掘立柱建物，池状の措鉢状土坑，井戸さらに方形竪穴状遺構などを伴う例が多い→（2）

とし，上層農民主導集団型墓城に分類している（2）。当遺跡もこの類型に該当するものと考えられ，墓城として

機能していたことが判断できる。
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註

（1）住居跡の大・中・小は，30nf以上を大形，30Iが未満20nfまでを中形，20Iが未満を小形とした。

（2）笹生　衛「東国における中世墓地の諸相一房総の事例を中心に－」『研究紀要16－20周年記念論集』
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